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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　すたーてぃんぐ・れじぇんど







「うう……」


　ライナ・リュートはうめきながら目を覚さました。


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、妙にしかめられた、これまた黒い瞳ひとみ。その目を細めながら、彼はため息を一つ。


「はぁ……朝から襲おそわなくてもいいじゃないか……争いごとは苦にが手てなのにな……」


　ライナがいまいる場所は、朝もやのかかる森の中だった。


　森の、少し開けた場所に、寝ね袋ぶくろが二つ。


　一つには、寝ぼけまなこのライナが。


　もう一つの寝袋からは……艶つややかな、長い金色の髪が生はえている。


　ライナはその、金きん髪ぱつが生えた寝袋のほうを見て、


「おい。起きてんだろ？　なんとかしろよ」


「……黙だまれ。眠ねむい。寒い。おまえがやれ」


　簡かん潔けつに汚きたない口く調ちようでそう並べてから、金髪寝袋は再び、かわいらしい寝息をたて始める。


「…………」


　ライナは無言。


　任にん務むを始めて数か月。この相あい棒ぼう、フェリス・エリスの口調には慣なれたつもりだったが、寝起きの不ふ機き嫌げんな状じよう況きようでは、さすがにかちんとくる。ライナは相手を非ひ難なんするように、


「なんだよまったく。この非ひ常じよう事じ態たいによく寝てられるよ。どれだけ神しん経けいが図ず太ぶといんだか」


「じゃあおまえも、寝袋からでろ」


「寒いからやだ」


「非常事態は？」


「もうきたよ」


　ライナが言った瞬しゆん間かん、彼らの目の前の空間が突とつ然ぜん、ヒュゴ！　という奇き妙みような音をたてて歪ゆがんだ。まるで高温に熱せられた空気が景け色しきを歪めるように、ライナの眼がん前ぜんの景色も、ぐにゃりと歪む。


「ん～」


　その空間の歪ひずみを見て、ライナは呟つぶやいた。


「……これは、攻こう撃げき魔ま法ほうだな……それも爆ばく炎えん系けいか……」


　ただ見ただけだった。その空間の歪みをただ見ただけで、彼の黒い瞳……いや、彼の特とく殊しゆな瞳は、その現げん象しようが、攻撃魔法によるものだということを一瞬にして看かん破ぱしてしまった。


　特殊な瞳。


　よく見なければわからないだろうが、彼の目の中心には、朱しゆの五ご方ぼう星せいが浮うき上がっている。その瞳が、目の前の現象を、高速に処しよ理り、解かい析せきしていく。


　攻撃範はん囲い。


　威い力りよく。


　術じゆつの起動法。


　特性。


　補ほ正せい数値は〇・七・二。


　などなど。


　だがそれとは対たい照しよう的てきに、彼はあいかわらず寝ぼけた表情で、なおも寒そうに寝袋から動こうとはしなかった。ただ緊きん張ちよう感かんのない声こわ音ねで、


「これは見たことのない魔法形式だなぁ……ってことは、ローランド帝てい国こくの魔法体系とは、違ちがうわけだ……」


　魔法は、各国でまったくその形式が違う。いやそもそも、まったく別物といってもいい。どうやって起動するのか？　なにを媒ばい体たいとするのか？　呪じゆ文もんを唱となえるのか？　または魔方陣を描えがくのか？　とにかくそういった、根こん幹かんからまるで違う。すなわち、ローランド帝国に属ぞくするライナがまったく見たことがない魔法形式だということは、それは他国の何者かが展てん開かいしている魔法だということになる。


「ってか、ここはもう、ネルファ皇こう国こくの領りよう地ちに入ったあたりだから……ネルファの兵へい士したちが展開した魔法だろうけどさ……」


　などと、攻撃魔法を目の前にしているのに、寝袋に入りっぱなしのライナが言った直後、


　ドゴオオオオオオオオン!!


　ライナたちの目の前に、巨きよ大だいな火か炎えんが生まれ、大だい音おん響きようをたてて爆ばく裂れつした。周しゆう囲いにあったいくつもの木々をなぎ倒たおし、爆風はライナとフェリスを寝袋ごと一気に吹ふき飛ばす。


　森の中。


　二人はいもむしのように吹っ飛ばされた。


　ライナは寝袋のまま着地し、ごろごろと転がる。あいかわらず緊張感のない声音で、


「さて、どうしたものかなぁ……って!?」


　言いかけて、


「痛いた、痛たたたた!?　っておい！　なんで俺おれの上に着地するんだよ!?」


　思わずライナは叫さけんだ。


　どうやったのか、器き用ように空中で寝袋から離り脱だつしたフェリスが、なぜか狙ねらいすましたように、ライナの胸むねの上に着地してきたのだ。


　艶つややかな長い金髪を爆風になびかせ、信じられないほど整ととのった顔に、スタイルのいい華きや奢しやな肢し体たい。およそ美人を構こう成せいする要よう素そをすべて持った女……なのだが……彼女は怒ど鳴なりつけるライナを無表情のまま見下ろし、一言。


「ん。いたのか」


「てめえワザとだろ!?」


　綺き麗れいな花には棘とげがあるのだろうか？


　とにかくまあ、そんな会話をしながら、ライナもようやく寝袋から這はい出した。一度大きく伸のびをしてから、


「はぁ～……寝不足＆やる気不足……」


　自分でそんなことを言う。


　中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい。いや、少し背が高めの、引き締しまった体を、紺こんと白を基き調ちようとした、革かわ製の鎧よろいとひらひらしたローブ状の服があわさったようなもので包つつんでいる。胸むな元もとの革の部分には、槍やりと、それに巻きつく蛇へびの紋もん章しよう。ローランド帝国の紋章が焼き付けされている。これは、各国の軍隊に恐おそれられている、ローランド魔法騎き士しにのみ与あたえられる戦せん闘とう服ふくなのだが、それを身につけているライナは、あくびをしながら、いまいちしまりのない目つきでぼんやりと周まわりを見まわしていた。


　周り、いつのまにやら彼を取り囲かこんでいた、数人のネルファの兵士たちを。


「貴き様さま！　ローランドの間者スパイだな!?」


　兵士の一人が緊張した声で、怒鳴りつけてくる。その声のほうに、ライナは寝ぼけたままの表情で、フェリスは冷たいともいえるまったくの無表情で振ふり向き、同時にお互たがいを指さして、


「おいおい。こんな美人さんが間者なわけないだろ？」


「こんな間ま抜ぬけ面づらの男に間者ができるように見えるか？」


「…………」


　一瞬の沈ちん黙もくが降りた。


　ライナがやっと口を開く。


「…………少なくとも俺は一いち応おうほめたぞ？」


　しかしフェリスは相変わらず無表情なまま、


「当然だろう」


「……こんの!!」


　と、ライナの口元が不自然にヒクついた瞬間、ネルファの兵が怒鳴りつけてきた。


「あー!?　黙だまれ黙れ！　わけのわからないことばっかり言って逃にげようとしても無む駄だだ！　その胸のローランドの紋章がなによりの証しよう拠こ！　おまえらはローランドの間者だ！」




[image: ]


「あ、なるほど」


　いまさら気づいたのか、胸の紋章を見て、ライナはうなずいた。


「しまったな。敵てき国こくにこんな紋章つけてきて……」


　そう呟つぶやいたライナに、フェリスがまるで見み下くだしたような目で、


「だからおまえは間抜けだというのだ」


「んな!?　なんだよ、自分だって胸に紋章つけてるだろ!?」


　そう、確たしかにフェリスの胸にも、ローランドの紋章がついていた。それもモロに。こちらは銀と黒を基調にした、普ふ通つうの革製の鎧だ。腰こしにも、柄つかの部分にローランドの紋章が入った長ちよう剣けんがささっている……


　だが、彼女はまったくうろたえずに言った。


「おまえが間抜けかどうかに私は関係ない」


「なんだよそれ……ってまあ、じゃあ少なくとも、おまえも間抜けってことだな？」


「いや、美人だ」


『…………』


　一瞬、場が凍こおりついた。


　ネルファの兵も、ライナも、はてはなぜか森までも……


　しばらくしてから、うつむきかげんにフェリスが少しだけ顔を赤らめて、


「…………冗じよう談だんだ」


『か、かわいい……』


　ネルファの敵兵数人が言って、


「ま、惑まどわされるなぁー！」


　隊たい長ちようらしき男が怒鳴った。


「やっぱりあいつら間者だ！　ひっとらえて、牢ろうに入れて、それから拷ごう問もんして──」


　そこで男の言葉を遮さえぎって、気を取りなおしたライナが、納なつ得とくしたように言った。


「ああ～なるほど。それでここにきた目的を聞き出すわけね？」


「そうだ！」


「ふむ。でもじゃあ、拷問なんてする必要ないな。君たちに教えてあげよう」


　と、ライナは急に顔を輝かがやかせ、いままでやる気なさそうに丸めていた背中を急にぴんと伸のばして、語かたり始めた。まるで、講こう義ぎでもするかのような口調で、


「なにから語ればいいか。まず最初に、我われ々われがここにきた目的は、過去何人も存在した伝説の勇ゆう者しやの遺い物ぶつを発見するためだ。我々は各地に残ってる勇者伝説を追ってるのだが、そもそもこの地に残っている勇者伝説は二百年前の──う……」


　そこでライナの言葉が中ちゆう途と半はん端ぱに止まった。


　高速で放はなたれたフェリスの長剣の切っ先が、ライナの首くび筋すじに突つきつけられたからだ。


　フェリスは無表情のまま、静かな声音で、


「隠おん密みつ行動ということを知ってて、よく喋しやべる口は、この口かしら？　ん？　学生気分がまだ抜けない？」


　なぜかいつもと違う、女口調。それが……妙みように恐こわい……


「そんなにパクパク喋りたいなら、いっそのこと首ごとパクっとイってみる？」


「いや……あの……」


　ライナは数秒無言で口をパクパクさせたあと、うわずった声音で、


「ま、まあそんなわけで、森の中の散さん歩ぽは気持ちいいなーってことなんだ。ははは」


　そんな、すばらしく説せつ得とく力りよくのある説明を聞いたネルファの兵士たちの表情には当然、こう書かれていた。


『あやしいー!!』


　無む駄だだと知りつつ、ライナは言ってみる。


「とにかく間者じゃないって、わかってくれたかな？」


　答えはこれ。


「総そう員いん戦せん闘とう配はい置ち！」


「…………」


　すっと喉のど元もとからフェリスの剣が引かれ、


「じゃ、がんばれ」


「っておまえも戦えよ!?」


　そんな間にも、数人の兵士が剣を構かまえ、残りの兵士たちは同時に魔法を唱となえ始めていた。


「炎ほのおの女め神がみが、我らに力を貸かし──」


　複ふく雑ざつに手を動かし、印いんを切って、空間に魔力の紋もん様ようを刻きざんでいく。しかしそれに合わせて、ライナも手を前方に掲かかげ、


「炎の女神が、我らに力を貸し──」


　ネルファの兵士たちとまったく同じ動どう作さ、同じ詠えい唱しようを始めた。複雑な印を間ま違ちがえることなく切り、空間にネルファの兵士たちとまったく同じ紋様を刻んでいく。


　そのライナの姿を見て、


「な!?」


　ネルファの兵士たちは驚きよう愕がくした。彼らはこう思ったろう。


（なぜ、ローランドの間者が、我われ々われネルファの兵士と同じ魔法が使えるんだ!?）


　ローランドの魔法はおもに、空間に指で魔方陣を描いて発動させる。しかしライナはあきらかにいま、印を切っている。それは、異い常じよう事じ態たいだった。こんなことが、あるはずがない。そんな表情。あるとすれば……


　一人の兵士が叫さけんだ。


「目、目だ!?　あいつ、目に五方星が浮いてる!?」


「な!?　『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやか!?」


『複写眼アルフア・ステイグマ』、その言葉は、いつでも畏い怖ふと、嫌けん悪おの感情をもって口にされる。


　ネルファの兵たちは蒼そう白はくになって怒ど鳴なった。


「魔法を唱えるな！　ネルファの魔法を、あの間者に盗ぬすまれるぞ！」


　その言葉に、ライナは顔をしかめて、


「だから間者じゃないってのに……ま、もう遅おそいけど。この魔法は、いま複写してるんじゃなくて、さっき爆発した魔法から読み取ったんだから……」


　そこまで言ってから、最後の印を切り、両手を前に突き出した。そして叫ぶ。


「フレイヤ・バースト」


　瞬間、さっきと同じように空間が歪んだ。


「うわ！　逃にげろ!?」


　兵士たちが叫んで慌あわてて四し散さんしていく。


　その間にも空間はどんどん凝ぎよう縮しゆくしていき、そして、ついには弾はじけた。途と端たん、強きよう烈れつな爆ばく発はつが起きる。兵士たちを爆風が吹き飛ばす。


　まあ、ライナたちが死ななかったんだから、爆風だけでは兵士たちも死にはしないだろうが……とりあえず勝利だ。ライナが得とく意い気げにフェリスのほうへ向き、


「ほい。言われたとおり片づけたよ。さて、どうする？」


　しかしすでに彼女は、ライナに背を向け、すたすたと歩きながら、


「任にん務む続行だ。いくぞ」


「……って、もうちょい、ほめてもいいんじゃないか？　寝起きなのにこんなにがんばったんだし……」


「そうか。それはよかったな」


「いやあの……ま、いいけどさ……しかし勇者の遺物、どこにあんのかな～」


　そんな会話をかわしながら、二人はその場をあとにした。





　所変わって……


（お、落ちつくのよミルク。あなたならやれるわ！　そうよ！　大だい丈じよう夫ぶ。あんな奴やつら、私にかかればイチコロのコロコロなのよ！）


　ミルク・カラードは、夜の森の茂しげみの中に隠かくれながら、自分に言い聞かせた。


　かわいらしい大きな赤い瞳ひとみ。愛らしい童どう顔がん。ポニーテールにした亜あ麻ま色いろの髪。平へい均きんよりは少し小こ柄がらの体をさらに丸めて息をひそめている彼女は十六歳さい。


　そして乙おと女め。


　しかし、ただの十六歳乙女ではない……


「隊たい長ちよう、ミルク隊長」


　ひそめた声で、部下の一人が声をかけてきた。そう、彼女は十六歳にして、すでにローランド帝国『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部隊の、隊長の役やく職しよくにあった。


　これが初任務ではあるが……


　六歳のときからローランド軍特とく殊しゆ養よう成せい所じよに入れられていたミルクは、エリートとして今年初めて、実戦投入されたのだ。


　ミルクは声をかけてきた部下に、愛らしい眉まゆをできるかぎり威い厳げんがでるようしかめ、きっとにらみつけた。


「ルーク！　ミルクって呼よんじゃダメって言ったでしょ!?　カラード隊長です！」


　しかし、口調は幼よう稚ち園えんの先生のようにまるで威厳がなかったが……


　ルークはなぜか、口元をほころばせて、


「すみません。ミルク隊長」


「だーかーらー！」


　手をぶんぶん振ふって、子こ供どものように怒いかりをあらわにしようとするミルクに、ルークは慌てて、


「わ、わかりましたから、声が大きいですよ隊長。あの『忌いみ破やぶり』たちに気づかれます」


「あ、あ、ごめんなさい」


　十六歳のミルクと、二十五歳のくせに白はく髪はつの隊長補ほ佐さ官かんルーク・スタッカートでは、どっちが隊長かわからなかった……


　ミルクは素す直なおに謝あやまってから、再び、あの『忌いみ破やぶり』たちに目を戻もどした。


　二人の男女。


　一人は長身瘦そう軀くの、やる気なさそーに背せ筋すじを曲げた、黒髪の男。


　もう一人は、信じられないほど綺き麗れいな長い金髪を風にたなびかせた、華きや奢しやな女おんな剣けん士しだった。


　二人はなぜかスコップを片手に、なにやらせっせと地面を掘ほっている。


　ルークが言ってくる。


「ここからは見えませんが、奴らの胸には、ローランドの紋章が確たしかにありました」


「じゃあ、やっぱり彼らは『忌いみ破やぶり』？」


『忌いみ破やぶり』とは、ローランド帝国の魔法を習得した者が、国の許きよ可かなく国外へ逃とう亡ぼう、出しゆつ奔ぽんすることを言う。『忌いみ破やぶり』追撃部隊とは、そういった者たちが、他国にローランドの魔法体系を漏もらしたりしないよう、追撃し、捕ほ縛ばく、もしくは抹まつ殺さつするための部隊だ。


　情報では、ローランド帝国と、ネルファ皇国の国こつ境きよう付近に、『忌いみ破やぶり』がでたとの報告を受けて出向いてきたのだが……


「ほ、ほんとうに出くわしちゃったわね」


　初任務のせいか震ふるえる声で言ったミルクに、


「そりゃ出くわしますよ。こっちは捜さがしてたんだから……」


　ルークは苦く笑しようしながら言った。


「で、どうします？」


「え？　えっと、あの、どうしよルーク」


「隊長が決めてください。攻撃しますか？　しばらく様よう子すを見ますか？」


　言われてミルクはしばらく考えこみ、やがて決心した顔で、


「隊員を集めてください。捕縛しましょう」


「わかりました」


　と、すっと再びルークは森の茂みの中に消える。


　しばらく後……


　全隊員──といっても、ミルクとルークを含ふくめて五人だが──が、集しゆう結けつしてきた。


　隊員たちが次つぎ々つぎと、


「ついに初仕事ですねミルク隊長」


「やりましたね。こんなに早く手て柄がらを立てられれば、きっと昇しよう給きゆう間違いなしですよミルク隊長」


「だからミルクじゃなくてカラード隊長！」


『はい。ミルク隊長』


　部下たちがなぜかほほえましいものでも見るかのように、ミルクのほうを見て、同時に言う。そう、この中でもミルクは最年少だった。


「んもう！」


　ミルクは頰ほおをぷっくりふくらませながらも、ルークにうながされて、再び目もく標ひように目を戻す。


「さあ隊長。指し示じを」


「え？　あ。うん。そうね～、とりあえず魔法で牽けん制せいして、それからルーク、ラッハ、リーレの三人が剣で攻撃。魔法は私が使うから、ムーはその援えん護ごね」


　と、ボケているようでいて、しかしこういったきっちりとした戦せん略りやくを立てられるあたりは、やはりエリートなのだろう。ルークたちも満まん足ぞく気げな顔でうなずき、作戦は始まった。


　ミルクが前方の空間に、指で複雑な魔方陣を描き始める。通常の術じゆつ師しより、かなり速はやい。


　そして完成。


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」


　途と端たん、ミルクが描いた魔方陣の中央に、激はげしい光こう源げんが生うまれ──それが轟ごう音おんとともに目標へ向かって放はなたれる！


　はずだった……


　が──一瞬前に振り向いた『忌いみ破やぶり』の、やる気のなさそーな男のほうが、いつのまにやら空間に手を躍おどらせ、描いていた魔方陣に、ミルクの雷らい撃げきは吸すい込まれてしまった……


「な!?」


　ミルクと、部下たちが一いつ斉せいに驚おどろきの声をあげる。


「き、気づかれてたの!?」


「いや、それにしてもあのタイミングで魔法を防ふせげるとは……とても思えませんが……」


　と、ミルクたちが動どう揺ようしている間にも、今度は『忌いみ破やぶり』の金髪の女のほうが、ゆっくりと剣を抜き、こちらを振り返ってきた。


　ルークが叫ぶ。


「まずい！　隊長を守……」


　しかし声はそこまでだった。どうやったのか、信じられない速さで一瞬にして間まを詰つめてきた『忌いみ破やぶり』の女剣士が、ルークに剣を抜く間も与あたえず、長剣の腹はらの部分を首くび筋すじにたたき込む。それでルークは昏こん倒とう。続けざまに残りの三人の首筋にも剣がたたき込まれ、ミルクが一人残された。


　ミルクは、呆ぼう然ぜんとそれを見ていた。信じられなかった。この女剣士の剣は、速すぎてまるで見えないのだ。まるでかまいたちのようにルークたちに襲おそいかかり、一瞬にして倒たおしてしまった。


　そして、私も殺ころされる……


「嫌いや！　ダメ！　殺されるわけにはいかない!!　私にはまだ、やらなきゃいけないことが残って……」


　しかしそこまでで声は止まった。往おう生じよう際ぎわ悪くミルクが魔方陣を描こうとしたところに、女剣士の剣がすっと突きつけられ、


「殺されるのと、やり残したことがあるというのは、別問題だ」


　などと言ってくる主ぬしは、信じられないほどの美人だった。ただ、ひどく無表情だが……


「で、でもそれでも殺されるわけにはいかないのよ!!」


「ん。そうか。じゃあ逃にげろ」


「え？」


　突とつ然ぜん予想外のことを言われてミルクは驚いた。絶ぜつ対たい殺されると思ってたのに……


　しかしこの、美び貌ぼうの女剣士は、虚うつろな表情で淡たん々たんと続ける。指だけで後ろを示しめし、


「いまこっちにこようとしているあの間ま抜ぬけ面づらの男は色しき情じよう狂きようだ。早く逃げないと、あいつに捕とらえられたら想そう像ぞうを絶ぜつするあんなことやこんなことを」


「っておいおい。無表情にあることないこと言ってんなよ」


　やってきたのは黒髪の、もう一人の『忌いみ破やぶり』の男だった。ミルクの魔法をあっさり防いでみせた危き険けん人物。おまけに色情狂の女の敵てきときている。ミルクはいよいよ覚かく悟ごを決めた。そばまでやってきた男に向けて、


「なによこのスケベ男!?　なんの抵てい抗こうもなく私を好きにできると思ったら大間違いなんだからね……って……？　あれ……？」


　そこまでで、きっと強く男の顔を見み据すえた表情のままミルクは硬こう直ちよくした。男の顔を見て……その男の顔に見み覚おぼえがあったから……


「うそ……その五方星に……黒髪って……あなたまさかライナ!?」


「ん？　なんで俺の名前知ってるんだ？」


　というやりとりの合あい間まに、恐こわいくらい無表情な美人がぽつりと口をはさんでくる。


「ん。なんだ知り合いなのか。前に襲おそったことでもあるのかライナ？」


『違うわっ!!』


　ミルクとライナは思わず同時に叫んでいた。





「う～ん」


　ライナは思し案あん顔がおでうんうん唸うなっていた。その彼の前には、ミルクとその部下四人が、縄なわでグルグル巻まきにされ、倒れている。


「まだ思い出さないの!?」


　ミルクが怒ど鳴なる。


　が、ライナはあいかわらずうめいて、


「うーん……だめだ。思い出さない。とにかくあれだろ？　君と俺は、同じ孤こ児じ院いんで育って、君が軍の特とく殊しゆ養よう成せい所じよにつれていかれる前に、結けつ婚こんの約やく束そくをしたと？　で、どうしても結婚したくなって追いかけてきたと？」


「ち、ちがう！　違うよ……た、確かに結婚の約束はしたけど……あ、あれは子供のころのことだし……でもとにかく、幼おさななじみってことよ……」


　と、なぜか残ざん念ねんそうな顔で言うミルク。そこでフェリスが口を開いた。


「で、そのひどい男にあっさり捨すてられた幼なじみが、なぜ私たちを襲う？」


「捨て……って、捨てられてないわよ！　あれは単なる子供のころの……う」


　そこでまた、ミルクの言葉は、首筋に突きつけられた白はく刃じんによって止まる。


　フェリスは無表情に一言。


「いいから答えろ」


　そんな、フェリスの妙みように恐い脅おどしによって引き出された情報によると、ライナたちが立たされている状じよう況きようはこうだった。


　ミルクたちは『忌いみ破やぶり』追撃部隊で、ライナたちは『忌いみ破やぶり』として、ローランド帝国に追われている……


「って、はあ!?」


　それを聞いて、ライナは思わず声をあげた。




[image: ]


「ど、どういうことだフェリス!?　ローランドに追われてる？　そんな話聞いてないぞ？　だ、第一、俺たちは王シオンの命令で……」


　とそこで、ひゅ！　っという鋭するどいものが空くうを切る、最近では妙に聞きなれた音が彼の首元に迫せまった。言うまでもない。フェリスの剣だ。


　フェリスはライナに剣を突きつけ、突然の女言葉で、


「ほんとーに君は困こまったちゃんねぇ～……だからいっそのこと首をパクパクと……」


「いや、だから……」


　ライナが疲つかれたような半はん眼がんで答えた。


「それやられるたびに思うんだが、なんでも剣にものを言わすのをやめないか？」


「ん？　斧おののほうが効こう果か的てきか？」


「いや、そういうことじゃなくて……」


「注ちゆう文もんが多いな」


　と、フェリスは剣を引き華か麗れいに鞘さやに収おさめた。


「さて、余よ計けいな話はあとだ。我々はローランドに追われている。ネルファの兵にも襲われる。だが、命令で相手を殺すことはできない。自国の人間を殺せば罪つみに問われる。他国の人間を殺せば戦争に発展する可か能のう性せいがある。危険な状況だな。わかったらさっさと任務続行だ。掘ろう」


「ちょ、ちょっと待てって、だからそんな話は聞いて……」


　ひゅ！


「ああはいはい。やりますよ。やればいいんでしょ!?　だからその剣をしまいなさい！」


　などと話しながら、彼らはさっきまでスコップ片手に掘っていた場所に戻ろうとする。


　もちろんミルクの、


「ちょ、ちょっとあなたたち!?　この縄ほどいていきなさいよ！」


　などという言葉は無視して。





「でもさ～時は二百年前の話なんだよ。確かにこの地に勇者伝説は残ってるけどさー」


　穴あなをのろのろと掘り進めながら、ライナは目の前で、無表情に一いつ生しよう懸けん命めい穴を掘っている美貌の女剣士に愚ぐ痴ちる。


「その勇者が使ってた武器なんかが、こんくらい穴掘ったからってそうそう見つかるわけがないんだって。まあ、ここを掘れば出てくるんじゃないかっていう提てい案あんを出したの俺だけどさ～……でもさーもう何時間になる？」


「一時間」


「あっと意外と短いな……」


　たった一時間で愚痴り始めたのを、少し恥はずかしいと感じながらも、ライナは続けた。


「いや、でも無理な話なんだって。ローランドもなに勘かん違ちがいしてるのか追ってきてるし……もうやめて、帰ろうぜ？　もうだめだって。だめだめのだめ……」


　そこで、スコップがカチン！　と、なにか硬かたいものにあたる音がして、ライナは言葉を止めた。一瞬二人は無言になり、それから、


「う、噓うそだろ？」


　ライナが半笑いの声こわ音ねで顔をあげた。フェリスもそれに対して、肩をすくめて応こたえる。まったくの無表情だからわからないが、これで驚きの表現のつもりらしい。


　二人はとりあえずさらに掘り進めてみた。


　と──


「ま、まじかよ……」


　出てきたのは……


　短剣……のようなものだった。短剣と言い切れないのは、刃はの部分が、見たこともないようななにか無機質な青い物質でできており、なにかを切るために作られたようには見えなかったからだ……


　ただ、短い刃と柄つかという、短剣のような形状をしているだけ……


　ライナはいままでまるでやる気のなさそうだった目を急に真剣に細め、夢む中ちゆうで短剣を調べ始めた。


「なんだこの物質は……それに薄うすく見えないように彫られたこの紋様は……」


「どうだ？　おまえの論ろん文ぶんの通りか？」


「……焦あせるなって。まだわからない……これが本当に本物なのかを……だめか。『複写眼アルフア・ステイグマ』でも読み取れない……なにかしらの力が施ほどこされていた形けい跡せきはあるが……ん？　あ、これをこうしたら……？」


　などと、二人でぶつぶつ会話をかわしているところに突然、


「おい。このへんのはずだよな？　今け朝さのローランドの間者スパイが逃げたのは」


「ああ。絶対捕つかまえて、目的を吐はかせてやる。あの美人も、捕まえて……へ、へへへ。そのためにこんな五十人もの大部隊をつれてきたんだからな……」


　恐らくネルファの兵らしき二人組の声が聞こえてきた。これだけはっきり聞こえるのだから、かなり距きよ離りは近い。ライナとフェリスは一瞬そちらを確かく認にんしてから、森の茂みの中へと隠れた。敵を警けい戒かいするように見み据すえながらフェリスが言う。小声で。


「おまえのような色情狂がもう一人いるな」


「だからなんで俺が色情狂なんだよ！　って、まあ、だけど運がよかったな。一応遺い物ぶつらしきものも見つけられたし、あと逃げるだけなら簡かん単たんだ」


　ライナは手に持った短剣っぽいものを見せて言った。


「ああ。そうだな」


　と、そこに、またもう一つの声があがった。かわいらしい、女の子の声。しかしどこか切せつ羽ぱ詰つまったような声で、


「ちょっとー!?　あなたたち、こんな女の子をグルグル巻きにして恥ずかしいと思わないの！　変へん態たいよ！　早くほどきなさい!!……ってか、お願ねがいだからほどいて！　女の子にもいろいろ事情があるのよ！　そのあの……ト、トイレとか……ってなに言わせるの!!」


　その声に続いて、


「た、隊長。ここは敵てき国こくの領りよう内ないですよ？　そんな大声だされては……我が慢まんしてください」


　さらに続いて、


「見つけた！　あっちだ！　全部隊招しよう集しゆうしろ！　こないだの借かりはきっちり返してやる」


　そんな、三さん文もん劇げきのように、連れん鎖さ的てきに悪化していく状況を聞いていたライナが、深いため息いきをつきながら言った。


「ミルク……あんの馬ば鹿か……」


「ん。問題ないな。おとりになってもらって逃げるか」


「え？　いや……まじ？　見殺し？　そういうのもなんか……後あと味あじ悪くないか？」


「ん？　なんだ？　過去に捨てた女に未み練れんがあるのか？　忘わすれてたんだろ？……あ」


　と、そこまで言ってから突然、なにか思いついたかのように声をあげ、フェリスがライナをじっと見つめてきた。あいかわらずの無表情だが、これだけの美人に見み据すえられると、思わずうろたえてしまう。


「な、なんだよ」


「おまえ、あの女を好きなのか？」


「え？　あの、いやそういうわけじゃ……」


　…………


「なんだ体目当てか」


「だからなんでそういう!?」


　いきなりつまらなそうに首を振るフェリスにライナは怒ど鳴なった。こんな無表情でも一いち応おう、恋れん愛あい話ばなしに興きよう味みをもったのだろうか？


　とそこで、フェリスは突然剣を抜き、立ちあがった。


「いいだろう。付き合ってやる」


「え？」


「助けるぞ。早くしろ。手て遅おくれになる」


「え、あ、おう」


　そして二人は、戦闘準備を始めた。





　ネルファの兵が、ミルクたちの部隊を取り囲んでいた。その物もの陰かげの空間に、複雑な光の紋様が踊る。高速で生み出される魔方陣。


「求めるは雷鳴〉〉〉・稲光いづち」


　瞬間、激しい轟ごう音おんとともに、上空へと向けて雷らい撃げきが放たれた。ライナが構こう築ちくした魔法だ。


「うわ！　な、なんだ!?　いまのは!?」


　と、その雷撃に気を取られたネルファの兵の群むれへ向けて、


「よし。じゃあいくか」


　剣を抜いたフェリスが一直線に、敵兵の群へと飛び出した。ライナもそのあとに続く。


　作戦はこうだった。ライナが魔法を連発して敵兵を混こん乱らんさせ、その混乱に乗じようじてミルクたちを救すくい出す。条じよう件けんは死者を一人も出さない……この状況では、かなりきつい条件だ。


　大部隊ならではの反応の遅さをついた、時間との勝しよう負ぶの作戦だった。


　剣けんの腹はらの部分で殴なぐりつけまくり、次々と敵を昏こん倒とうさせて、道を作っていくフェリスについて走りながら、ライナは続いての魔方陣を描えがく。そして──


「求めるは静せい寂じやく〉〉〉・闇庭あんて」


　と、一瞬、ほんの一瞬だけ、周しゆう囲い一いつ帯たいの音が消えた。完全なる静寂。空気の振しん動どうを完全にストップさせ、音の伝でん達たつを止めてしまうというだけの簡単な魔法。しかし、突然音が消えたことによって、人間はパニックに陥おちいる。最初に轟音をともなった雷撃を放ち、自分たちがなにか危険な状況に陥っているということを認にん識しきさせてから、今度は突然の静寂……その無音の一瞬が過ぎ、音が世界に戻ると……


「ど、どうなってるんだ!?」


「やばい！　敵か!?　敵なのか!?」


　作戦通り、ネルファの兵たちはパニックに陥っていた。その間かん隙げきを縫ぬうようにして、ライナたちはミルクたちのもとまであっさりたどりついた。


　ミルクたちはこの混乱に乗じて、縄なわでぐるぐる巻まきにされてる体をいもむしのように動かし、せこせこ逃げようとしていたが……やってきたライナたちを見た途端、


「あ！　この馬ば鹿かライナ！　どこいってたのよ！　信じらんない！　早く助けにきなさいよね！　漏らしちゃったらどうするのよ!?」


「う……助けにきて馬鹿呼ばわりか。ちょっと気分が萎なえるな……」


「いい？　とにかく早くこの縄をほどきなさい！　これは命令です！　こう見えても私は部隊長の地位で……」


「わ、わかったからとにかく静かにしてくれって。せっかく敵兵の目を俺らからそらしたのに、そんなに騒さわがれたら意味が……」


　と、そこでフェリスがいつもの表情のない声で言ってきた。


「もう、遅い」


「へ？」


　振りかえった瞬間、ライナの目の前には、すでに完全に態たい勢せいを整ととのえてしまった敵兵たちの剣やら斧おのやら棍こん棒ぼうやらが迫せまってきていた。


「貴様らぁ!?　やはり仲なか間まだったか!?　ローランドの間者め！　死ねぇ!?」


　と、敵の剣がライナを襲う。


「ま、まじ!?　うわ、わわ!?」


　危あやうくそれをかわし、ライナはミルクの上に倒れ込んだ。するとミルクが、


「きゃー[image: ]　な、なに！　エッチ！　信じらんない!?　どこ触さわってんのよ！」


「って、はあ!?　なんだそりゃ!?　どこも触ってねぇよ！　だいたいその[image: ]はなんだ！」


「な、なんでもないわよ！　とにかくこんな状況でこんなとこ触るなんて、あなたってほんとに最低！　もっとムードってもんを」


「ああ、はいはい。もうおまえはうるさい！　少し黙だまってろ！」


　怒鳴りながら立ちあがり、ライナはとっさに懐ふところから取り出した例の短剣のようなもので敵兵の剣けん撃げきをなんとか防ぐ……それにも限界があるが……なにせ敵の数が多すぎるのだ。魔法を使うにしても、その暇ひまを与あたえてはくれないだろう。それに、縄でグルグル巻きのミルクたちもいたとあっては……


「くそ……どうするフェリ……ぐあ!!」


　言いかけたところで、ライナは後ろから棍棒で殴りつけられた。衝しよう撃げきで体ごと吹っ飛ぶ。一瞬目の前に光が弾はじけ、意い識しきが飛ぶ。体が乱らん暴ぼうに地面にたたきつけられ、遠いところで、


「いやぁ!?　ライナ！」


　ミルクの叫び声があがったような気がした。


　続いて、


「お？　いいね。死んだか？」


　フェリスの声……


「っておい！　勝かつ手てに殺すなって」


　ライナはぐわんぐわん言っている頭を抱かかえながら、なんとか立ちあがった。それを見てフェリスが舌した打うちを一つ。少しがっかりしたような声こわ音ねで、


「生きてたか。それはよかった」


「ちっとも嬉うれしそうに聞こえないんだが？」


「気にするな。だが、ちょっとまずいな。ライナ。この人数はさばききれない。なんとかしろ」


「はあ？　どうやって!?」


「簡単だ。おまえが持ってるのはなんだ？　勇ゆう者しやの剣か？　じゃあそれを持ってるおまえは勇者だな？　ならなんとかできるだろ？」


「ってどういう理り屈くつだよ。第一まだ全然調べてないからどうやって動かすのかだって」


「じゃあいま調べろ」


「この状じよう況きようでそんな暇ひまが──」


「援えん護ごする」


　と、フェリスがライナの前に立ちはだかり、敵兵と交戦を始めた……


　しかし、


「そんな無茶な……いま調べてどうにかなるもんでも……うわ!?」


　瞬間、ライナに向かっていまだかつてないほど鋭するどく速い剣撃が襲いかかった。ほんとうにすさまじい速さ。剣が見えないほど……


　フェリスの剣撃だった……一瞬だけライナの首元に突きつけられたその剣は、再び敵兵との交戦に戻される。そしてフェリスが一言。


「次泣なき言ごとを言ったら首と胴どう体たいが離り婚こんだな」


「うう……はい……」


　ライナは慌あわてて短剣の紋もん様ようを調べ始めた。見たこともない紋様。ローランドの魔法体系でないことは確かだ……じゃあなんだ？　この紋様はなにを意味している？　考えろ。古こ文もん書じよの暗あん号ごうを解かい読どくするのと一いつ緒しよだ。得とく意いだったはずだ。全すべての知ち識しきを導どう入にゆうして、解かい析せきするんだ。なんだこれは？　どうやって動かす？


　必死にライナはその短剣の紋様を読んだ。


　そしてついに！


「わっから────ん！　こんな追い詰つめられた状況で、解析できるわけないだろー!!」


　ライナは考えることをあっさりあきらめた。怒いかりのあまり短剣も地面に投げつける。短剣はすとんと地面に突き刺ささり……


　しかしその瞬間。


　ヒュイイイイイイイイイイ


　甲かん高だかい音とともに、短剣が高速で回転し、地面にめり込んでいく。


「は!?」


　それを見て、ライナが間ま抜ぬけな声をあげたのもつかの間、突然、


　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ!!


　大地が激はげしく揺ゆれ始めた。


「なんだ!?　地じ震しんか!?」


　フェリスとネルファの敵兵も戦いを止やめ、その突然の天てん変ぺん地ち異いに驚く。いや、フェリスは表情をまったく変えていなかったが……


　フェリスがライナの方を向き、


「なにをした？」


「さあ？」


　ライナが無む責せき任にんに答こたえた直後、それは起こった。短剣が消えた穴から突然巨きよ大だいな火ひ柱ばしらが上がったのだ。いや、ただの火柱じゃない。その火柱には、巨きよ大だいな顎あぎ門と、鋭するどい牙きば、真しん紅くの瞳……その火柱は、竜りゆうの形をしていた。その火柱が大きな口を開き、


　グアァアアアアアアアアアウ!!


　絶ぜつ対たい化ばけ物ものとしか思えない咆ほう哮こうを上げた。


　信じられない脅きよう威いだった。絵物語にしか登場しないような伝説の獣けものが、目の前に現れているのだ。死が、目の前にいる。そんな威い圧あつ感かんが、その火柱にはあった。当然それだけで、


「うわあ化物だあ!?」


「こ、殺されるぅ～」


「きゃああ」


「た、たいちょぉ～」


　ネルファの兵たちは散ちり散ぢりに逃げ始める。


　その他若じやつ干かん名めいの悲ひ鳴めいも聞こえたような気がしたが……まあ、そうして、この戦闘は、意外とあっさり終わったのだった。





　フェリスが、呆ぼう然ぜんと竜を見上げるライナにたずねてきた。


「すごいな。あれが伝説の勇者か？」


「いや、どう見たって竜だろ……確かに伝説だけど……」


「ふむ。まあ、とにかく助かったんだ。よくやった。もういいぞ。あの無意味に危険そうな竜は、とりあえずしまえ」


　しかしライナはフェリスのほうを向いて、言った。


「………………どうやって？」


「…………」





　竜がいる。


　大地から竜が生はえている。


　そんな異常な光こう景けい。


　しかし、それをあえて無視して、二人の男女は歩き始めた。


「しかしあの短剣が勇者のものかどうかはさておき、本当にそれらしきものはあったな」


「当然だ。情じよう報ほう通りだ」


　そこにもう一人、悲鳴とも聞こえる女の声が上がるが──


「ちょ、ちょっとライナ!?　だから縄なわほどいていきなさいって！」


　やはりそれも無視する。聞こえてないのだろうか？　二人はゆっくりと、しかししっかりとした足取りで歩ほを進める。


「だけど、ほんとにあったとなると、めんどくせえなぁ～。次はまた違う勇者伝説を追うことになるんだろ？　いきたくねーなー」


「そうだな。おまえのようなやる気のない色しき情じよう狂きようと一緒では、私が大変危険だな」


「いや、それは俺の首のほうが危険だとみた」


　さらに大きな声で女の絶ぜつ叫きようが聞こえるが、


「だ、だいたいこの竜なんなの!?　こんなのの横にほっぽっていかないでー!!」


　しかし二人の男女にはきっと、重い使命があるのだろう。振りかえってはいられない。


「次はどこだ？」


「さらに隣りん国ごくのルーナだな」


　二人の旅はまだ、始まったばかりだ。





「くーそー！　絶対捕つかまえてやるからねライナ!!　うう、トイレ…………あ[image: ]……」


　前ぜん途と多た難なんではあるが……







（すたーてぃんぐ・れじぇんど：おわり）







　とらっぷ・ばすたー







「はぁ……」


　ライナ・リュートは切せつ迫ぱくしたこの状じよう況きようでもなお、気けだるそうなため息いきをついていた。


　いまいち決まらない黒くろ髪かみに、やる気なさそーに緩ゆるんだ黒い瞳ひとみ。


　少し背が高めの引き締しまった体を包つつんでいるのは、白はく鎧がいと、紺こんのローブがあわさったような戦せん闘とう服ふく。これは各国の軍に恐おそれられているローランド帝てい国こく魔ま法ほう騎き士し団だんにのみ与あたえられる戦闘服なのだ……が、


「俺おれはそもそも、探たん検けんとか冒ぼう険けんとか、こう、なんかワイルドな響ひびきがあるものは苦にが手てなんだよな～」


　いくら立りつ派ぱな服を着ても、全体からかもし出される惰だ性せいで生きているような怠たい惰だな雰ふん囲い気きは拭ぬぐい切れていない……


「ほら、お宝を得るために、遺い跡せきとかに乗り込んでさ、鉄球がゴロゴロ転がってきたり、水がざばーっと迫せまってくるのから命がけで逃げたりするなんてワイルドな生活は、できれば遠えん慮りよしたいっていうか……」


　いまライナがいるその場所は、遺跡だった。薄うす暗ぐらい、迷めい宮きゆう状じようの遺跡。そしてなぜか、ざざざっという、液体状のなにかが波打つ音が、ライナが立つせまい廊ろう下かの先から聞こえてきていたりする……そんな状況下。


　ライナの隣となりに立っている彼の相あい棒ぼうもまた、なぜかまったく動じている様よう子すのない、いつもの無表情で言った。


「それはあれか？　おまえが日常行っている、夜道で女を襲おそったりするのが、ワイルドという言葉のジャンルには入らないと言い張はりたいのか？」


「って、俺はそんなことしてないだろ？」


「犯はん罪ざい者しやはみんなそう言うな」


「……………………まあ、いいけどさ」


「いいなら黙だまれ」


「…………」


　ライナは素そっ気け無なくそんなことを言いきってくる相棒を憮ぶ然ぜんとした表情で見る。


　フェリス・エリス。


　艶つややかな金きん髪ぱつに、信じられないほど整ととのった容よう姿し。街まちを歩けば十人中十人が振ふり向くと言っていいほどのこの美人は、颯さつ爽そうとした態たい度どで、革かわ製せいの鎧よろいに身を包み、腰こしには長剣をさしている。


　なんども言うが、この切迫した状況下。


　それでも二人は緩んだ瞳と無表情な瞳で廊下の先──迫りくる脅きよう威いをぼうっと見み据すえていた。せまい廊下の中。爆ばく発はつ的てきな勢いきおいで迫りくる大量の水を……


　ライナが疲つかれたような表情で言った。


「あ、ほらやっぱり水みず攻ぜめだよ……ベタなトラップに引っかかったなぁ……」


「……能のう書がきはいい。とりあえず早くあのトラップを止めろ。それだけ落ちついているからには、方法があるんだろう？」


「へ？　どうやって？　フェリスが落ちついてるから、なんとかできるもんだと……」


　するとフェリスが一いつ瞬しゆん目を細めて、ひどく感かん慨がい深ぶかげに一言。


「…………しょせんはライナか……」


「うっわ、なんだよそれは。自分だってどうにもできないくせ……」


　しかしライナの言葉はそこまでだった。さすがに目の前まで迫ってきている大量の水に呑のみ込まれるわけにもいかず……


「と、とりあえず逃にげるぞ」


「ん」


　二人は後方へと全力で走り出した。


「でも……どうするフェリス。このままじゃ、ちょっと逃げ切れないぞ？」


「……そうだな。一つだけ、案があるにはあるが……」


「ほんとか？　じゃあなんでそれをさっさとやらないんだよ？」


「危き険けんがともなう」


「どっちにしろ、あの水に巻き込まれたら死ぬだろ？」


「そうか。おまえがそこまで言うなら」


　そう言って、フェリスは走りながら器用に腰の剣を引き抜ぬいた。ライナはそれを見て、


「お、あの大量の水を切るってのか？　すごいな。そんなことできるのか？」


　が、フェリスは無表情な顔のままライナのほうを向いてきて、


「じゃあいくぞ」


「へ？　って!?」


　瞬間。フェリスは金髪をたなびかせながら、華か麗れいに跳ちよう躍やくした。そしてさらに空中で、もう一度跳躍する。


　それも、ライナの背中を足場にして……


「うわ!?」


　ライナは思わず体たい勢せいを崩くずして地面に倒たおれ伏ふした。そんな間にもフェリスは天てん井じようまで跳躍し、剣を天井に突きたててその場に張はり付くと、まるで見下したような目でライナを見て、


「じゃ、がんばれ」


「っておまえ!?　あとで絶ぜつ対たい……」


　という言葉もやはり途と中ちゆうで止まった。背はい後ごから迫る水に……


「やばい……」


　ライナは再び全力で走り始めた。





　しばらく後……


「うわわわわわ」


　水に追いつかれずに、なんとか遺跡の出口まで走りきったライナは、とっさに横とびに跳とび、高台へと逃のがれた。


　直後。


　ざばーんと音をたてて、遺跡の入り口から殺人的な勢いで大量の水が噴ふき出す。


　ライナはそれをぜえはあと肩かたで息をしながら眺ながめて、


（さ、さすがに死ぬかと思った……）


　そう言おうとして、声がでなかった。魔法を使って脳のうの抑よく制せいリミットを外はずし、肉体を限げん界かいまで酷こく使ししての長ちよう距きよ離り全力疾しつ走そう……


　この魔法は、かつての戦せん役えきでライナたちが所しよ属ぞくするローランド帝国が滅ほろぼした、エスタブール王国の兵士が使っていたものを彼が複ふく写しやしたものなのだが……


（こんな魔法使ってるから滅びるんだ……）


　ぎしぎしと痛いたむ体に顔をしかめながら、ライナはそのままくてっと横になった。


　本当は、ライナがこの魔法を使うこと自体に無理があるのだ。そもそも、魔法は各国でまったくその形式が違ちがう。起動方法も、構こう成せいも、術式も……だから通常は、他国の魔法を使うことはできない、はずなのだが……


　とそこで、いつのまにやらフェリスが遺跡から出てきて、ライナの横に立っていた。


　彼女は何なに気げない表情で彼のほうを見下ろし、


「ん？　こんなところにいたのかライナ。どうしたそんなに息を切らして」


「ぶっ殺すぞおまえ!?」


「お。もう声がでるのか。意外と元気だな。あんなに走ったのに」


　そんな二人がいまいるのは、ローランド帝国とはあまりいい関係にあるとは言えない、ネルファ皇こう国こくの領りよう内ないだった。本当なら、さらに隣りん国ごくのルーナ帝国に伝わる『勇ゆう者しや伝説』を彼らは追うはずだったのだが……


　少し休んでだいぶ動けるようになってきた体をライナは起こしてから、言った。


「でもさぁ、いくらネルファが熱心に調べてる遺跡があるっていう噂うわさを聞いたからって、この遺跡に俺たちがくるのは無む駄だなんじゃねぇか？　俺が調べた古こ文もん書じよには、こんな遺跡のことは書いてなかったし、おまけにネルファ皇国の勇者伝説は、こないだ掘ほったところ以外伝わってないんだぜ？　伝説の勇者の遺い物ぶつがこんなところにあるとは思えな……」


　が、そこでフェリスが遮さえぎって、


「……おまえの意見など聞いていない。ネルファがなんらかの遺跡を調ちよう査さしている。我われ々われはネルファの手に、勇者の遺物が渡わたることだけはさけなければならない。だからいく。わかったか？　じゃあいくぞ」


「ってちょ、ちょっと待てって、もうちょい休ませてくれよ……これでもけっこう疲つかれてんだから。えーと……だけどさ、いまの遺跡、ほとんどのトラップ解かい除じよされてたじゃん？　あんな、普ふ通つうは引っかからないような見え見えの水攻めトラップは除のぞいてさ……いや、俺たちは引っかかったけど……でももう奥おくにネルファの調ちよう査さ団だんが入ってるみたいだし、遺物は回かい収しゆうされてるんじゃないかなぁ？　帰ろうぜ？　めんどいし。なんかワイルドだし。いっても無駄だって」


　なんてことを言うライナを、フェリスは冷たい視し線せんで見み据すえ、


「……あの論ろん文ぶんを書いたのは誰だれだ？」


「え……いや、俺だけど……」


「じゃあ、勇者の遺物がネルファの手に渡るのはまずいというのはわかっているな？」


「だけどそれは王あいつが勝かつ手てに……」


　が、ライナの言葉はそこで無む理り矢や理り止められた。ひゅ！　という空くうを切る甲かん高だかい音とともに、一瞬で抜ぬき放はなたれたフェリスの長ちよう剣けんが、ライナの首くび筋すじにぴたりと突つきつけられ、


「黙れ。誰かきた」


「…………いや、いちいち剣を突きつけなくても、言ってくれりゃ黙るのにな……」


　という言葉は当然無視される……


　ライナも横になったまま、剣を突きつけられた体勢で器用に首を動かし、フェリスの視線の先を追う。


　と──遺跡の中から声が聞こえてきた。数人の男の声。いや、おそらくは先に入っていたネルファの遺跡調査団だろうが……


「なんでいきなり、あんなトラップが発動したんだ？」


「うちの奴やつらには、あんなトラップに引っかかる間ま抜ぬけはいないだろう」


「どこの間抜けだ。まったく、遺跡を水みず浸びたしにしやがって。ま、どっちにしろあんなトラップに引っかかるのは猿さる並なみだけどな」


　そんな会話。それをひとしきり聞いてから、フェリスがあいかわらずライナに剣を突きつけたまま、


「ライナ。あいつらおまえの噂をしてるぞ」


「って、おまえだってあのトラップ引っかかったじゃないかよ」


「私のは愛あい嬌きようだ」


「…………いや、この際もうなにも言わないけどさ……」


「とりあえず好こう都つ合ごうだな。ネルファの調査団に道案内をさせよう。ライナ。奴らを捕つかまえてこい」


「ってまた俺かよ!?　俺、走ったばっかりで疲れてんだぞ？」


　しかしその言葉は無視され、フェリスは突きつけている長剣に目線を移うつして、


「そういえば昨日きのうこんな夢を見たんだ。なぜか手元が狂くるって相棒の首がパクっと……」


「ってちょっと待てぇ!?　わ、わかったからとりあえず剣を戻もどしなさい。ちょうどいま俺、いって戦ってこようかなって思ってたところなんだから……」


　そう言うライナに、フェリスはやはり無表情で、


「ん？　そうか？　疲れてるなら無理することないんだぞ？」


「よく言うよ……ったく……」


　渋しぶ々しぶ立ちあがりながら、ライナはネルファの調査団たちがいる遺跡の入り口に一いつ足そく跳とびに飛び出した。





「はぁ……やる気でないなぁ……」


　なんて、それならいつやる気があるんだ？　という突っ込みはさておき、ライナは敵てきをぼやけた視線で確かく認にんした。ネルファの調査団たちは……なぜか甲かつ冑ちゆうを着込んでおり……


「うわ、ネルファの調査団って学者じゃなくて兵隊なのかよ。まためんどくせえな～」


　うめくようにライナ。ネルファの兵たちはといえば、突とつ然ぜん現あらわれたやる気なさそーな男を見て、いぶかしげな視線を送ってきてから、


「……そ、その胸むねの紋もん章しようは!?……ローランド帝国の紋章じゃないか!?　貴き様さままさか……」


　そこから先を、ライナは気けだるげな口く調ちようで引き継ついだ。


「ああはいはい。間者スパイじゃないか？　って言うんでしょ？　否ひ定ていしても信じてくれないから、あえて否定はしないよ」


　するとネルファの兵たちの顔に、一瞬にして緊きん張ちようの色が走る。彼らはすぐさま戦せん闘とう態たい勢せいになり、


「それなら話は早い。おとなしく捕ほ縛ばくされてもらおうか」


「やだ」


　そうして戦闘が始まった。


　といっても、ライナはなにもせず、ただぼーっとネルファの兵が魔法を唱となえ始めるのを眺ながめるだけだったが……


「光の王が無数の時を編あみ──」


　複ふく雑ざつに手を動かし、印いんを切って魔力の紋もん様ようを空間に刻きざみ込こんでいくネルファの兵たち。


　それをやはり眺め続けるライナ。


　しかし、彼はただ眺めるだけで……


「これは、初めて見る魔法だなぁ……えっと……範はん囲いは２７６。威い力りよくは……あ、これって捕縛系の魔法なんだ……便利そうだな」


　特別なことはなにもしてない。ぼけた目でただ見ただけ。それだけで、彼はネルファの魔法を完全に解かい析せきしてしまっていた。


　彼の黒い瞳……いや、よく見なければわからないが、中心に朱しゆの五ご方ぼう星せいが浮うき上がった特とく殊しゆな瞳が……


　と──ネルファの兵の魔法が完成した。というより、完成したのをライナはその瞳でしっかりと確認した。兵たちが叫さけぶ。


「ライト・キャンサー」


　瞬間、ネルファの兵たちが刻み込んだ印から光で編まれた網あみが現れ、ライナを襲おそう。ライナはそれを、まったく抵抗せずに受けて……


　あっさり捕縛されてしまった。


　そんなライナに勝利を確信したのか、ネルファの兵たちが笑った。


「ふはは。どうだ動けまい。しょせんローランドの間者などこの程てい度どだ」


　それでもライナは緊張感のまるでない表情。彼は緩んだ瞳でその光の網を確認し、ゆったりとした動作で右手を上げた。


「ん～と」


　そして彼の手は、空間に複雑な魔ま方ほう陣じんを描えがき始める。これがローランド帝国特有の魔法だ。ネルファは空間に印を切るが、ローランドは魔方陣を描く。


　やがて魔方陣を完成させると、


「求めるは侵しん入にゆう〉〉〉・蝕し走ら」


　途と端たん、ライナが描いた魔方陣から、黒い煙けむりが現れ、光の網に接せつ触しよくした。すると溶とけるように光の網が切れ切れになり、ライナはあっさり捕縛を解といてしまう。


「な……」


　それを見て驚おどろいたのはネルファの兵たちだ。愕がく然ぜんとした表情で、ライナを見据える。


「そ、そんな馬ば鹿かな……」


　それに対してライナは少し得意げな表情で、


「いまの魔法はもう解析したからな、弱点もすぐわかる。そんでもって──」


　と、今度はライナが印を切り、空間に魔力の紋様を刻み込み始めて……


「な!?　なぜ貴様がネルファの魔法を!?」


　それは驚きよう愕がくに値あたいすることだった。そんなはずはないのだ。ローランドの間者が、ネルファの魔法を使えるはずが……


　あるとすれば……


「ま、まさか貴様『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやなのか!?」


　ネルファの兵が吐はき捨てるように言った。


『複写眼アルフア・ステイグマ』


　他人の魔法を解析し、複写してしまう異い能のう。それがライナの瞳の名前であり……


　そしてそれがライナの烙らく印いんだった……


　ネルファの兵はさらに蒼そう白はくになって叫ぶ。


「くそ！　それではいまの我われ々われの魔法はもう、貴様に盗ぬすまれて……」


　とそこで、ライナは魔法を完成させた。


「ライト・キャンサー」


　瞬間、さきほどと同じように、しかし今度はライナの眼がん前ぜんから光の網が放はなたれる。そしてあっさりネルファの兵たちを捕縛し……


「……ったく……別に好きで『複写眼アルフア・ステイグマ』なんか持ってるわけじゃないのに、そんなに嫌いやそうに言うなよな……っとそれで……フェリス。ご要望通り捕縛したけど、どうする？」


　彼は後ろからゆったりした足取りでやってきた美人に言った。


　しかし、彼女はライナを無視してネルファの兵の前に立ち、尋じん問もんを始めてしまうが……


「さてネルファ。おまえたちに聞きたいことがあるん……」


「っておーい。そりゃないだろ。せっかく俺が走って疲れてるのに仕事したんだから、少しはほめたりするべきだと思うぞ？　いや、前もおんなじようなことを言った気がするけどさ……」


　するとフェリスはこちらに向き直って、


「ん。ほめる？　それはこういうことか？」


　瞬間、ひゅ！　という例の音とともに、フェリスの長剣がライナの首に突きつけられ……


　ライナはそれを半はん眼がんで見据えて……


「いや……絶対違ちがうと思うが……」


「そうか？　だが……」


　とそこで、今度はその剣を捕縛したネルファの兵たちのほうへ向けた。そして言う。


「さてネルファ。おまえたちに聞きたいことがある。答えなければスパッとなにかが飛ぶな。答えるか？」


　当然答えはこれ。


「は、はい。なんでも聞いてください」


　フェリスが再びこちらを向いてきて、


「な？」


「いや、な？　じゃなくて……」


　そんなこんなをしながら、二人はネルファの兵から情じよう報ほうを引き出した。





　時は少し遡さかのぼって……


「だーかーらー！　このまま手ぶらで戻もどるわけにはいかないって言ってるでしょ！」


　ミルク・カラードは大おお手でを振って、田舎いなか道みちを歩いていた。


　かわいらしい大きな瞳と、愛らしい童どう顔がんは、いまはだだっ子のように少ししかめられている。亜あ麻ま色いろのポニーテールを振りながら、十六歳さいのわりには小こ柄がらな体でとてとてと歩くその様よう子すは、まったく頼たより甲が斐いがあるようには見えないが……これでも彼女は、いま彼女を囲かこむようにして歩いている四人を部下とした、ローランド帝国『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たいの隊長の役やく職しよくにあったりする……いや、まだ一度も任にん務むに成功してはいないが……


　そんな隊長に、横を歩いている、こちらは二十五歳のくせに白はく髪はつの部下ルーク・スタッカートが、まるで保護者のような口く調ちようで言ってきた。


「しかしですねミルク隊長」


「あ！　また！　ルークはいっつも私を子こ供ども扱あつかいして！　ミルクって呼んじゃだめって言ってるでしょ！　カラード隊長です！」


「失礼しましたミルク隊長」


「んもお！」


　と毎日のように繰くり返される会話を経へてから、ルークは続ける。


「しかしあの『忌いみ破やぶり』の二人組はちょっと強すぎますよ。我々の手に負おえる相手とは到とう底てい思えません……ここは一つ本国へ帰って……」


　しかしそこで、


「やーだ!?　絶ぜつ対たいやだやだやだー!?」


　ミルクは手をぶんぶん振りながら叫んだ。


「『忌いみ破やぶり』を目の前にして、手ぶらで帰ったなんてことになったら、どれだけいっぱい始し末まつ書しよ書かなきゃいけないか、ルークはわかってないのよ！」


　なんていう、理り屈くつもへったくれもない理由をのたまうミルクに、ルークは困こまったような表情を浮かべる。


『忌いみ破やぶり』とは、ローランド帝国の魔法を習得した者が、国の許きよ可かなく国外へと逃とう亡ぼう、出しゆつ奔ぽんすることを言う。『忌いみ破やぶり』追撃部隊は、そういった者たちが、他国にローランド帝国の魔法体系を漏もらしたりしないよう、追撃し、捕縛、もしくは抹まつ殺さつするための部隊だ。


　ミルクたちはある情報のもと、その『忌いみ破やぶり』たちを追ってきたのだが……


　遭そう遇ぐうした『忌いみ破やぶり』たちがあまりに強力だったため、一いち撃げきも加くわえることなくあっさり退しりぞけられてしまったのだ。ミルクはそのときのことを思い出して、さらに機き嫌げんが悪くなる。


「う～ライナめー!?　なに私のこと忘わすれてるのよ！　子供のころ、孤こ児じ院いんであんなにちゃんと約やく束そくしたのに!?　それにそれに、一いつ緒しよにいるあの美人……なんなのあれ!?　美人と国外逃亡なんて、どういうつもり!?」


「って隊長？　前から気になってたんですが、あの『忌いみ破やぶり』と知り合いなんですか？」


「あんなヤツもう知り合いじゃないもん！」


「いえ……だから私はそういうことを言ってるわけじゃないんですが……」


　そんなふうに困こん惑わくしながらも、いまいちほほえましいものを見るような表情でルークはミルクの様よう子すをうかがう。こんなでも、ミルクはしっかり部下たちの心をつかんでいるのだ。


　本人に自じ覚かくはないが……


「とにかくですね、隊長。やはりここは一度国に帰りましょう」


「だーめ！　私絶対帰らないもん!?」


「う～ん」


　と困ったようにルークは腕うでを組んでから、


「あ、ほら隊長。なんか林の向こうに遺跡が見えますよ？　せっかくネルファにきたんですから、あれ見学して、それでそれを土産みやげ話ばなしに一度帰りましょうよ」


　するとミルクはそれに思わず反はん応のうして、


「え？　遺跡？　どこどこ？」


　言いかけて、


「ってあー!?　そうじゃなくって！　まったくルークは！　そうやっていつまでも簡かん単たんに乗せられる私じゃないんですからね！」


　そうは言ったもののやはり、異国の遺跡と言われれば見てみたいというのが人情で、ミルクは部下に気づかれないよう（といってもばっちり気づかれているのだが）目だけでルークが指さしたほうを見てみる。


　と──そこには確たしかにミルクが見たこともないような異国情じよう緒ちよ溢あふれる遺跡がそびえていた。奇き妙みような設計で形作られた石いし造づくりの遺跡。その遺跡の入り口からは、なにか、小川のせせらぎのような音がさわさわと……ざわざわと……ざざざざと……


　続いて人の悲ひ鳴めいが聞こえて……


「うわわわわわわわわわわ!?」


　ざばーんと遺跡の入り口から大量の水が噴ふん出しゆつしたとほぼ同時に、見み覚おぼえのある、長身瘦そう軀くの男が遺跡から飛び出してきた。


　それを見て、ルークが一瞬しまったとばかりの表情を作り、続いてミルクが少し影かげが落ちたような暗い表情で、


「みぃ～つぅ～けぇ～たぁ～！　ライ……ふごふごふご」


　瞬間、ルークに無む理り矢や理り口を塞ふさがれて、ミルクの言葉は遮られた。


「隊長、だから無理ですって」


「ふふぉにょふぉ、ふぉにょふぉふぉ！」


「え？　勝てないのはわかってるけど、とりあえずあとをつけるだけですか？　う～ん」


　考え込みながら、彼は周まわりにいる同どう僚りように視し線せんで意見を求めると……同僚たちは、


「いや、俺らはルーク先せん輩ぱいの……いや、ミルク隊長の意見に従したがいますけどね……」


「それより先輩はよく隊長のいまの言葉がわかりましたね。やっぱり尊そん敬けいしちゃうな」


「ん？　そうか？　ふふ。それほどでもないが」


　と、なにかひどくどうでもいい会話をかわしている部下たちの手を払はらって、ミルクは言った。


「とにかく！　あの『忌いみ破やぶり』たちのあとをつけます！　これは隊長命令です！」


『はーい』


　そうしてミルクたち一行は、なぜか幼よう稚ち園えんの遠足のような雰ふん囲い気きをひきずりながら、遺跡へと向かったのだった。





「これはちょっと……進むのは無理だろう」


　ライナはそれを見て、なげやりな口く調ちようで言った。


　場所は遺跡の一番奥おくの部へ屋や。ネルファの兵たちにまだ解かい除じよしていないトラップの場所を聞き出し、やっとのことでここにやってきたのだが……そこでライナたちは行き詰づまってしまっていた。さすがに最後の部屋だけあって、随ずい所しよにトラップが張はり巡めぐらされていた痕こん跡せきがあるが、こうやって落ちついて見回してみると、確かに普通なら引っかかりそうもない、あからさまに怪あやしい色いろ違ちがいの床ゆか石いしとか、色違いの壁かべのタイルとか以外は、ネルファの調査団によって全すべて解除されているから、それが問題ではない。問題は……


　ライナは部屋の中央、ぽっかり口を開けた穴を、落ちないようにそっとのぞき込んだ。かなり深いのと、部屋が薄暗いせいもあってか、底がまったく見えない。落ちればほぼ確実に死ぬだろう……しかし足場を作りながらゆっくり降りていくなんてことができる時間も人手もないのだ。ということは当然……


　ライナはさらに不満たらたらといった様よう子すで言った。


「ほらな？　だから帰ろうぜって言ったんだよ。結局ネルファもこの穴のせいで調査を断だん念ねんしようとしてたらしいし、俺たちだってこんな深い穴じゃ、降りるわけにもいかないし。いや、まあフェリスが降りるっていうなら、止めないけどね」


「ふむ」


　それにあっさりうなずき、目の前にいる美び貌ぼうの女おんな剣けん士しも、ライナと同じように穴をのぞき込んだ。


「って、おい。まさかほんとに飛び降りるつもりじゃ……」


　が、フェリスは顔を上げ、あいかわらずの無表情な顔で突とつ然ぜんこんなことを言ってくる。


「私は剣士だ」


「ん？　なんだよ急に。んなこと痛いたいほど知ってるぞ？」


　と、ライナはいつも無意味に首に突つきつけられる鋭するどすぎる剣けん閃せんを思い出しながら言った。


　するとフェリスはうなずいて、


「剣士というものは、あらゆる状じよう況きようで、実力を完全に発はつ揮きできるよう、訓くん練れんする」


「ふむ……なんかまともなことを言ってるような気はするな……んで？」


「しかし裏うらを返せば、実力以上の事じ態たいに対たい応おうできる能のう力りよくはないわけだ。そんな状況では、剣士は無力だ」


「なるほど。それでなにが言いたい？」


「簡かん単たんなことだ」


　そしてフェリスはゆったりと、流れるような動きでなぜかライナの後ろへとまわりこみ、


「じゃあいってこい魔ま法ほう使つかい」


　突とつ然ぜん、どんっとライナの背中を蹴け飛とばした。


「へ？」


　瞬しゆん間かん、ライナは、空中に浮いているような浮ふ遊ゆう感かんを味わったあと……


「ぎゃああああああああああああ!?」


　あっさり穴を落下しはじめた。


　ぐんぐん落ちて行く。信じられない勢いで死が迫ってくる。ライナは感じた。やばい……このままじゃ死ぬ!?　な、なんとかしないと……思った途端、ライナは両手を高速で動かしまくって片っ端ぱしから状況を打開できそうな魔法を唱えていた。


　刹せつ那な。穴の中で強きよう烈れつな光が明めい滅めつしたり、煙が噴き出したり、雷いかずちがほとばしったりと、通常の術士が見たら驚愕するほどの速さで立て続けに魔法が展てん開かいされ……


　やがてその魔法の連打がやんだ。


　静せい寂じやくを取り戻した遺跡の中、フェリスが再び穴をのぞき込んで言ってくる。


「飛び降り自殺か？」


「やかましいわ!?」


　ライナは叫んだ。穴の底で、自分が生きているのを確かく認にんし、ため息をつく。それに対してフェリスは満まん足ぞくげな声で、


「それだけ元気そうなら大だい丈じよう夫ぶだな。じゃあ、遺物を探さがして戻ってこい」


「っておまえなぁ……はぁ……いやまあもう慣なれたけどさ……あ、祭さい壇だんに巻まき物ものがある……とりあえずこれ持ってと……さて、なんとか登らないとまずいよな……」


「そのまま餓が死しする気なら止めないぞ」


「……いや、さっき複ふく写しやした光の網を足場にしながら、少しずつ登るよ……」


　そんなこんなで、ライナは魔法を駆く使ししながら、えっちらおっちら登りはじめた。


　そして二十分もたっただろうか？


　やっとのことで体半分を地上まで持ち上げたライナはばったりとその場に一度倒れ、


「はぁはぁ……なんか……今日の俺おれ、すっごい肉体労働者してるような気がするんだけど……」


「気のせいだ」


「おまえが言うなって!?」


　なんて会話をしつつ、フェリスはライナの手から巻物を拾い上げて、言った。


「で、これが勇ゆう者しやの遺い物ぶつか？」


「まだわかんねーよ。見てもいねぇのに」


「なら早く見ろ。なにをぐずぐずしている？」


「…………ぐずぐずしてるわけじゃ……ないんだけどね……とりあえずはちゃんと上にあがってからだな……」
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　そう言って、両りよう腕うでに力を入れ、穴から離り脱だつしようとしたそのときだった。


「そのまま動かないで！」


　突然、聞き覚えのある女の子の声がかかった。その声に、


「ん？」


　ライナはいまだに体半分穴に落ちている状態で顔をそっちへ向けると、そこには……四人の男たちと、一人の女の子が立っていた。どの顔もついこの間見たばかりのものだ。


　ライナはそれを見て、一瞬顔をしかめた。


「ま～たおまえらか……」


　言うまでもなく、それはミルクたちだった。彼女はなぜか小さな胸むねを偉えらそうに張はり、


「ふっふっふ。今度こそ逃がさないわよあなたたち！　どう？　この完かん璧ぺきな作戦！　ライナは穴にはまって動けなくなってるし！　計画どおりよ!?」


「お見み事ごとです隊長！」


「これで始し末まつ書しよから一発逆転、昇しよう給きゆう間違いなしですね！」


　部下たちのそんな言葉に気をよくしたのか、ミルクは満足げに大きくうなずき、びしっとライナたちのほうを指さして言ってきた。


「よし！　じゃあ今度こそ捕つかまえるわよ！　いつもどおり、ルーク、ラッハ、リーレは剣であの女を攻こう撃げき！　それをムーは援えん護ご！　私はあの浮うわ気き男おとこを捕ほ縛ばくします！」


『了りよう解かい！』


　そうしていきなり戦せん闘とうが始まった。ルークと呼よばれた白はく髪はつの男と、その他二名が剣を抜ぬき、それに対してフェリスは……あいかわらず開いた巻物に目を落としたまま、


「ふむ。これは私には読めないな。ライナ読めるか？」


　と、まるでミルクたちを無視した行動をとる。ライナと言えばそれに対して、


「うーん？　ちょっと見せてみ」


「って無視するなぁ!?」


　ミルクが叫ぶが、巻物を手にしたライナは顔を上げない。


「あ……これは……」


　そこでルークたちがフェリスに攻撃をしかけてきた。なかなか鋭するどい剣撃。さすがはエリートのみが採さい用ようされる『忌いみ破やぶり』追撃部隊のメンバーというべきだろうか。しかし、それでもなお、フェリスは特別構かまえることもなく、片手でひょいと引き抜いた長剣を使って、その全すべての攻撃をあっさり受け流してしまうが……それどころか、手は手で勝かつ手てに戦闘を続けながら、顔はライナのほうに向け、


「で、どうだライナ？　やはり前の遺物と同じように、『複写眼アルフア・ステイグマ』を使っても読み取れないか？」


「いや、古代文字で書いてはあるけど、これは俺が読める文字だな。翻ほん訳やくするぞ？」


「うむ」


「えーっと『我わが輩はいの名はキュベール・アルフォンス。稀き代たいの大だい盗とう賊ぞくである。いまからこの巻物にお宝のありかを……』」


　とそこでライナはあっさり読むのをやめて、顔を上げた。そして一言。


「って、盗賊の段階で勇者じゃないじゃん……」


「……そうだな」


「……だから俺は言っただろ？　ここには勇者の遺物はないって。ったくまた無む駄だ手で間まかよ。なんだかんだ言って俺たち、まだなにも手に入れてないんだよなぁ……」


　ライナたちがそんなやりとりをしているところで、


「ってもう！　ライナ！　その女とばっかり喋しやべってないで私の相手もしてよ！」


　するとなぜか、いままでずっとミルクたちを無視していたフェリスがその言葉には反応し、


「ひどい男に捨すてられた女が騒さわいでるぞライナ。なんとかしろ」


「って、誰だれがひどい男だよ」


「私は別に捨てられたわけじゃないもん!?」


　と──そこで突然、どういう心しん境きようの変化か、フェリスが綺き麗れいな顔を少し赤らめ……


「ん…………それは行きずりの関係ということか……？　大人おとなだな」


『違ぁう!?』


　見事にハモってから、ミルクはさらに顔を真まっ赤かにして怒ど鳴なった。


「んもう怒おこった！　人のこと馬ば鹿かにして!?　絶ぜつ対たい絶対捕まえてやるんだから!?」


　空間に手を躍おどらせ、魔方陣を描き始める。ライナはそれを見て、


「あ、なかなか速いな」


　穴からひょいっと体を持ち上げた。そしてライナも気だるい表情のまま、しかしミルクの倍以上の速さで魔方陣を展てん開かいし始める。


「求めるは侵しん入にゆう〉〉〉・蝕し走ら」


　瞬間、ライナが生み出した黒い煙けむりは、まだ完成していなかったミルクの魔方陣を侵しん食しよくし、あっさりかき消してしまった。


「な……」


　それを見て、ミルクが驚きよう愕がくの表情を浮かべ……それから、突然頰ほおをぷっくりふくらませて怒鳴りつけてくる。


「ちょっとライナ！　私の魔法を解除キヤンセルするなんて卑ひ怯きようじゃない！」


「へ？　卑怯？」


「そうよ！　私がせっかく一いつ生しよう懸けん命めい魔方陣作ってたのに、それを壊こわすなんて大人げないわよ!?」


「…………そ、そういうものなのか？」


　と、ライナは思わず聞くが、誰も答えない。ミルクが連つれている数人の男たちだけが、うんうんとうなずくばかりだった。


「とりあえずライナ！　ちょっとそこにいなさい！　もう私ってば絶対許ゆるさないんだからね!?」


　とかなんとか言いながら、子供のように手をぶんぶん振りまわして突とつ進しんしてくるミルク。


　それを後ろから、


「がんばれ隊長～!?」


　などと応おう援えんしてくる男たち……


　これが、ローランド帝てい国こく『忌いみ破やぶり』追撃部隊のメンバーだということ自体、ある意味魔法なんかよりも恐きよう怖ふだなとか思いながら……ライナはミルクをよける準じゆん備びをした。


　が、ほんとの恐怖はそのあとにやってくることに、ライナは気づいていなかった。


「あ……」


　それを見た瞬間、ライナは思わずそんな声を上げていた。それは……ミルクの足あし下もとで起こっていた。ぱたぱたと駆かけ寄よってくる彼女の足下に、色違いの床石があって……迷まようことなくそれを踏ふんだミルクも……


「あ……」


　踏んだ瞬間、ガコンと床が地面に沈しずみ込む。同時に、ざざざざざっと例の音が響ひびき始めて……


「うわ……最悪の展開……」


「な、なにこれなにこれ!?」


　ミルクも事じ態たいを察さつしたのか、立ち止まり、うろたえて壁に触ふれる。


　瞬間また、カチリという音が……


「っておい!?」


　ライナが叫ぶがもう遅おそい。遺跡に響く音はざざざから……ゴゴゴに変わった……おまけに遺跡全体が揺ゆれ始め……


「んなアホな……まさか崩くずれるのか？」


「そのようだな」


　フェリスは周りを見まわし、無表情で言う。


「に、逃にげるぞ!?」


「ん」


　そうして走り出そうとする二人に、


「あ、馬ば鹿かライナ!?　そんなこと言って逃げようとしても、もう逃がさないんだからね！」


　ミルクが追いすがってくる。


「って馬鹿はおまえだ！　ああもう説明してる暇ひまがない。ちょっと一緒にこい！」


　そしてライナはミルクの手をつかみ、一緒に走り始める。


「え？　え[image: ]　ちょ、ちょっとライナ、なによいきなり手なんかつかんで!?　ま、まさか駆かけ落ち!?」


「うるさいわ！」


「隊長が男にさらわれたぁ!?」


「ああもううるさいうるさい!?」


　なんて叫び声をあげながら、妙みように騒さわがしい一行は、一いち目もく散さんに遺跡の入り口へと駆け戻ろうとして……


　しかし、


「へ？」


　すごい勢いきおいで逃げ道のほうから流れ込んでくる大量の水にあっさり呑のみ込まれて、


「うわあああああ!?」


「きゃあああああ!?」


「たいぢょおおお!?」


「…………ふむ」


　それぞれの悲ひ鳴めいとともに流されていったのだった……





「…………」


　人が川を流れている。それも五人も。


　二人の男女はびしょ濡ぬれの体に震えながら、そんな異常な光こう景けいを眺ながめていた。


「しかし……今回はまじでダメかと思ったよ……あの穴あなが排水溝がわりで川につながってなかったら、間違いなく死んでたな……」


「うむ。どさくさにまぎれておまえが襲おそってきたときは、さすがの私も危き険けんを感じた」


「…………いや、俺としてはそんな余よ裕ゆうはまったくなかったんだが……まあいいか……」


　反はん論ろんする気力もないのか、男がため息をつく。瞬間、川のほうからざぶんという音が響いた。そして、


「わわ、なにこれなにこれ!?　なんで私川にいるの!?　わ、私ってば泳げないのにぃ!?」


「あ……やっと気がついたのか。どうするあれ」


「どれだ？」


　さらに悲鳴は続く。


「きゃあ!?　ルークが沈んでる!?　ルークが沈んでる!?」


「いや、だからあれだって」


「見えんな」


「…………」


　女が素っ気無く言った。


「さあもういくぞ。時間はあまりない」


「……ん。そうだな」


　そうして二人は歩き始めようとして……


　と──


「あ！　そこにいるのはライナ!?　なに無視してんのよ！　ちょっと助け……あぷ、うう～水飲んだぁ!?」


　なにか聞こえたような気がして二人の男女は一瞬振り向いてから、しかし、


「……さて、次はどこへ？」


「今度こそなんとかルーナに入りたいな」


　やっぱり歩き出した。


　そうしてそれぞれ旅は続く。





「ちょっとライナ！　待ちなさ……って……な、なんで滝が……きゃああああああ!?」


　彼らの歩む先にはなにが待ち構かまえているのだろうか……？







（とらっぷ・ばすたー：おわり）







　えきさいてぃんぐ・ちぇいさー







「あれを襲おそうぞ」


「はぁ!?　おまえ正しよう気きかよ。それはちょっと無理だろぉ？　殺されるって」


「ん？　殺される？　それは危き険けんだな。じゃあとりあえずおまえが殺されてみてから」


「っておい！……いや、まあとにかくさ、絶ぜつ対たい無理だって。めんどいしさぁ～、なぁ？　やっぱやめようぜ？　やるにしたって、もっと楽な方法考えたほうがいいと思うぞ？」


「ふむ。楽な方法か……例たとえば？」


「ん～？　いや、そう言われると思いつかないけどさ……あ、そうだ。天気もいいし、こんなのどうだ？　このままここで昼ひる寝ねしてさ、んで目が覚さめたらいきなりルーナにたどり着いててうわびっくりだねーとかそんなことになってたら……」


　瞬しゆん間かん、ひゅ！　と空くうを切り裂さく甲かん高だかい音。


「……その手の楽なら、それよりももっと楽な方法があるな」


「……い、いや、死んだらさすがにルーナにはいけないと思うぞ……」


「そうか？　そうでもないぞ。首が飛んだ途と端たん、たまたま強風が吹ふいて、一気におまえは空の旅を……」


「したら恐こわいだろうが！……てか、俺おれが悪かったからとりあえず剣けんを鞘さやに戻もどしなさい……」


「ん。とりあえず作戦に変へん更こうはないな」


「う～ん」


　そんな会話とともに、小さな丘おかの上にある、草むらががさがさと揺ゆれる……


　と──草むらから、あまりちゃんと整ととのえられてない黒くろ髪かみに、やる気なさそーに緩ゆるんだ黒目がぴょこっと顔を出した。ライナ・リュートだ。彼はぼやけた目つきで周まわりの状じよう況きようを確かく認にんしたあと、隣となりで、やはりうつぶせに隠かくれている金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美人──フェリス・エリスのほうに顔を向けた。


「あのさぁ……わかってんのかおまえ。相手はネルファ皇こう国こくの魔ま法ほう騎き士し団だん五人なんだぜ？　俺らがいままで相手にしてたそんじょそこらの一いつ般ぱん兵へいとは違ちがうんだよ。それを相手に身み包ぐるみを剝はぐ？　それも殺さずに？　無理だって！　絶対無理無理」


　言いながら、再びライナは丘の下を見てみる。そこには硬こう質しつのローブという、一いつ風ぷう変わった鎧よろいを着込んだ五人組の男たちがいた……


　その特とく徴ちよう的てきな鎧を見るだけでわかる。


　あれはネルファ皇国魔法騎士団だ……


　彼らが現あらわれるだけで、血の雨が降ふり、戦局が一変するとまでいわれたほどの、強力な戦せん闘とう集団……それを見て、この無表情な美人さんはこともなげに、


「あれを襲うぞ」


　などと言ってくるのだ。まったく正気とは思えない……ライナは疲つかれた表情で言った。


「とにかく……やめようぜ？　な？　殺されるのがオチだって」


　しかしフェリスは、切れ長の冷たい目をこちらへ向けてきて、


「ではどうやってルーナにいくつもりだ？　騒さわぎを起こしすぎて、ほとんど全すべての街かい道どう及およびルーナに抜ぬけられそうな山道は、ネルファの兵によって厳げん重じゆうに検けん問もんが張はられてしまっているのだぞ？　まったく……誰だれのせいでこんな状況になってると思ってるんだ？　ん？」


「って……いや、すくなくとも俺だけのせいじゃないだろう？」


「そうかな。妙みような竜りゆうを地面から生はやしたり、遺い跡せきを崩ほう壊かいさせたり……」


「それはおまえだって関係してたろうが」


　が、彼女は聞く耳などまるでもたない。さらに無表情のまま、


「おまけにおまえはネルファに住む多数の婦女に暴ぼう行こうしたあげく……あろうことかネルファの男の兵隊にまで手を……」


「だすかぁ!?　っていうか、それはおまえが行く先々の村で井い戸ど端ばた会議してる主婦にあることないこと吹ふきこむから噂うわさが広がったんじゃないか」


「ん。その言われかたは心外だな。私は事実のみを伝えただけだ。あとは勝かつ手てに尾おひれがついて広まってしまったが……」


「…………ちなみに、その事実ってのは、どんなことを言ったんだ？」


「簡かん単たんなことだ。黒目黒髪、長身瘦そう軀くの男がいて、その男は白はく鎧がいにローブというローランド帝国魔法騎士団特有の戦闘服を着てはいるが……実はあまりの変質ぶりに国を追い出された色しき情じよう狂きようだから気をつけてくれ……と」


「…………尾ひれゼロじゃないか。ったく……いくら俺らがローランドとネルファの戦争の火ひ種だねになるわけにはいかないからって、俺ばっかり悪者にするのもどうかと思うぞ？」


「なんのことだ？　私はあくまで事実を言ったまでだ」


「おまえなぁ～」


「ちなみに金髪の美女もたまに出しゆつ没ぼつするが、そちらは外見同様、すばらしく心清らかなお方だとも言っておいた」


「ほほう……それは誰のことかな？」


「ん。心当たりはある」


「俺はないや」


「…………」


　そんな、いまいち不毛な会話を続けたあと、ため息いきをついてライナが言った。


「とりあえずさ……まじで襲うのかよ？」


　するとフェリスはあっさりうなずいて、


「無む論ろんだ。ネルファの魔法騎士の鎧を着てカモフラージュすれば、なんの手続きもなしに顔パスならぬ鎧パスで検問も通過できるだろう。簡単なことだ。条じよう件けんは相手を殺さないこと。殺すとあとあとローランドとネルファがもめる可か能のう性せいもあるからな……それはさけねばならない……ここまでに疑ぎ問もんは？」


「言っても聞いてくれないくせに……」


「ないな。よし。じゃあ──」


　と、フェリスがいつもとかわらない、淡たん々たんとした様よう子すですっと丘の下を指さし、


「いってこい」


　その言葉に、ライナはため息をついた。


「はぁ……言うと思った……ってだからさ、なんでいつも俺だけなんだよ？」


「ん？　襲うといったら、毎夜のように女を襲っているおまえの右に出る者は……」


「いや、まじな話で。相手はあのネルファの魔法騎士団なんだぞ？　俺一人じゃ絶対殺されちゃうよ」


「それはおもしろいな」


「おもしろくないわ！」


　ライナが叫さけんだ。すると突とつ然ぜん、フェリスが彼のほうを見つめてきた……彼の瞳ひとみを……いや、そこに描えがかれている紋もん様ようをのぞきこむように見つめてから……彼女は言った。


「では、言い換かえようか。ライナ。おまえはかつて、エスタブール王国の魔法騎士団を一人で撃げき退たいしているだろう？」


　瞬しゆん間かん、


「んな!?」


　ライナの声が不自然に裏返った。


「な、な～に言ってんだよフェリス。そんなわけないだろ？　あ、あれは王あいつがやったんだよ。って、んなことローランドの奴やつなら誰だって知ってることじゃないか。エスタブールとの戦せん役えきで、五十からなる魔法騎士団をたった一人で敗はい走そうさせた英えい雄ゆう。あれは俺じゃない。確たしかにたまたまあの戦場にはいたけどさぁ……」


　が、そこでフェリスは、なぜかひどく動どう揺ようした表情で早口にまくしたててくるライナの言葉を遮さえぎって、


「私は、王に直接聞いたのだ」


「あう……そうなの？」


「ん」


　と、フェリスはうなずく。


　ライナはそれに表情をゆがめて、


「くっそぉ～、あんのお喋しやべりめ……俺にはフェリスのことなんも教えなかったのに、俺の情報はぺらぺらと喋るのか……」


「当然だな。女性のプライバシーをそうそう簡単に色情狂に教えるわけにはいくまい」


「だから誰が色情……いや、もうそれは疲つかれたからいいや……そうじゃなくて……だけど、そうか……じゃあフェリスは勘かん違ちがいしてるな。これは……そんな代しろ物ものじゃない……」


　言って、ライナは自分の目を指さした。黒い瞳。しかし、よく見るとそこには、朱しゆの五ご方ぼう星せいが浮うき上がっていた……


　誰もが畏い怖ふし、嫌けん悪おする……特とく殊しゆな瞳……


　彼は少し暗い表情で続けた。


「あのときとは……状況が違うんだよ。まあなにが違うかと言うと……説明するのがめんどいけどさ……えーと……」


　そこまでで、なにやら言いにくそうに口ごもるライナ。そんな彼をフェリスはしばらく見つめてから、言った。


「じゃあ説明するな」


「へ？」


「説明する必要はないと言っている」


　彼女はなぜか、彼から視し線せんを逸そらして続ける。


「私は…………別におまえのその、のぞきが趣しゆ味みのいやらしい目に興きよう味みはないからな」


「いや、あのフェリス？」


「おまけにおまえが無む能のうなのはよくわかった。それで十分だ」


　そんなことを勝かつ手てに言いきってから、彼女は中ちゆう腰ごしに立ちあがる。鮮あざやかな手て並なみですらりと腰の剣を引きぬき、


「仕方がないから私も出よう。まあせいぜい、無能は無能なりに、肉の盾たて……いや、囮おとりくらいの働きはしろよ」


「え？　だからいったいなにを……」


「いくぞ」


　そして、突とつ然ぜんフェリスがライナの首根っこをつかんできた。そのまま、


「ここから飛び込んで敵てきの気を引け。その間にこっそりと接近し、私が敵を気き絶ぜつさせる」


「いや、ちょ、ちょっと待てって。ま、まさかこの丘からダイビングしろってのか!?」


「おまえのことは星になったと王には伝つたえておこう」


「ってなに勝手なこと言って……」


　とそこで、ぐいっと押おし出され、


「わ、わわわ!?」


　ちょうどそのときだった。


　ネルファの魔法騎士団がざわめきだしたのは……


　フェリスは顔を上げ、


「ん？　気づかれたか？」


　ライナも半分丘から落ちかけていた体を必死で持ち上げ、慌あわてて丘から落ちないよう、安全な場所を確かく保ほしてから言った。


「フェリスが騒さわぐから気づかれ……う……」


　瞬間、彼女は目にも止まらぬ速はやさで剣をライナの首元へ突つきつけてくる。


「静かにしろ。奴らの声が聞こえる」


「……声？」


　言われてライナも喉のどに剣を突きつけられながら耳を澄すます。と、それは確かに聞こえてきた。興こう奮ふんしたような、叫ぶ声。


『ついに見つけたぞ！　向こうの山道だ！』


『追うぞ！　絶対逃にがすな！』


『さんざん捜さがしまわらせやがって！　絶対捕つかまえてやるからな！』


　そして魔法騎士団は走りはじめる。かなり速い。そんな様よう子すを眺ながめてから、ライナとフェリスは思わず向き合った。


「山道ってことは……俺たちじゃないよな？　いったいなにを見つけたんだ？」


「ふむ……とりあえずあとを追うぞ。隙すきを見て攻こう撃げきをしかける」


　途と端たん、フェリスがまたもライナの目では追えないほどの速さで剣を鞘さやに収おさめた。


　そして……


「早く降りろ」


　いきなりライナを足あし蹴げにしてくる。


「って、噓うそだろおい……」


　しかし彼の声はそこまでだった。


　そんなこんなで結けつ局きよく……


「ぎゃああああああああああああ!?」


　悲ひ鳴めいを響ひびかせながら、これ以上ないというほどのスピードで、ライナは丘を降りていったのだった……





　鳥の声。虫の音ね。それに混じって……


「まったく信じらんない！　滝たきよ？　滝なのよ？　普ふ通つう助けない!?」


　少女の怒ど鳴なり声。続いて今度は再び自然の風に木々の葉が擦すれ合う音。


　その風に、亜あ麻ま色いろのポニーテールをそよそよと揺ゆらしながら、ミルク・カラードは山深い細道を歩いていた。大きな瞳に愛らしい童どう顔がん。小こ柄がらな体に無理をして、いまは一いつ生しよう懸けん命めい大またで歩いている姿がほほえましい……


　しかし彼女の中では、まわりにいる、自分よりこぞって年上な部下たちに対して、威い厳げんのある歩き方をしているつもりではあった。


　そう。彼女は十六歳さいにして、総そう勢ぜい五人からなるローランド帝国『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たいの隊長だったりする……


　そんな隊長を、まわりの部下たちは保ほ護ご者しや然とした……もとい……尊そん敬けいの目で温あたたかく見守っていた。ミルクはそんな部下の一人……隣となりを歩いている、二十五歳のくせに白はく髪はつのルーク・スタッカートに言う。


「どう思う？　やっぱりライナは間違ってるわよね？　乙おと女めが川を流されていってるのよ？　それを助けないなんて信じられない！」


　が、ルークは少し困こまったような表情で、


「しかしですね、隊長。『忌いみ破やぶり』が『忌いみ破やぶり』追撃部隊を助ける道どう理りもないとは思いますが……」


「そういう問題じゃないの！」


「そ、そうなんですか……？」


「そうです！」


　ミルクは強く断だん言げんした。そう。そういう問題じゃないのだ……だって、ライナは私の幼おさななじみで……それでそれで、あんなにしっかり約やく束そくもしたんだから！　なのに！　と、そこまで過去を思い出してから、ミルクは怒いかりに任まかせて手をぶんぶん振ふりまわした。


「それがなんなの!?　いったいライナになにがあったの!?　あんなやる気なしなし君になっちゃって！　それにそれに、あの美人といつも一いつ緒しよにいるし!?　浮うわ気きよ！　不ふ倫りんよ！　もう怒おこったんだから！　絶対捕まえてやるんだから！」


　そんなこんなで、ミルクは動機はどうあれいま、『忌いみ破やぶり』を捕ほ縛ばくするという職しよく務むに、めらめらと妖あやしい情熱を燃もやしていた……


『忌いみ破やぶり』とは、ローランド帝国の魔法を習得した者が、国の許きよ可かなく国外へと逃とう亡ぼう、出しゆつ奔ぽんすることだ。ミルクたちがやってる『忌いみ破やぶり』追撃部隊は、そういった者たちが、他国にローランド帝国の魔法体系を漏もらしたりしないよう、追撃し、捕縛、もしくは抹まつ殺さつするための部隊で……ある意味かなりハードな職務ではある。かつての同どう朋ほうを裁さばくのだし、それに、相手はまがりなりにもローランドの魔法を習得した輩やからだ。危き険けんも多い。


　だから、一いつ見けんお子様炸さく裂れつのミルクも、日曜日ののんびりお父さんといった風ふ情ぜいのルークたちも、かなりのエリートで、実力者だったりする……そうそうそこらの一いつ般ぱん三流魔ま導どう兵へいなどに負けたりはしない……はずなのだ。


　が──ルークが言った。


「しかし隊長。やはりあの『忌いみ破やぶり』たちは無理ですよ。強すぎます。我われ々われが束たばになってかかっても、あの金髪の女一人に軽くあしらわれてしまうんですよ？　あの強さは少し異常です。一度本国に引きかえ──」


　しかしそこで、ミルクがルークの言葉を勝手に引き継ついだ。


「しません！　私は絶対に戻もどりません！」


「しかしそれではどうやって捕とらえます？」


　すると、ミルクは決然とした表情で言った。


「説せつ得とくします！」


「は!?……せ、説得ですか……？」


　それに対してミルクは大きくうなずいて、ぎゅっと拳こぶしを握にぎった。


「そうよ！　きっとライナはあの金髪の美人にたぶらかされてるのよ！　わ、私だってもう少しすれば……」


「あ、あの……隊長？」


「美人は恐こわいって言うし。ライナの目を覚さまさせなきゃ！　ね？　そうよねルーク？」


「…………」


　ルークはため息をついて……


「……じゃあ、もう少しだけ、がんばりましょうか……」


「うん！」


　元気よくうなずいたのは、ミルクだけだった。残りの、ルークを含ふくめた部隊の面々は……なにか、小さな娘むすめを見て、いつかこの子も嫁とついでいってしまうんだよなぁ～なんて風情の、愛情半分寂さびしさ半分みたいな表情でしんみりしていたりする……


　そんな平和な昼下がり。


　異常は突然、襲いかかってきた……


「……なに!?」


　なにかの気け配はいを感じて、ミルクたちがはっと振り向いた。そう。彼女たちは、近づいてくる敵の気配が読めるほどの実力者ではあるのだ……


　しかし、その敵はミルクたちのすぐ後ろに姿を現すまで、まるで気配がなかった。それだけでもいま迫せまってきている脅きよう威いの大きさが知れる……


　彼女たちが振りかえると、そこにはいつのまにやら五人の奇き妙みような鎧よろいを身に纏まとった男たちが立っていた。別段殺さつ気きを放はなつわけでなく、ミルクたちを見み据すえてくる。


　しかしそれだけでミルクたちは動けなくなってしまった。まるで、捕ほ食しよく者しやににらまれた獲え物もののように……


　その均きん衡こうを破ったのは、捕食者だった。中央に立つ男が言ってくる。


「……貴き様さまらがローランドの間者スパイか」


「だ、誰なの……」


　ミルクが言う。しかし、彼女のその問いかけに答えたのはルークだった。彼はなぜか、絶ぜつ望ぼうしているかのような暗い表情で、


「た、隊長……こいつらは……ネルファの魔法騎士団です……」


「な!?」


　ミルクは思わず声を上げた。ネルファ皇国魔法騎士団。ローランド帝国魔法騎士団に並ぶ、軍部で言えば最強の部隊……


「そ、そんな……なんでそんな奴らが……」


　瞬間、ルークが動いていた。剣を引き抜ぬき、ミルクを守るように敵の前に立ちふさがって、


「逃げてください隊長！　ここは私たちが盾になり……」


　が、そこまでだった。そのほんの刹せつ那なの間に、ルークが抜ぬいた剣は、柄つかの部分から切断されて消えていた……いつのまにかルークのすぐ正面には、硬こう質しつのローブを着た男が立っており、いつでも魔法が使えるように設計された、手の甲こうにはめるタイプの剣を首くび筋すじに突きつけてきている。もう片方の手は、印いんを組めるように用意されており……


「動くなローランド。動けば貴様ら五人を二秒で滅めつすることができる」


　声は恐ろしいほど淡たん々たんとしていた。どんな状況にも動じない、どんな状況にも対たい応おうできる高度な訓くん練れんを受けた戦せん闘とうマシーン……


　それが、魔法騎士団……


　ミルクは思わずその場にすとんと尻しりもちをついた……


「ど、どうしよう……」
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　部下を、助けなきゃいけないのに……こんなところで、死ぬわけにはいかないのに……


　死ぬ。殺される……それが彼女にはわかった。あのときとは違った……ライナたちに捕らえられたあのときとは……


「ら、ライナ……私、どうしよう……」


　目の前には、絶望しか広がっていなかった……





　そんな、どんどん悪化していく状況をライナは草むらから、人生に疲れ果はてているような緩ゆるんだ瞳で眺ながめていた。彼はため息をつき、


「はぁ……またかよ。ってかさ、なんであいつはいっつもあんなにもタイミングよく最悪のタイミングで現れるんだ……？」


　彼の横では、こちらもやはりいつもと変わらない、まったくの無表情で状況を見つめているフェリスが、


「きっとマゾなんだろう。おまえにはお似に合あいじゃないか」


「…………」


　ライナは一瞬無言……そして、


「おまえさぁ、俺のこといったいなんだと思ってるわけ？」


「色しき情じよう狂きよう」


「…………いや、毎日そう気持ちよく断だん言げんされると、自分でもそうなのかなって洗せん脳のうされてきちゃうなぁ～」


「お、自覚もでてきたか？」


「……………とにかく……」


　フェリスの言葉はこの際さいあえて無視して、ライナは続けた。


「どうするよ？」


「ん……まあ、どちらにしても計画は変わらないな。むしろネルファがあの女たちに気を取られているこの機会に襲うのがベストだろう。条件は殺さず、無力化すること……」


　そして彼女は腰の剣を抜き放ち、言った。


「いくぞ」


　ライナも一度伸のびをして、


「やっぱめんどくせぇなぁ～」


　そうして二人は戦闘態たい勢せいに入った。


　刹せつ那な、フェリスの姿が消えた。いや、消えたように見えるほどの高速で、フェリスが敵てきへ向かって一直線に飛び出したのだ。一瞬で敵との間合いを詰つめ、閃せん光こうが走る。フェリスの振るった剣けんの腹はらの部分が、魔法騎士の男の頭を捉とらえ、そのままなぎ倒たおす。続いて今度は流れるような動きで第二の攻撃を別の魔法騎士の首筋に放はなとうとして……しかし、


　ギィン！　そこで金きん属ぞくがぶつかり合う甲かん高だかい音が上がった。なんと、その魔法騎士はフェリスの奇き襲しゆうに気づき、剣を受け止めたのだ。


　これが魔法騎士団の実力。神速を誇ほこるフェリスの剣にもしっかり対応してくる。


　直後、残り三人の魔法騎士も、フェリスに向かって剣と、魔法で攻撃してきた。一人は剣で、残る二人は印を切り、空間に紋様を刻きざみ始める。


「炎ほのおの女め神がみが、我に力を貸かし──」


　フェリスは二人の魔法騎士からの剣撃をたった一本の剣で軽かる々がると受け流しながら、叫んだ。


「ライナ！」


「わかってるって！」


　そのとき、魔法騎士たちの魔法が完成した。


「フレイヤ・バースト」


　瞬間、フェリスをはさむようにして空間が凝ぎよう縮しゆくし、歪ゆがみ始める。その歪みの正体を、ライナはすでに知っていた。ネルファ特有の印を切ることによって発動させる攻撃呪じゆ文もん。爆ばく炎えんを生む魔法。あの至し近きん距きよ離りでこの爆炎が弾はじければ、フェリスはあとかたもなく消し飛ぶだろう……だが──後方の草むらで、ライナは手を空間に躍おどらせていた。複雑な魔ま方ほう陣じんが、超ちよう高速で描かれていく。


「求めるは侵しん入にゆう〉〉〉・蝕し走ら」


　彼が呪文の詠えい唱しようを終えると、描かれた魔方陣から黒い煙けむりが槍やりのようになって二本飛び出した。そしてそれがフェリスを囲かこんだ空間の歪みに直撃し……


「な!?　魔法が無力化された!?」


　それを見て驚おどろいたのは魔法騎士たちだ。その、ほんの一瞬の隙すきをついて、フェリスの剣が敵の首筋に入る。そのまま敵は昏こん倒とう。


　これで二人……残るは三人。さらにフェリスが追い討ちをかけようと剣を振るうが、


「伏ふく兵へいがいるのか!?」


　魔法騎士たちは警けい戒かいして後方……ミルクたちを盾たてにするように後ろへと下がった。


「ふむ。好判断だな」


　フェリスが言う。ライナもめんどくさげに頭をかきながら草むらからゆっくり出てきて、


「う～ん。思ったより倒せなかったな。二人か～」


　瞬間、そんなライナを見たミルクが、


「あ、ライナ!?　やっぱり助けに……あう」


　叫びかけて、彼女の声は止まった。ネルファの魔法騎士の一人に剣を突きつけられたのだ。そのまま魔法騎士はライナたちを見み据すえて、


「……なるほど。いまの魔法……貴き様さまらもローランドの間者か……なかなかの手並みだったが……これで形勢逆転だな。人ひと質じちを殺されたくなかったら、まず剣を捨てろ」


　などと言ってくる。緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気き。一瞬のミスで、命が消えてしまう。そんな状況だった。こんな状況に陥おちいれば誰もがうろたえる……はずなのだが──フェリスはそんな中でもなぜか、まったく動じていない、いやむしろ嬉き々きとした口く調ちようで言った。


「それはおもしろいな。殺やれ」


「っておいおい」


　と突っ込みを入れるライナの口調も、なぜか緊きん張ちよう感かんゼロ……そんな二人の、ある意味少し異常な脱だつ力りよくぶりに、逆に人質をとってるはずの魔法騎士たちがひるんだ。


「な、仲なか間まの命を平気で見捨てるのか……」


「こ、これだからローランドは信用できないんだ……」


　二人のせいで、どんどんローランド、ネルファ間の信しん頼らい関係が失うしなわれていく……


　ミルクがそれにあわてて、


「いや、ちょ、ちょっと待ってよ。あいつらはローランドって言っても『忌いみ破やぶ……」


　しかしそこで、フェリスはミルクの声を遮さえぎった。ミルクの声を無む理り矢や理りかき消すよう、少し声を張はり上げ、


「そう。仲間じゃないな。それどころかいま私の隣にいるこの間ま抜ぬけ面づらの男は、多数の婦ふ女じよ暴ぼう行こう幼よう児じ誘ゆう拐かい強ごう盗とう殺さつ人じんを繰くり返したあげく、妹いもうとを殺すぞと美人の私を脅おどして誘拐した、ローランド帝国きっての犯はん罪ざい者しやだ」


『な!?』


　それを聞いて、ネルファの魔法騎士たちは声をあげ、そして絶ぜつ句くした。


　突然の告こく白はく。美女の口から突然明かされた、衝しよう撃げき的てきな新事実……そうだったのか。この美女は、そんな暗い過去を背せ負おって、いまあの変へん態たい犯罪者に手を貸さざるをえない状況に追い込まれているのか……


　みんながそんな表情。なぜか魔法騎士たちの顔に同情の色が走る。


　続いてミルクも愕がく然ぜんとした表情で、


「ほ、ほんとなのライナ!?」


「んなわけねぇだろ！　ってか、正確に言うと、めんどいからいきたくないって言ったのをフェリスに無理矢理剣で脅おどされて……あう」


　が、弁明しようとしたライナの喉のどもとに、高速で剣が突きつけられた。さらに小声で、


「なにを喋るつもりだ犯罪者？　ん？」


「……いや、俺を脅してるこの剣を見ても誰も俺のことを信用しないことが悲しくてな」


「ふむ。美人の勝利だな」


「自分で言うなよ」


　とそこで、ミルクを人質にとっている魔法騎士が言ってきた。


「それではまさか、いま私が捕らえているこのローランドの将しよう校こうは……その犯罪者を追ってきた……？」


　それにフェリスはなんの躊ちゆう躇ちよもなくうなずいた。そしてなぜか、ライナがまだ一度も見たことのない、悲しげな表情をとりつくろって、


「わたくしを、救すくいにきてくれた慈じ悲ひ深いローランド軍の方でしょう……わたくしを救おうと、そしてネルファの方々にこの最悪の色情狂の犠ぎ牲せい者しやがでないよう、追ってきてくれたのです……しかし、わたくしは帰るわけにはまいりません。妹が……妹が人質にとられているのです!?」


　ライナに突きつけたままの剣がなければ、迫はく真しんの演えん技ぎだった。ふるふると首を振りながら言うその姿は、容よう姿し端たん麗れいなのもあいまって、悲ひ劇げきのヒロインそのままだ。
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　が、その横でライナは半はん眼がんで、


「な～にがわたくしだよ……さっき嬉うれしそうにミルクを殺やれって言ってたのは誰だ？」


　しかし、その答えはさらに一ミリ剣が喉に近づいてくることによってだされる……


「うう……あ、ちょっと血が出たってもう」


　ライナは、うめきながら心で泣いた。


　まあ、それはともかく、魔法騎士たちが慌あわてた様よう子すで突然ミルクたちを放し、言った。


「これは……なんてことをしてしまったんだ。そんな事じ情じようも知らずに、間者などと侮ぶ辱じよくしてしまい、数々のご無ぶ礼れいお許ゆるしください」


「へ？　へ？」


　事じ態たいにいまいちついていけず、困こん惑わくするミルク。が、そんなことはお構かまいなく、魔法騎士は続ける。


「そんなにもネルファの民たみが犯罪者の餌え食じきにならないよう配はい慮りよしていただけていたとは……私たちはローランド帝国をどうやら誤ご解かいしていたようです……わかりました！　我々もあの犯罪者の逮たい捕ほに協力しましょう！　あの不ふ憫びんなお嬢じようさんを解放するのです！」


　一気にそんなことをまくしたてられて、ミルクはどこまで理解したのだろうか？


　目を白黒させながらミルクは立ちあがって、ライナのほうを見つめてくる。フェリスの剣によって、まるで動けなくなっている彼のほうを……すると突然、彼女はなにかを理解したような、悟さとりをついに開いたような、決然とした表情になって、声をあげた。


「んもう！　怒った！　この馬ば鹿かライナ！　その美人とばっかり仲良くして!?　浮うわ気きよ浮気!?　みんな、あの浮気男を捕まえます！」


『了りよう解かい！』


　そうして、なぜかいろいろと話はまるでかみあっていないような気もするが……とりあえずは一いつ斉せいにネルファの魔法騎士とミルクの部下たちが手を組んで戦闘態勢に入る。


　目もく標ひようはライナただ一人……


　そんな光こう景けいを眺ながめながら、ライナは疲れ果はてた表情で言った。


「はぁ……これで満まん足ぞくか？」


「ん。まあまあだな……これでローランドとネルファの仲が悪化することもないだろう。よし。さっさとこの場を片づけて、ルーナ帝国の勇ゆう者しやの遺い物ぶつを追うぞ……さて」


　とそこで、フェリスの声のトーンが突然、不ぶ気き味みにがらりと女らしく変わり、


「妹のため!?　いきます！」


「はいはいそうですか……」


　そしてライナも身み構がまえた……ミルクとミルクの部下たちはとりあえず無視。ほっといてもフェリスが魔法騎士と交戦するついでに気絶させるだろう。それよりも……


　と、左右に分かれながら印いんを切り、空間に紋様を刻み込みながら魔法を展てん開かいしてくる魔法騎士たちにライナは神経を集中した。


『それは全すべての波をつかさどり──』


　彼らが展開、構こう築ちくしてくる魔法をライナは見つめる。こんな状況でも、やはり緩んだままの黒い瞳で……しかし、その瞳には朱の五方星が浮いていて……


「ああ～なるほど。音波衝しよう撃げきを放つ魔法なわけね……」


　ただ見ただけだった。見ただけで彼は、ローランドのものとは形式がまったく違うはずの魔法を見抜いてしまう。どうやって構成するのか？　どうやって発動するのか？　どんな魔法なのか？　その全てを解かい析せきし……


　刹那、ライナの手が空間を躍おどった。それも、見えないほどの速さで……一瞬にして魔方陣が描かれる。そして完成。


「求めるは静せい寂じやく〉〉〉・闇庭あんて」


　同時に魔法騎士たちの魔法も完成して、


『ソニック・ウォーク』


　キィイイイイイイイイイイイイイン！


　魔法騎士たちの前方に、耳をつんざくような高音とともになにか目に見えない圧あつ縮しゆくされた衝撃が集まり、ライナに向かって放たれた。


　が──


　その衝撃は、ライナには届とどかなかった。


　それを見て、魔法騎士たちが驚きよう愕がくの表情で声をあげようとする……


「…………!?」


　しかし、その声も響かない。いや、その声だけじゃない。全ての音が、周囲から突然消えてしまっていた。と──一瞬後、音が再び世界に戻る。それを確かく認にんしてから、


「そういうわけで、音波の攻撃は、俺が『闇庭あんて』で一瞬だけ音を消しちゃったから無む効こう化かされちゃったよ」


　ライナがこともなげな表情で言った。


　だが魔法騎士たちには、それに答えることができなかった。なにが……いったいいまここで、なにが起こっているのか……？


　魔法騎士の一人が震ふるえる声で問いかける。


「……き、貴き様さまは……何者なんだ。いまのタイミングで、我われ々われの魔法の性質を見抜き……反魔法アンチマジツクを放つだと……？　信じられん……そんなことできるはずが……」


　が、ライナはそれには答えず、今度は印を切り始めた。さきほどの魔法騎士たちが切ったものとまったく同じ印……それを見て、さらに魔法騎士たちは驚きよう愕がくする……この男は、ローランドの魔法を使い、さらにネルファの魔法も使おうとしている……そんなはずはない。そんなことができるはずは……


　とそこで、魔法騎士たちはやっと気づいた。


「き、貴様……そ、その目はまさか……」


「『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやなのか!?」


「…………」


　ライナはそれに対して答えず、あまりの驚きに隙すきだらけになった魔法騎士たちに、


「ソニック・ウォーク」


　音波衝撃を放った。不可視の衝撃波が、魔法騎士たちに襲いかかり、音波が脳のうを揺ゆさぶって、あっさり気き絶ぜつさせてしまう。これでこちらの戦闘は終しゆう了りよう。ライナはため息をついて、


「ふぅ～……驚いてくれたおかげで、なんか思ったよりはずいぶん楽だったな……エスタブールのときとは大違いだ……」


　顔をあげると、フェリスもすでにミルクをのぞいた敵を全て、昏こん倒とうさせてしまったあとだった。唯ゆい一いつ残ったミルクは、フェリスに対してなにやら叫んでいるが……


「な、なによ！　少しくらい美人だからってなにしてもいいと思ってるんじゃないの!?」


「ん。それは捨すてられ女のひがみか？」


「な、な、な!?　捨てられてないもん!?」


「憐あわれだな……あんな犯罪者に捨てられたあげく……現実も見られないとは……」


「ちがうって言ってるでしょ!?　ライナとの……あの約束は、子こ供どものころのだし……関係ないし……とにかくでも！　ライナを返しなさい!?」


「ん？……それはなにか勘違いしているぞ？　私はあの犯罪者に無理矢理拉ら致ちされて、毎日のようにあんなことやこんなことを……」


「!?　あんなことやこんなことって……!?」


　なんて会話がなされてるのを見て、


「ってだからおまえはなにを噓うそばっかり吹ふき込んでるんだよ！」


　ライナが叫ぶと、フェリスは突然剣を振り上げ、ミルクの首筋にたたき込んだ。


「あう……」


　瞬間、あっさりミルクも昏倒する。


　そしてフェリスは振りかえり、


「ん。この女がなかなか手ごわくてな……」


「噓つけ！　楽しそうにあることないこと吹き込みやがって」


「心外だな。私としては真実のみを伝えていたつもりだったのだが……」


「う～ん……いや、もう言葉もないや……」


「そうだな。人間誰しも真実を突きつけられるのは辛つらいものだ」


「…………誰だれかこの女に真実を突きつけられる奴やつはいないんだろうか……？」


　そんな切実な課か題だいを抱かかえながら、ライナは頭を振った。


「まあそれはいまはいいや……んじゃ、こいつら目覚ます前に、さっさとこのネルファの魔法騎士の身み包ぐるみを剝はごうぜ？」


「ん。女の身包みも剝ごうと思ってるなら」


「剝ぐか!?」


　そんなこんなをしながら、二人はごそごそと作業に移うつったのだった……





　しばらく後……


　場所はネルファ皇国領りよう内ないから、ルーナ帝国へと出られる検けん問もん所じよの一つ。検問所に配置されていた警備兵によると、魔法騎士の鎧を着た男女二人組は、数時間も前にさも当然といった顔でここを通っていったという……


　それを聞いて、


「また逃げられたぁ!?」


　ミルクは地じ団だん太だを踏ふんでいた。それに対して、ルークが言ってくる。


「いや、逃げられたというよりはむしろ助けられたと言ったほうが……」


　が、ミルクはそんな言葉など聞いちゃいない。それどころか、ついさきほどまで敵てき対たいしていたネルファの魔法騎士団に対してさえ、


「んもう！　あなたたちが不ふ甲が斐いないから逃がしちゃったんですよ！　私はそんな部下をもった覚おぼえはありません！」


　なんてことを言うもんだから、ルークはあわてて、


「ちょ、隊長。彼らは部下じゃないですよ」


　しかし、ミルクはそれに対して真顔で、


「部下とか部下じゃないとかは関係ないの！」


　もうめちゃくちゃだった。


「そ、そんなぁ～……」


　などと言いながら魔法騎士にぺこぺこと頭を下げるルーク。が、それに対して魔法騎士たちは口々に、


「部下にあんなにも気安げに話しかけてくれるなんて、すばらしい中ちゆう尉いどのではないか」


「そうそう。ローランドの将校がこんなにもおおらかなら、安心できるというものだ」


「これは、我々は少しローランドに対する態たい度どを考えなければならないかもな」


　などなど、お世せ辞じとはいえ自分の上官をほめられて、普通ならルークは謙けん遜そんしなければならないところなのだが……


「でしょう？　将来は絶対いいお嫁よめさんになると思うんですよ」


　ルークは親ばかだった。


　ただ、将校の階級にお嫁さんなんてものはなかったような気はするのだが……


　ミルクは拳こぶしを握にぎり締しめ、ルーナへと続く山道をにらみ据すえながら言った。


「むう！　ライナめぇ！　絶対逃がさないんだからね！」


　そんな彼女の後ろ姿を眺めながら、ルークと魔法騎士たちはなぜか目を細めていた。


　穏おだやかな口調で、口々に……


「いや、いずれ嫁とついでいってしまうんだなと思うと、少し寂さびしいですけどねぇ～」


「言えてる。うちの娘むすめもね、今年で四歳になるんだがこれがまたかわいくて……」


　親ばかは国こつ境きようを越こえる……


　とりあえずは、今後ローランド帝国とネルファ皇国の親交が深まるだろうことは間違いないようだ……





　そして、ここはルーナ帝国領内……


　鎧の上から着るといまいち着き心ごこ地ちが悪いローブ状の鎧を乱らん暴ぼうに脱ぎ捨てながら、ライナは言った。


「いや、まじでなんにも言われなかったな」


「ん。当たり前だ。私の作戦に穴あなはない」


「ほっほう……一つ聞きたいんだが……その作戦には俺が犯はん罪ざい者しやだっていう噂うわさをばらまくのも入ってるのか？」


「それは趣しゆ味みだ」


「はぁ!?　いまなんて言った？　趣味!?　趣味って言わなかったか？」


　しかしフェリスはやはり表情を変えず、


「趣味と言った」


「…………いや、そう言いきられても困こまるんだけどさ……」


「ふむ。さあもういくぞ。我々には使命があるんだ」


「勇ゆう者しやの遺い物ぶつだろ？　ああ～次の勇者伝説は、すっげぇめんどくせえんだよな～。やりたくねぇなぁ～」


「そんなにめんどくさいならいっそ、息いきをするのもやめてみ……」


「やめるか！」


　あい変わらずそんな会話をしながら、二人は進む。脱ぎ散らかしたローブ状の鎧をその場に残して……


　今度こそ、ルーナ帝国だ。







（えきさいてぃんぐ・ちぇいさー：おわり）







　らぶ・みっしょん







「ようはただ女を口く説どくんだ。簡かん単たんだろう？」


　淡たん々たんとした、妙みように情じよう感かんの欠かけているような女の声が言った。それに対して、


「っておまえさぁ～、簡単もくそも……」


　ライナ・リュートはいまいち寝ね癖ぐせがついたままの黒くろ髪かみを無む理り矢や理りなでつけながら言う。引き締しまっているのに、どうにもやる気なさそーに脱だつ力りよくした長身瘦そう軀く。いつも寝てるんじゃないかと思えるほどダルそうな黒目。その目の端はしに、彼とは対たい照しよう的てきにきびきびとした足取りで街かい道どうを歩く女をなんとはなしに捉とらえて、


「あのさ。ただ女を口説く？　相手は一国の姫ひめなんだぞ？　それをわかってんのかよ？」


　すると女はやはり起き伏ふくのない口く調ちようで、


「無む論ろんだ。毎日のように女を追いかけまわしているおまえには、朝飯前だろう？」


「……いや、だから俺おれがいつ女の子を追いかけまわしたんだよ？」


「いつもだな」


　などと、まったく覚おぼえのないことをこんなにもはっきり断だん言げんしてくるこの相あい棒ぼうに、ライナはさらに反論しようとして、


「ああもう。めんどくさいからいいや……」


　首を振ふった。この女はいつもそうなのだ。この、美び貌ぼうの相棒は……


　ライナは横の相棒の顔を見やった。


　フェリス・エリス。輝かがやくような金きん髪ぱつに、信じられないほど整ととのった顔、抜ばつ群ぐんのスタイルという、美人の要素を全すべて持っているこの女は、感情の抜ぬけ落ちた表情で、


「じゃあ決まりだな。おまえは死ぬ気でルーナ帝てい国こくの姫にとり入れ」


「って、簡単に言うなぁ……でも、やっぱ無理だと思うぜ？　相手は仮かりにも一国の姫なんだしさ。だからルーナの勇ゆう者しや伝でん説せつを追うのはめんどうだから嫌いやだったんだよな～姫が持ってる首くび飾かざりを狙ねらうなんて、正気じゃねぇよ」


「ふむ。しかしおまえの書いた論ろん文ぶんによると……」


「ああ。確たしかに、古い資料をあわせて考えてみると、間ま違ちがいなくこの国では姫に代々勇者の遺い物ぶつを受け継つがせる風習があるな……」


「うむ。では、我われ々われはそれを奪うばわねばならない。おまえの論文が確かなら、他国が勇者の遺物を所有している状じよう況きようは……」


「わかってるよ。さけなければならないんだろ？　だけどおまえ、国を相手に盗ぬすみを働くってのはどうかと思うぞ？……危き険けんすぎるよ。それも俺とおまえ二人だけでだろ？」


　ライナが聞くと、突とつ然ぜん、怪け訝げんそうな表情でフェリスが言った。


「なにを言っているんだおまえは。仮にも一国へ盗みに入るんだぞ？　私とおまえ、二人なわけがないだろう」


「へ？　そうなのか？　じゃあもしかして、今回は援えん軍ぐんでも？　何人だ？」


　が、フェリスはそれに対しても首を振り、まるで見下すかのような目でライナを見つめ、


「なんで増ふえると思う？　二人じゃないなら一人に決まっているだろう。つまり……」


「つまり？」


「危険な思いをするのはおまえ一人だ」


「はぁ!?……って……なんでおまえはいっつも……」


　ライナは言いかけてから、再び脱力する。


「いや……もうあえて不平を言う気にもならないなぁ～」


「ん。いい心がけだ」


　うんうんとうなずくフェリス。それをため息いきまじりに眺ながめてから、ライナが言った。


「で？　どうやってルーナの姫に近づくつもりなんだよ」


「ふむ。すでに完かん璧ぺきな計画はできている」


　言ってから彼女は立ち止まった。ライナのほうを向き、自分の胸むね──いや、正せい確かくに言えば鎧よろいの胸の部分に彫ほり込まれている、槍やりと、それに巻まき付いている蛇へびの紋もん章しようを指さして、


「この、ローランドの紋章を使う。幸さいわいルーナ帝国はローランド帝国と同どう盟めい関係にあるからな。我々は、これからルーナの居きよ城じようへ、親しん善ぜん大たい使しとしておもむくのだ」


「親善大使ねぇ～」


　と、ライナも自分の胸にある紋章を見た。白はく鎧がいと紺こんのローブがあわさったような、奇き妙みような戦せん闘とう服ふくに彫り込まれている紋章……それを不ふ審しんげな表情でしばらく眺めてから、


「頼たよりはこの紋章一つ……か。たったそれだけで他国に侵しん入にゆうするってことの、『どこがどう完璧な計画なんだよあほ！』ってのは、なんか疲つかれたし、めんどくさいからこのさい言わないことにするよ……」


「ふむ。あほ……か。その言葉が誰だれに向けられたものなのかはいまいち理解できないが……では私も『おいライナ首をはねるぞ！』という掛かけ声はこの際さいなしでいくことにしよう……」


　と、なぜか腰の剣けんに手をかけるフェリスを見て、ライナは思わず聞いた。


「……って、おまえはなんで剣を抜こうとしてるんだ？」


「掛け声はなしだ。きっと赤いだろうな……ふふ」


「…………いや、赤いっておまえ……え～と、だから……あの……」


　しかし、そんなことを言ってる間にもするすると剣は抜かれていく……


　それを見て、ライナは肩かたを落として言った。


「うう……ごめんなさい……」


「ん」


　フェリスは満まん足ぞくげにうなずいてから、かちんと再び剣を収おさめた。


「さぁもういくぞ。おまえの役目はルーナの姫を口説いて近づき、隙すきを見て首飾りを奪う。簡単だろ？　おまえがいつも女に対してやってることだ」


「だから俺はンなことやってねぇだろ！」


　という言葉は、無視してどんどん歩き出してしまうフェリスには当然届とどかない……その背中を疲れた表情でライナは見み据すえ……


「はぁ……まあいいか……うまく口説けたら逆ぎやく玉たまだしな……そしたら寝て暮くらそ……」


　なんてことを言いながら、彼も気けだるげな足取りで歩き始めたのだった……





　一方、場所は少し離はなれて……


　黒い壁かべを張はり巡めぐらせ、他を威い嚇かくするように立っている建たて物もの──そこはローランド帝国軍本部・『忌いみ破やぶり』追つい撃げき隊たいの官かん舎しや。


　その一室にいま、重苦しい雰ふん囲い気きが立ち込めていた。渋しぶい表情で報告書を読む上司の顔をうかがいながら、ミルク・カラードは冷ひや汗あせを流す。亜あ麻ま色いろのポニーテールに愛らしい童どう顔がん。くりくりお目目に直立不動の小こ柄がらな体。まだ幼おさなく見えるこんな少女が、ローランド軍の本部にいるのはあまりにも似つかわしくなかったが……しかし彼女はこう見えても、弱じやつ冠かん十六歳にして、『忌いみ破やぶり』追撃部隊の隊長の地位にあったりする……


　だから彼女の後ろに並ならんだ部下たちは、一いち様ように彼女よりも年上だった。


　と──この重苦しい雰囲気の中、おもにミルクの保ほ護ご者しや役……じゃない、補ほ佐さ役をしている、二十五歳のくせに白はく髪はつのルーク・スタッカートが、耳元で囁ささやくように言ってきた。


（ま～た今日きようも、少佐は渋い顔してますねぇ～ミルク隊長）


（う～、やっぱ任にん務む失敗したことを怒おこってるのかな……？）


　ミルクは上司の顔を見て、ますます体を強こわばらせる……この上司……ラッヘル・ミラー少佐は、彼女が提てい出しゆつした、『忌いみ破やぶり』追撃任務の失敗報告書を、これ以上ないというほどの渋い顔で読みふけっていた。この渋さが大人おとなの魅み力りよくというものなのかもしれないが、そんなことはまだミルクにはわからない……


『忌いみ破やぶり』とは、ローランド帝国の魔ま法ほうを習得した者が、国の許きよ可かなく国外へと逃とう亡ぼう、出しゆつ奔ぽんすることを言う。彼女たちが所しよ属ぞくする『忌いみ破やぶり』追撃部隊は、そういった者たちが、他国にローランド帝国の魔法体系を漏もらしたりしないよう、追撃し、捕ほ縛ばく、もしくは抹まつ殺さつするための部隊なのだが……
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　さらに小声でルークが言ってきた。


（あれですよ隊長。今回の任務の失敗は、私たちのせいじゃないんですから、小言言われても気にしなくていいんですからね？　相手が強すぎたんです。あの強さはほんとむちゃくちゃですって。まあ、報告書を読めば、この任務から外はずされるでしょうが……）


　とそこで、ミルクがそれをやはり小声で遮さえぎって、


（そ、それはだめよ。私がライナを捕つかまえなきゃいけないんだから。だ、だってだって、私、昔ライナと約やく束そくしたんだもん。なのにライナったらあの美人と駆かけ落ちだなんて……だからあの浮うわ気き男おとこは私が捕まえるの）


（…………いや、そうは言ってもですね隊長。実際問題、私たちの手には到とう底てい負おえ……）


　ルークがそこまで言った瞬しゆん間かん、


「やーだ～!!　絶対私が捕まえるの！」


（って、しー！　しー！　そんな大きい声だしちゃだめでしょ隊長！　ここがどこだかわかってるんですか!?　少佐の部へ屋やですよ！）


　言われてあわててミルクも声をひそめて、


（あう！　そうだった！　ごめんルーク。き、聞こえてないかな……？）


　が、この狭せまい部屋の中、いまの大声が聞こえてないほうがおかしかった……


　やはり渋い顔に、さらに苦にがい色も混まじらせて、ミラー少佐が報告書から頭を上げた。


「ふぅ……あいかわらず君は元気がいいね……カラード中ちゆう尉い」


「は、はい。おかげさまで！　ミラー少佐こそあいかわらず顔が渋……」


　とそこで、どんっと後ろからルークに叩たたかれて、ミルクは口ごもる。


「えっと、じゃなくて、んと、ミラー少佐も……その、お元気そうで」


　それにミラーはあきれるように首を振ふってから、再び報告書に目を戻もどした。


「挨あい拶さつは抜きだ。で、実際問題、この『忌いみ破やぶり』は君たちの手には負えないわけだな？」


　当然負えるわけがなかった。なんせ、この二人組の『忌いみ破やぶり』たちは、ネルファ皇こう国こくの魔ま法ほう騎き士し団だんでさえ、退しりぞけてしまったのだ。


　それは脅きよう威い的てきでさえある。魔法騎士団と言えば、ある意味その国の威い信しんをかけた最強の部隊なのだから。表向きには……ということではあるが……とにかくまあ、だから今回は、別のもっと優ゆう秀しゆうな、ベテランの『忌いみ破やぶり』追撃部隊なりなんなりに、まかせられるべき任務のはずなのだ。が、ミラーがさらに聞いた。


「どうなんだね？　君たちの手に負えるのか、負えないのか？」


　するとミルクは当然のようにうなずいてこう言った。


「もちろん！　こんな任務楽勝です！　前回はたまたまネルファの魔法騎士団に邪じや魔まされましたが……」


　その言葉に、後ろの部下たちがあわてた。


「ちょ、ちょっと隊長？　なにを言いだすんですか!?」


「む、無理ですよ。あんな化ばけ物ものみたいに強い『忌いみ破やぶり』を相手に……ここは任務から外してもらったほうが……」


　しかしそこで、


「ああもう！　黙だまりなさい！」


　びしっと指を部下たちに突つきさし、ミルクが言った。


「今度は絶ぜつ対たい大だい丈じよう夫ぶなの！」


「って……それはどういう根こん拠きよで……？」


　するとミルクは一つうなずき、真剣な顔で、


「だってまえのときは私本気だしてなかったんだもん……私だって……私だって本気だせばライナの一つや二つイチコロなんだから！　あんな、ちょっと美人なだけの女にとられたりしないの！　そうでしょ？　ルーク？」


「え？　いやそれはその……そうですが」


　なんか全然話が違うような気がしないでもなかったが、勢いきおいに負けて思わずうなずいてしまうルーク。


　しかし、それがいけなかった……


　ミラーがその様さまを眺ながめて一つうなずき、


「なるほど。ルークまでがそう言うなら、きっと大丈夫なんだろうな」


「え、いやあの……」


「よし。なら今後もこの任務はミルク・カラード『忌いみ破やぶり』追撃部隊にまかす」


「あう……」


『忌いみ破やぶり』追撃部隊に配はい置ちされてからはや十年。ルークは上司からの信しん頼らいも厚あつかった……


　ルークはがっくりとうなだれて、ミルクを見た。すると彼女は闘とう志しに燃もえた瞳ひとみで、


「よーしライナ！　待ってなさいよ！」


　ここが少佐の部屋だということをまたも忘わすれて叫さけんでいたりする。それを見て、ああ、でもまあかわいいからいいか……なんて思ってしまうのだから、彼はまるで教育係には向いていないのだろう……


　ミルクが言った。


「そうと決まったらルーナ帝国へさっそくしゅっぱぁつ!?　ルーナは同どう盟めい国こくだから入国も簡かん単たんだしね！　じゃあいこ！」


　そして勢い込んで部屋を飛び出していく。その背中を見送ってから、ルークはため息をついた。すると後ろでミラーが苦く笑しようしてくる。


「士官学校を優ゆう秀しゆうな成績で卒そつ業ぎようしたエリート。ミルク・カラード中尉か……貴き族ぞくの娘むすめのわりには、気安いな。おもしろいじゃないか」


　ルークはその言葉に振り向いて、


「彼女は俺たちと同じで、元孤こ児じですからね……養子に入ったんですよ。そして貴族どものほんとの子こ供どもの身み代がわりに、軍部で功こう績せきをあげる……そのわりには明るくていい子だ」


「ああ……しっかりお守もりしてやれよルーク。ああいう若い世代がローランドの未来をしょって立つんだからな」


「いや、俺もまだ若いつもりなんですがねぇ……ミラー先せん輩ぱい」


「十六にくらべれば十分おっさんだ」


「じゃあ三十越こえてる先輩は年とし寄よりですね」


「む……」


　と憮ぶ然ぜんとした表情でミラーは顔をしかめた。それを見てルークは舌したをだして、


「おっと。んじゃ怒られる前に退たい散さんするかなっと」


「ああもうはやくいけいけ。俺だって仕事が山積みなんだからな」


「はいはい。さてと、じゃあうちのお姫様を追おうかね」


　そう言って、ルークも部屋を出ていった。





　ルーナ帝国には美び姫きがいる。その肌はだは抜けるように白く、まるで人のものとは思えないという……そういう噂うわさは、聞いたことがあったのだが……


「すっごい白いな……まるで……雪だ」


　親善大使として訪おとずれたライナとフェリスを、たおやかな微び笑しようを浮かべて出で迎むかえてくれたルーナ帝国の姫エナ・アストー公主を見て、ライナは思わず息を呑のんでいた。そこに、小声でフェリスが言ってくる。


「ん。確かに白過ぎるな。むしろ病的だ」


「っておまえ、そういう言いかたしたら夢ゆめがないじゃないか……各国に伝わるルーナ帝国の美姫は、代々、雪のように白く美しいっていう、男の夢があるん……っていや……」


　しかし言いかけて、フェリスの顔を見てからライナは思わず言葉を止めた。信じられないほど整ととのった顔に、抜けるように白い……いや、エナ公主ほどじゃないけど、むしろこちらのほうが魅み力りよく的てきに思えるほど適てき度どに白いきめ細こまやかな肌……ライナはそれを見て……


「こっちもすごいからなぁ～。もう見なれたし……性格が死し亡ぼうしてるけどな……」


　なんてことをため息まじりに言った。もちろんフェリスには絶対聞こえないように。


　と──そこでエナ公主が声をかけてきた。


「このたびは、ローランドの大使の方々にお越しいただき嬉うれしく思います。残ざん念ねんなことにいまは、王と王おう妃ひは国を出ておりますが、我らルーナ帝国は、お二人を歓かん迎げいいたします」


　などとやんわりとした声で挨あい拶さつされ、ライナはますます顔をしかめる。彼はこれから、この姫を騙だまして、口く説どいて、首にかかっている緋ひ色いろの玉がうめ込まれた首飾りを奪わなければならないのだ……


　それを思うと胸が……胸が……


「はぁ……めんどくさい……」


　痛いたむほどのやる気も彼にはなかった……


　もともと無理な話なのだ。こんな、周りを近衛このえ兵へいに囲かこまれ、外にはルーナの軍がごまんと控ひかえてる中で姫を口説く？　殺されるって!?　はぁ無理無理。ここは夕飯でもご馳ち走そうしてもらってさよならするのが一番だ。


　なんてことをライナが思っているあいだにも、エナ公主が声をかけてくる。なぜか公主は顔を少し上気させて……


「あの……無ぶ礼れいを承しよう知ちで申しますが……そこの美しい方は……殿との方がたなのでしょうか……？　そのきめ細かな肌……艶つややかな金色の髪……整った容よう姿し……しかし、鎧よろいを着て剣を携たずさえているからには……やはり男性の……？」


　その言葉に、ライナは思わず苦笑した。ルーナでは女は軍務につかないと聞いていたが……フェリスを男と間違えるとは……


　ライナはにやにやしながら、


「いや公主。こいつは女──」


　言いかけて、ヒュゴ！　という、いつにもまして高速の、なにかが空くうを切る甲かん高だかい音に、ライナは思わず言葉を止めた。直後、彼の前髪が数本、ぱらぱらと落ちたことに気づいた者は誰もいなかったろう……見えないほどの速さで引き抜かれたフェリスの剣が、ライナの前髪数本だけを切り裂さき、再び鞘さやに戻されたなんてことに気づいた者は……


　ライナが震ふるえる声で呟つぶやいた。


「な、なんのつもりだよ……」


　するとフェリスはいつもの無表情で、


「あの公主の顔を見ろ。完全に私の美貌の前に陥かん落らくしたな。このまま私はあの女を口説く」


「ってはぁ？　それはちょっと無理が……」


　ヒュゴ！　ぱらぱらぱら……


「って……おまえなぁ、それあと五回もやられたら俺の前髪なくなっちゃうじゃないか」


「じゃあ少し黙だまってろ」


　そう言ってから、フェリスは一歩前にでた。そして急に粛しゆく々しゆくとした表情になって、


「これは異いなことをおっしゃられる。もちろん私は男でございます」


　フェリスが言うと、さらに公主は顔を赤くして、


「そ、そうですよね。ごめんなさい。わ、わたくしったら……でも、こんなにも美しい殿方を見たことがなかったものですから……」


　すると困こまったような表情で……しかし目だけはかなりの無表情でフェリスが首を振った。


「公主様にそのように言われては、私の立つ瀬せがありません。他国に響ひびくほどの美貌。そしてその気き品ひん。あなたこそ、お美しい」


「え……[image: ]」


　そして見み詰つめ合う二人。


　ライナはそんな二人を半はん眼がんで眺めながら、


「あほらし……」




[image: ]


　男としての魅力までフェリスに負けたことに、多少憮ぶ然ぜんとしながら、首を振ったのだった……





　その夜。ライナたちがいまいる場所は、公主の部屋の前だった。そう。夕食どきにフェリスとお姫様がどんな会話をしていたのかはわからないが、フェリスははやくも夜中に寝しん室しつに呼よばれる段だん階かいまで、お姫様との関係を進めていたのだ……その口説きのプロ並みのあまりの手て際ぎわのよさにあきれながら、ライナがため息まじりに言った。


「で、なんでこんな夜中に俺がここに呼ばれてるわけ？　フェリスはフェリスで勝かつ手てによろしくやってくればいいじゃないかよ」


　するとフェリスが振り返って、言った。


「馬ば鹿かを言うな。こんな夜中に野や獣じゆうの部屋に一人で入って、私が襲おそわれたらどうする？」


「は？　野獣？　あのお姫様のことか？」


　聞き返すと、フェリスが神しん妙みような顔でうなずいて、


「男や女というくくりを越えた神かみ懸がかり的美人の私に、女であろうと野獣と化し……」


　なんてことを自分で言ってくるフェリスを、ライナが思わず言葉を失うしなって半眼で見み据すえていると、なぜか彼女は顔を赤らめ、


「と、いう冗じよう談だんはさておき……」


「恥はずかしいなら言わなきゃいいのに」


　ぎこちなく説明を始めた。ようは部屋に入って服を脱ぬいだらさすがに女だとばれるから、忍しのび込んで公主を気絶させ、首飾りを奪おう計画である。奪ったらすぐに逃にげるからライナも呼び出されたわけだ。


　説明を終えると、フェリスが言った。


「じゃあ、ちょっといって野獣から勇者の遺物を奪ってこよう。合あい図ずしたら部屋に入って来い。公主の部屋の窓まどから逃げるからな」


「はいはい」


　そして作戦は始まった。フェリスがひらひらとした色とりどりの布がぶらさがっているエナ公主の部屋の入り口へと消える。と──


「あ、フェリス様……[image: ]」


「エナ……きたよ。今夜も君は美しいね」


　なんて歯の浮くようなセリフが部屋の中から聞こえてきたりして、ライナは顔をしかめ、


「……なんで俺が恥ずかしい思いしてるんだろ……」


　居い心地ごこち悪そうに肩かたをすくめた。彼はやることもなくぼけっとその場に立ち尽つくしている。と、そのときだった。廊ろう下かの向こう側から、見み張はりの兵数人が巡じゆん回かいしてきたのは。ライナと見張りの兵はお互いの姿を確かく認にんしてから、


『あ……』


　なんとなく間の抜けた声を同時にあげる。


　続いて、


「き、貴き様さま！　姫様の部屋の前でいったいなにをしている!?」


　当然ながら怒ど鳴なりつけてきて、ライナは、


「えっと、いやあの……」


　口ごもったあげく説明するのをあきらめて、


「知～らない」


　ライナも公主の部屋に飛び込んだ。すると中にいた公主がライナを見るなり、


「な、なんですかあなたは突然!?」


　突然の乱入者に驚おどろいた、それでいて、フェリスと一いつ緒しよにいるのを見られたことにうろたえた表情で怒鳴ってくる。が、そんなのに構かまっている暇ひまはない。ライナはフェリスに、


「どうする？　見つかった」


　言う間にも、後ろから数人の兵士たちがわらわらと現あらわれ、


「姫！　無事ですか!?」


「く!?　フェリス！　これはまずいよ。ほっとくと本隊も出てくるぞ。ここは態たい勢せいを立て直して…………え？」


　そこでライナの言葉は止まった。フェリスの剣が突然、光ったのだ。瞬間、高速で迫せまってくる剣の腹はらの部分をあわててよけようとするが……ゴン！


「うあ!?」


　よけられるわけもなく、ライナはその場にあっさり殴なぐり倒たおされた。それを冷たい瞳ひとみで確認してからフェリスが言ってきた。


「まさか一国の姫に夜よ這ばいをかけるなど…………前々からそうだとは思っていたがライナ！　やはり貴様は色しき情じよう狂きようだったか!?」


「…………うう……」


　フェリスのあまりの変わり身の速さに、ライナは言葉もなかった……いや、殴なぐられた痛いたみのせいもあるが……


　続いてフェリスはそのまま部屋の中の兵士たちを見み据すえてから、まるでその兵たちに見せつけるようにして公主へと向き直り、


「姫様。お怪け我がはありませんか？」


「え？　あ、は、はい。大丈夫です。それよりフェリス様にお怪我は……？」


「私の怪我など……う……」


　そこで突然、フェリスは胸を押おさえた。それを見て公主が、


「む、胸にお怪我を!?」


「不ふ覚かくにもこの色情狂に、見えない針はりを飛ばされてしまい負ふ傷しようを……」


（って、俺がいつ針なんか……ぐあ!?）


　思わず小声で反はん論ろんしようとしたライナを、フェリスがよろけたふりをして踏ふみつけてくる。死人に鞭むち打うつとはこのことだ……


　フェリスはやつれたような表情で言った。


「……申もうし訳わけありませんが公主、少し、肩かたを貸かしてもらえないでしょうか？」


「は、はい!?　あ、あなたたちなにをしているんです！　はやく救きゆう護ご班はんをお呼よびして！」


　公主がフェリスに駆かけ寄よりながら兵たちに命じた。兵たちもそれにうなずいてあわてて部屋から出ていく……それは見み事ごとな手並みだった。事情は一変。あの一瞬で、フェリスは姫を救すくった正義の味方に収まってしまったのだ……おまけに……公主に肩を借かりてなんとか立っているという様よう子すのフェリスは、そっと公主の首飾りを外して、床に踏ふみ潰つぶしているライナへするりとそれを落としてくる。


　ライナはその首飾りを受け取って、ため息をついた。


（おまえ……まじ詐さ欺ぎ師しになったほうが……ぐぁ!?）


　ライナを容よう赦しやなくぐりぐりと踏み潰しながら、そしてそれとは対照的に首を悲しげに振りながら、フェリスが言う。


「すまないエナ。私の連つれが……まさかこんなことになるとは……」


「いいえフェリス様！　あなたのせいじゃありません！　そんなことより、いまはご自身の体の心しん配ぱいを……」


「ありがとう……そうだエナ。この場は私が見張っておくから、水を……水を一いつ杯ぱい持ってきてもらえないだろうか？」


　それに公主は大きくうなずいた。これで、公主も部屋を出るだろう……その間にライナたちは窓から逃げ出せばいい……完璧だった。なにからなにまで完璧……完璧すぎて……


（はぁ……なんか俺、おまえのせいで女性恐きよう怖ふ症しように……ぐぁ!?）


「では公主、水を……」


「はい！」


　公主が返事をする。


　と──そのときだった。


「ラーイーナ───!?」


　静まり返っていたはずの城じよう内ないに、突とつ然ぜん聞き覚おぼえのある少女の声が響いた。


「へ？」


「ん」


　それを聞いて、ライナとフェリスは同時に声をあげた。水を取りにいこうとしていた公主も首をかしげて、


「いまの声は……？」


　そんな間にも公主の部屋の入り口が騒さわがしくなり始め……一人の少女を先頭にして、ルーナの兵たちが一いつ斉せいになだれ込んでくる。


　それに反はん応のうしてライナは跳はね起きた。フェリスはフェリスで、そのまま公主の体を片手で押さえ込み、ベッドへと飛び退すさる。


「え？　あのちょっとフェリス様……い、いきなりベッドにつれ込むなんて……[image: ]」


　なんてことを言っている公主はとりあえず無視。そんなことに構っている暇ひまはないのだ。とんでもない脅きよう威いが迫せまってきているのだから。


　ライナもフェリスの隣となりまで下がり、振り向いた。そして迫りくる脅威を見る。亜あ麻ま色いろのポニーテール。愛らしい童どう顔がん。小こ柄がらな体から溢あふれ出る、不気味なほどの気合を持った少女。そこにいたのは……いや、もう説明はいらないだろうが……ミルクだった。彼女はなぜか顔を真まっ赤かにして、拳こぶしを握にぎり締しめ、叫さけんだ。


「なんなのこれは!?　どういうこと！　ベッドに……女を二人も連れ込んでるなんて……説明しなさいライナ!!」


「いや、隊長……いまはそういう問題じゃ」


「ルークは黙ってて！」


　ミルクは部下にぴしゃりと言って、怒いかりに燃えた瞳でこちらをにらみつけてくる。


　それをライナはゆるんだ瞳で受け流しながら、言った。疲れた声こわ音ねで……


「……いままでの苦労が水の泡あわか……ってかあいつ、いつもいつもどっからわいてでてきてるんだ？……妖よう怪かいじゃあるまいし、どうやって俺たちの居場所を見つけてるんだろ？」


　しかしその疑ぎ問もんに、フェリスがあっさりと、


「それは簡かん単たんだな。親しん善ぜん大たい使しになりすますために、ルーナの城下町で我々の鎧よろいの手入れ頼たのんだろう？」


「ふむ」


「その店の女将おかみに、私がちゃんとローランドからきた変へん態たいの噂うわさを流しておいた……」


「って全部おまえのせいか！」


　叫ぶライナ。それに怯おびえながら、フェリスに押さえつけられていたエナ公主が震える声で、


「こ、これはいったいどういう……」


　と──それに答えたのは、集まってきていたルーナの兵だった。


「姫！　そいつらは、ローランドの親善大使なんかじゃありません！　偽にせ者ものです！」


「な!?　ほんとなのですかフェリス様！」


　しかしそんな言葉を受けても、フェリスはまったく動じなかった。それどころか彼女は公主の耳元に口を近づけて、囁ささやいた。


「そう、確かに私たちは親善大使ではない。しかしエナ。私のエナへの想おもいだけは……信じて欲ほしい。いまはこんなふうな出会い方しかできなかったが……必ず。いつか必ず正式に迎むかえにくるから」


　瞬間、公主は突然沈ちん黙もくした。なぜか毅き然ぜんとした表情になってフェリスの手から離はなれ、


　そして──


「フェリス様には指一本触ふれさせません！」


　ミルクやルーナの兵の前に両手を広げて立ちふさがる。健けな気げな、恋こいする少女。


　それを見て、フェリスが満まん足ぞくげに一言。


「イチコロだな」


「…………おまえ絶対地じ獄ごくに落ちるぞ」


「ん？　なぜだ？」


「いや、なぜっていわれても……」


「美人は天国と決まっている」


「…………」


　ライナがもう言葉もないという表情でため息いきをついていると、ミルクが立ちふさがっている公主に対してなにやら怒鳴りつけていた。


「そこをどきなさい！　私はライナを捕まえなきゃいけないんだから！」


「いいえダメです！　フェリス様には指一本触れさせません!?」


「あ！　あ！　もしかしてあなたもライナをたぶらかそうとしてる女の一人なのね!?」


「あなたこそフェリス様のことをなにも知らないくせに!?」


「なによ！　私なんかライナと昔結けつ婚こんの約束してるのよ!?」


「私だってフェリス様が迎えにきてくれるって言ってくれたもん!?」


　とかなんとか、なんかまったくかみ合ってない会話を経へたあと、ミルクとエナ公主は、きー！　だの、このー！　だのと取っ組み合いの喧けん嘩かをはじめる……


　そんな不ふ条じよう理りな光景をライナはぼけっと眺ながめてから、疲れた口調で言った。


「んじゃま、この間に窓から逃げるか……」


「ん」


　そしてライナとフェリスの姿があっさり消えた。


　その夜。乙おと女め二人の熱く激はげしい不ふ毛もうなバトルは、二人が異様な殺さつ気きを放はなっていたために誰だれも止めるに止められず、朝まで続いたという……





　翌朝。


　ライナとフェリスは、ルーナの居きよ城じようからだいぶ離はなれた草原まで逃げてきていた。


　いや、追っ手は一いつ切さいかかっていなかったが……


　ライナは草の上に寝ね転ころんで、昨日きのう盗ぬすんできた首飾りを調べている。


　これといって装そう飾しよくがあるわけじゃないその首飾り。目を引くといえば緋ひ色いろの玉がうめ込まれていることくらいだろうか……


　それを細かく調べながらライナはうんうんうなっている。とそこに、どこからか水を汲くんできたフェリスが戻ってきた。


「どうだライナ。それは勇ゆう者しやの遺い物ぶつだったか？」


「いや、どうだろ……？　こないだの短たん剣けんのときもそうだったけどさ、見ただけじゃいまいちわかんないんだよなぁ～……ちゃんとした研究室を使わせてくれれば、もうちょいどんな力を秘ひめてるかとか、調べられると思うんだが……」


「ふむ。ということは『複写眼アルフア・ステイグマ』を使っても、やはり前のときみたいになにも見えない？」


「いや、『複写眼アルフア・ステイグマ』はこれから使ってみるところだ」


　と言って、ライナは起きあがった。そして息を吸すって、彼は眠ねむそうに緩ゆるんだ瞳を少しだけ見開く。するとそこには、その黒い瞳の中には、朱しゆの五ご方ぼう星せいが浮きあがっていた……


　これがライナの特とく殊しゆな力。どんな国のどんな類たぐいの魔法でもそれを見み抜ぬき、解かい析せきし、写し取ってしまう瞳……


「どうだ？」


　フェリスが聞いてくる。


　と──ライナは少し目を細めた。


　彼が『複写眼アルフア・ステイグマ』を発動させると、あらゆるものがいままでとは別の形で見えるようになる。例たとえば光や、色が数値で、グラフで、多様に解析されて表示される。その彼の瞳が緋色の玉を見据え……


「って、これは……」


　彼はうめくように言った。


「なんだ？」


「いや、なんかこれ、微び量りようだけど周りの光を吸きゆう収しゆうしてるぞ……？」


「光？」


「ああ。でもなんの意味があるんだこれ……光なんか吸収してもなんの意味も……」


　しかしそこではたと、頭の中に一つの考えが思い浮かんできて、ライナは顔をしかめた。


「ま、まさかこれは……紫し外がい線せんを吸収してるのか？」


「ふむ……で、結けつ論ろんは？」


　しかし、彼はフェリスの言葉にはまったくの無む反はん応のうで、ため息なんぞをついて、


「ああ、そういやあのお姫さんは、色白だったもんなぁ。そういうカラクリなのか……」


「だからなんなのだ？」


　聞かれて、やっとライナは顔をあげた。


「えっとだから、結論から言うとだな、これはもしかすると……」


　ライナはひどく疲れた表情で言う。


「お肌のための、紫外線カットっていうだけのアイテムじゃないかと……」


「…………」


　一瞬の沈ちん黙もくのあと、フェリスが言った。


「…………たったそれだけの？」


「ああ」


「勇者の遺物が？」


「いや、それはどうだろうなぁ……これに勇者の遺物ですよーって書いてあるわけじゃないし……でも……この地ち域いきに残ってる勇者伝説で有望なのはやっぱ、ルーナの姫に受け継がれてるっていうこれだな……」


「……そうか」


　そして再び、沈黙が降りる。無言の時間に、草原を気持ちいい風が吹ふきぬけ、草をさわさわと揺ゆらして……のどかだった……


「…………」


　のどかでかつ、不毛……


　ライナがため息まじりに言った。


「……で、どうするこの首飾り……？」


「……一いち応おう回収しよう。よこせ」


「ふむ」


　ライナはもう一度だけ『複写眼アルフア・ステイグマ』で首飾りを見つめてから……とそこで、


「あ痛いて……」


　突然目にかすかな痛いたみを感じて押さえた。


「どうした？」


　聞いてくるフェリスにライナは手を振って、


「いや、なんでもない。ゴミでも入ったかな。あ、んじゃ投げるぞ。ほい」


　フェリスのほうに首飾りを投げた。


　そして……


　それが起こったのは、そのときだった。


　突然、首飾りが空中で制止する。


「へ？」


「ん？」


　と、二人が思わず声をあげるのも無視して、首飾りを中心に、突とつ如じよ闇やみが広がり始めた……


　それを見て、フェリスが言う。


「おまえ、なにをしたんだ？」


「なんも……ってなんだよこれ……めちゃめちゃ周りの光を吸い込みまくってるぞ！」


　首飾りは……いや、その中心に位置している緋色の玉は、空中でぶるぶると震えながら、周しゆう囲いの光をとり込みまくっていた。ただ集めているなんてレベルじゃない……草原の光を……空の光を……それどころか世界すべての光を集めるかのような勢いきおいで吸収していき、やがてライナたちの周囲から光が失われてしまった。


　闇が……夜があたりに訪おとずれて……


「と、とんでもねぇなこれは……」


　ライナが上ずった声で言った。


　すくなくともライナたちの周りには、光は存在していなかった。


　と──


　バリバリ、バリバリ


　突然目の前で、雷いかずちが発生した。


「うわ……」


「く……」


　激はげしい瞬またたき。あきらかに強大な力を秘ひめた光が、緋色の玉を中心に渦うず巻まき始め……


　直後。玉が弾はじけた。いや、本当に弾けて消えた。同時に……


　ゴォオオオオオオオオオオオオオオ!?


　爆ばく発はつ的てきな光量がライナたちの視し界かいを埋うめ尽つくした。すべての闇が、今度は光に侵しん蝕しよくされ、真っ白になっていく……


　そして……


　再び世界に光が戻ったときには……


「ってこれは……」


「…………」


　それを見て、ライナたちは呆ぼう然ぜんとしていた。


　景け色しきの一部が、消えていたのだ。遠くに見えていたはずの、巨きよ大だいな山さん脈みやくがすっぽりと消え失うせている……


「まじかよ……」


　ライナがうめいた。


　脅きよう威い的てきな力だった。いや、悪あく魔ま的てきと言ってもいいだろう……これが勇者の遺物の力なのだろうか？　これが……


　フェリスが呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたライナに言ってきた。


「いまのが、紫外線からお肌を守るだけのアイテム？」


「あ……あはは……」


　ライナは乾かわいた声で笑った。笑うしかなかった。首飾りは、力の発動とともに消え去ってしまっている。どうやら一発限りのアイテムだったようだが……これは、一発で世界を滅ほろぼしかねない力だ……ライナはまだ呆然としていた。ぼけっと、山だったはずの場所が地平線になっている景色を眺めて……


「……で、どうする……あの消えた山……」


　どうにもなるわけはないのだが、それでもライナは言った。が、フェリスは突然その景色に背を向けて、あっさり一言。


「過か去こは振り返らない主義だ」


「あ……なんかその性格うらやましいな」


　そういう問題でもないと思うが……


「さていくぞ。ここにはもう用はない」


「あ、うん。そうだね……いやでもさ、なんか俺たちがいくとこいくとこ、全部破は壊かいされてるような気がするのは……」


「気のせいだ」


　言いきられて、ライナはため息をついた。


「ほんと……フェリスのそういうところは、少し見習いたいな～。こう見えても俺はデリケートなんでね」


「ふむ。それはデリカシーがないの間違いじゃないのか？」


　言われてライナは振り返り、失われた山を見てから、


「そうかも……お互たがいにね」


　そしてまた、二人は歩き始めた。


　そんな二人の次の行く先はどこだろう？


　いまはただ、彼らに世界が破壊し尽くされないことを、祈いのるばかりだ……







（らぶ・みっしょん：おわり）







　えきせんとりっく・かっぷる







「きゃー[image: ]　なんていい男なの!?　そしてなんて理想のカップルなの!?」


　少女は叫さけんだ。年のころで言えば、十四、五歳さいくらいだろうか？　くりくりとした巻き毛の長い髪かみに、豪ごう華かそうな桃もも色のドレスを着込んだ姿すがたは、まるで人形のようだ。目はまるで昼間から夢ゆめを見ているかのようにきらきらと輝かがやき、いやそれどころか、背はい景けいには妙みように幻げん想そう的てきなお花畑の模も様ようが……


　実際に描えがかれている。


　そんな少女が、


「満点よ！　あのカップルは満点!?　エナの言ってたことはホントだったのね!?　やったわ！　ついに私はやったのよ!?」


　叫びながら瀟しよう洒しやな馬車の中、窓まどをバンバンと叩たたき、隣となりに座すわっているスーツ姿の初老の紳しん士しの首をぐいぐい揺ゆさぶり、そしてひとしきり狂きよう喜き乱らん舞ぶしてから、


「ぜぇはぁ……」


　肩かたで息いきをしながら言った。


「あれこそ理想の恋こい人びとたちの姿よ。あれよ。あれを私は探さがし求めていたのよ!?　そうでしょ？　爺じい！」


　すると隣で、首を締めつけられて半分意い識しきを失うしないかけていた初老の紳士が、襟えりを直しながら澄すました顔で、


「はい。ハミンお嬢じよう様さまの言うとおりでございますな」


　言ってから、そのハミンお嬢様とやらと、爺と呼よばれた老紳士は、馬車の窓から外をもう一度のぞいた。


　そこは街かい道どうだった。この道をもう少しだけいくと、ファノルという街まちに着くはずだ。


　そんな街道の真ん中を、二人の人物が歩いていた。片方は、艶つややかな金色の長ちよう髪はつ。なぜかずっと無表情だが、信じられないほど整ととのった……女と見まがうばかりの顔に、スタイル抜ばつ群ぐんの華きや奢しやな体。しかし、革かわ製せいの鎧よろいに身を包つつみ、腰こしに長ちよう剣けんをさしているからには、男なのだろう。ここルーナでは、女は決して鎧を着たりはしないのだから……


　完かん璧ぺきだった。


　まさにハミンが求め続けていた男だ。


　そして、その横を歩いている男もまたいい。そこそこ整った顔に、いまいち整えきれてない黒髪。それに加えて、まるでやる気なさそうに緩ゆるんだ黒い瞳ひとみが、長身瘦そう軀くの体全体から、気けだるそうな雰ふん囲い気きをかもしだしている。


　なぜあんなにもだるそうなんだろう……


　よほど……二人は昨日きのう、激はげしい夜を……


「やっぱり金髪が攻せめで、黒髪が受うけなのね!?」


　と、意味不明の言葉を叫んでから、ハミンはうっとりとした恍こう惚こつの表情で呟つぶやいた。


「かんっぺき……あんな美男子二人が毎夜毎夜、世せ間けんの目を盗ぬすんで×××なことや〇〇〇なことを……いやぁあああん[image: ]」


「ハミンお嬢様。よだれが出ております」


「よだれ？　よだれ？　美男子二人がよだれをどうするって？　きゃあああ[image: ]」


「お、落ちついてください!?」


「無理よ!?　どうしてこれが落ちついていられるというの！　あの二人がどんな背はい徳とく的てきな行こう為いに及およんでいるか……[image: ]　見み逃のがしたら死んでも死にきれないわ！　さあ爺。あの二人と知り合いになるのよ。どんなに世間があの二人を許ゆるさなくとも、私が守ってみせるわ！　だってあの二人は、世界の宝なんだから!?」


　ずいぶんと嫌いやな宝があったもんである。


　まあそんなわけで……





　黒髪の男──ライナ・リュートは、そんな目で見られているとも知らずに、いつものやる気ない足取りで歩いていた。


　横を歩いている金髪の男──ではなく、正しよう真しん正しよう銘めいの美女──フェリス・エリスも、やはりいつものまったくの無表情のまま、すたすたと歩いている。


　フェリスが言った。ひどく無む感かん情じような、平へい坦たんな声こわ音ねで一言。


「もうすぐ街につくな」


　それにライナはうなずいて、


「そうだな。さっきもうすぐファノルの街ですって看かん板ばんがでてたもんな。やっとちゃんとしたベッドで眠ねむれるよ。はぁ……ここんとこ野宿ばっかりだったもんなぁ。デリケートな俺おれとしては、なんていうか、えーっと。あ、別に言葉思い浮うかばないからいいや」


　首を振ふって、そこで言葉を止める。


　話を考えるのもめんどくさがるほど、彼にはいつもやる気がない。


　そのまま、二人はまた無言で歩き続けた。


　それからまた、フェリスがぽつりと呟つぶやく。


「街には寄よらない。今日きようは野宿だ」


「…………」


　そしてさらに、二人はしばらく無言で歩き続けてから……やっとライナが叫んだ。


「ってはぁ!?　なんだそりゃ？　昨日もおとといも野宿で、やっと街についたんだぞ？　なんで寄らないんだよ？」


「もう旅りよ費ひが尽つきた。金がない。おまえが出すと言うのなら、話は別だが……」


「ってちょっと待て……は？　金がない？　どういうことだ？　一いち応おう俺たちは、国王あいつの命令で、世界各国に散ちらばってる勇ゆう者しやの遺い物ぶつを探たん索さくするっていう任にん務むで動いてるわけだよな？」


「そうだな」


「それがどうして金がなくなるんだ？　勅ちよく令れいで動いてんだから、ローランドから金が支給されるだろ？　っていうか、まあそれはすぐに金を支給してもらえなくても、俺、おまえがこないだ大量に金きん貨かを持ってるの見たぞ？　あれ、最初に王から支給された旅費だろ？　あれ使えばいいじゃないかよ。俺たち野宿ばっかりで全然金使ってないし……まだいっぱい残ってるだろ？」


　という言葉に、フェリスはあっさり首を振って、


「ないな。全部使った」


「はぁ!?　あれを全部？　どうやって？」


「ん。恵めぐまれないかわいそうな美少女がいてな、その子のために使ったのだ」


　瞬しゆん間かん、ライナは半眼になり、


「はい噓うそ！　っていうか、その恵まれないかわいそうな少女ってのは、おまえのことなんだろ？」


「お。鋭するどいなライナ。どうしてわかった？　色しき情じよう狂きようとともに旅をしなければならない可か憐れんな美少女には、なにかと物が入りようなのだ」


「例たとえば？」


「うむ。例えば将しよう来らいの不安に対たい抗こうするための備そなえだな。か弱い少女はそういったものに日々怯おびえているものだ。そして満期を楽しみに過ごす」


「…………満期？……って………………それは使ったというより、貯ちよ金きんしたっていうんじゃないのか？」


「そうか？　だが気にするな。王にはおまえの女遊びがひどくて金が尽きたと報告しておいた」


「……おまえなぁ……また俺のせいかよ……でもまあ、じゃあしばらく野宿を我が慢まんすれば、金が届とどくんだな？」


　が、フェリスはそれにもあっさり首を振って、


「それもない。王いわく、おまえの女遊びに金は出せない、だそうだ。今後の資金は現地調達だな。まったく、おまえという奴やつは。どこまで私に迷めい惑わくをかければ気がすむのだ」


「…………………………いや、あの……えっと、ああもういいや。ごめんなさい」


　もう言い返す気力もなくて、ライナはとりあえず謝あやまっておいた。





　そんな、脱だつ力りよく感かんたっぷりな昼下がり。





　ハミンは世間から後ろ指をさされ、非ひ難なんされながらも、崇すう高こうな真実の愛を信じて肩を寄せ合っている二人のあとをつけながら、聞き耳を立てていた。


　ここまでで手に入れた情じよう報ほうによると、エナが言っていたとおり、金髪のほうがフェリスで、黒髪のほうがライナと言うらしい。


　そして昨日までは野宿での激しい愛の営いとなみが続いていて、ライナは今日くらいはちゃんとした宿のベッドで優やさしくして欲ほしいだのなんだのとごねている。


　しかしフェリスのほうは、男二人、社会に背そむいて生きていくには貯金が必要だから、もう少し野宿で我慢してくれとかなんとか……


　たぶんそんな会話だと思う……


　そのあまりにも過か激げきな内容に、ハミンは震ふるえた。


「二人は本物なのね！　本当に愛し合っているのね！」


　震ふるえ、歓かん喜きし、そして涙なみだした。


　もう迷まよう必要はない。いくのだ。この二人──世界の宝を保ほ護ごしなくてわ！


　ハミンは計画を実行した。走って先回りし、道にぱたりと倒たおれる。そして胸むねを押おさえながらライナとフェリスがやってくるのを待ってから……


「はぁう!?　じ、持病の発ほつ作さが!?　だ、誰だれか助け……ケホケホ」


　演えん技ぎをしながら、ハミンは二人の男を見上げた。すると二人は道の真ん中に倒れているハミンを一いち瞥べつし……


「ふむ……ところでさフェリス。じゃあ金はどうすんだよ？　金なしで旅はできないだろう？」


「その点は心配するな。私に考えがある」


「ほほう。どんな？」


「まずおまえの首を飛ばし、内ない臓ぞうを切り裂さいて売り払はらおう。最近では人肉を好む輩やからも多くてな。なかなかいい値で売……」


「はい却きやつ下か……っていうかどうしてそんなことをおまえが知ってるのかが一いつ緒しよに旅してる俺としては恐きよう怖ふなんだが……」


　そんな会話をしながら、ハミンを無視して、あっさりまたぎ越こしていってしまう。


「え……？」


　ハミンはそんな二人の後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送ってから、


「お、女の子には二人ともまるで興きよう味みがないのね。完かん璧ぺきだわ。本当に完璧」


　感動に打ち震えた。


　そのままさっきまで持病の発作で苦しんでいるはずだった体を跳はね起こして、再び走って先回りする。


　そして──


「じ、実は私、いま暗殺者に追われてて……あう……さっき切りつけられた傷が!?」


　ぱたりと倒れる少女。


「っていうかその貯金。半分は俺のもんだろ？　満期になったらちゃんとよこせよ？」


「ん。そのときはおまえからの保険金もあわせて、私は一生安あん泰たいだな」


「…………おまえ……本気で俺を殺すつもりだろ？」


「無む論ろんだ」


「いや、そこは論じとくべきところだと思うぞ……？」


　ってな具ぐ合あいで、ハミンはまた、あっさり無視された。


「く……絶ぜつ対たいに負けないわよ！　あれは私のもんよ！」


　ハミンは走った。それについて、爺じいと馬車も走った。


　三度目の正直。少女は突とつ進しんする。今度は、しっかりとした足取りで二人の体に抱だきつこうとしてよけられ、地面に顔から派は手でに倒れ伏ふし……


「あう……」


　そしてそのまま動かなくなった。


　さすがにそれは気になったのか、ライナのほうが、


「って、おい。大だい丈じよう夫ぶか？　いま、首の骨が折おれるようないきおいだったけど……」


　声をかけてくる。


　確たしかに、首がすごいことになっているような気はした。気はしたが、所しよ詮せん女でしかない私の首なんて、この世の宝、美男子二人の禁きん断だんの果か実じつに比くらべれば小さいことだ。


　ハミンは飛び起きて、


「私……不ふ治じの病やまいで、暗殺者で、おまけに発作なんです。でもあなたたちのおかげで助かりました。もうすっかり元気です。お礼させてください」


「…………もうすっかりって……いや、どう考えても首が大丈夫なようには見えないんだが……」


「そんな遠えん慮りよする必要はありません。ええ。私はあなたがたの味方ですよ。誰がなんと言おうと味方です！」


「って、遠慮してるとかそういう問題じゃなくて、首が……」


「首はいいんです。ほら」


　ごきっ


　それですべては元通り。なぜかライナの顔が真まっ青さおになって引きつってはいたが、そんな彼を安心させるような、まったく動じていない表情のフェリスの雰ふん囲い気きに、愛を感じる。ああ、なんてすばらしいんでしょう。こんな二人とお近づきになれるなんて。


「爺。馬車を。そして先にファノルへいって、邸てい宅たくを一つ買ってきてちょうだい。お二方に相応ふさわしい、愛の巣すを」


「はい。お嬢様」


　すぐさま馬車が用意され、それから爺は全力で走り去っていく。それにハミンは満まん足ぞくげにうなずいてから、


「では、フェリス様、ライナ様。馬車へお乗りください。これからはこのハミン・パティが、二人の後こう援えん会長を務つとめさせていただきます」


　ハミンのその心からの言葉に、ライナが顔をしかめ、


「なんだこいつ？　すごい恐こわいんだけど……なんか俺らの名前知ってるし……」


　が、フェリスがその不安を打ち砕くだくかのように一言。


「しかし金持ちそうだな」


「あ……」


「ん」


　なぜか二人は、それだけで通じあった。


　そのままライナは上ずった声で笑ってから、


「あ、あはは。じゃあえっと、お言葉に甘あまえて、馬車に乗ろうかなーなんて」


　そんな二人のやりとりに、ハミンはひたすら感動しっぱなしだった。たった一言で、ライナの不安を取り去ってしまうフェリスの言葉。二人の男×男は愛という強い絆きずなで結ばれており……ああ、私はこの二人にどこまでもついていくわ……


「たとえ二人の愛を神が許ゆるさなくても……」


　ハミンはそんな背はい信しん的てきな言葉の響ひびきに、自じ己こ陶とう酔すいしながら、うつろな瞳で言った。


「さあいきましょう。愛の国へ」


　ライナとフェリスを乗せた馬車は、そうして走りだしたのだった。





　そんなこんなで、ライナとフェリスは大邸宅へ案内され、とんでもなく豪ごう華かな料理を振ふる舞まわれていた。


　ここにくるまでの馬車で聞いた話によると、パティ家というのはここ、ルーナ帝てい国こくでは有名な貴き族ぞくで、ハミンは実は、このあいだフェリスといい仲になったルーナの姫ひめエナ・アストーとは従い姉と妹こ同士なのらしい。


　ハミンが言った。


「お二人のことは、ちゃんと聞き及およんでおりますわ。あのエナが、女の分ぶん際ざいで不ふ埒らちにもフェリス様に横よこ恋れん慕ぼし、それを見み事ごとライナ様が救すくい出した話。感動いたしました」


　なんてことを言ってくる少女に、ライナは顔を引きつらせながら言った。


「あの……えーっと……だいぶ話が違うのはこの際さい置いといても……あのさ、一つだけ聞いときたいんだけど……君は俺とフェリスが、恋人同士だと思ってるわけ？」


「もちろんですわ。これ以上完璧なカップルを私は小説以外では見たことがありません」


　ハミンは気持ちよく断言してくる。それにライナは、さらに顔をしかめて言う。


「で、エナ公主から聞いてるってことは、フェリスが男だと思ってるわけだよね？　男と男が恋人同士だと君は思うわけ？」


　しかしそんなライナの言葉にも、ハミンはまるで揺ゆるがずに、


「ええ。もちろんです。というより、本当の愛は、ご存じの通り『男×男』の間でしか育はぐくむことはできないのです！」


　とんでもないことを、周知の事実のように自信満々で話してくる。


「………………」


　ライナは言葉もなかった。フェリスはと言えば、なにも気にせず料理を次々と始し末まつしていってるが……


　ハミンはさらに続ける。


「それを身のほど知らずのエナは、フェリス様に手を出そうとして。本当にけがらわしいんだから！　フェリス様はライナ様のものよ！　って……あ、ごめんなさい。つい熱くなっちゃって。さあ、どんどん食べてくださいな。夜の部へ屋やはもう、用意してありますし、楽しみにしていてくださいね。いろいろと趣しゆ向こうをこらしてありますから……うふふ」


　などと不ぶ気き味みな笑い声をあげるハミン……


　それにライナは、


「うう……趣向って……」


　思わずうめいた。恐こわい。恐過ぎる！


　このままちゃんと説明をしないでおいたら、へたすりゃ俺の貞てい操そうが危ない!?


　ライナは上ずった声で言った。


「あーハミンちゃん。えっとね、君はなにか勘かん違ちがいしているようだけど、フェリスは実は……」


　が、瞬間！


　ひゅご！　という鋭するどい音が響いた。いつものフェリスの剣けんが空くうを切る音だ。それがライナの首くび筋すじでぴたりと止まり、


「なにを言う気だ？」


「って……なにをもくそも、俺とおまえが同性愛のカップルだと思われてるんだぞ？　夜寝る部屋一緒なんだぞ？　俺の純じゆん潔けつがかかってるんだぞ？」


　ライナはある意味半泣きで訴うつたえた。が、フェリスは冷たい瞳でライナを見み据すえて、


「この女はいい金づるになりそうだ。演技でもなんでもして、金を巻まき上げる。問題あるか？」


「…………問題もくそも、その発言の全すべてに犯はん罪ざいの匂においがぷんぷんするんだが……」


「ん。問題ないな。そのためならおまえの純潔がどうされようが、仕方がない」


「って……おまえが決めることじゃないと思うけどな……」


　と、こそこそと話しあうライナたちを、ハミンはどっかイっちゃってるような瞳で見つめてきて、


「あは。やっぱり仲がいいんですね[image: ]　絶ぜつ対たい私がお二人の愛を守りますから、この街では堂々としててください。街の人たちにはもう、お二方のことは言ってありますから」


「って言ってあるんかい!?」


「ええ。お二人を悪く言う人は、私の力で全て投とう獄ごくです。死し刑けいです死刑。崇すう高こうな愛がわからない愚ぐ民みんどもは、死ねばいいんです！」


　そんなことを言う、ルーナの貴族……


　この国は、もうダメなのかもしれない……


　ライナは漠ばく然ぜんとそんなことを考えながら、もそもそと食事を続けるのだった。





　そうして夜がきた。


　ライナは怯おびえながらも、背はい後ごから発せられる、夢見がちな笑え顔がおの少女と、完全無表情の女の圧あつ迫ぱくに負けて、その部屋の扉とびらを開けてみた。


　瞬間。


「うあ……」


　ハミンからあてがわれたその部屋を見て、彼は思わずうめき声をあげた。




[image: ]


　壁かべ紙がみは全面花はな柄がら模も様よう。天井は鏡かがみ張ばり。


　照しよう明めいは紫むらさきと桃色があわさって、不気味にメルヘンな雰囲気をかもし出している。もちろんベッドも装そう飾しよく過か多たな花柄で……


　しかしそんな少女趣味全開の部屋の壁に、なぜか真っ黒な革かわ製せいのムチやロウソク、真まっ赤かな仮か面めんとかもかかっていたりして……


「っておいおい……」


　それを半はん眼がんで見み据すえるライナに、後ろからハミンが、


「あ、ライナ様はあれがお気に入りなんですね。あは[image: ]　やっぱり私の思った通り！　ああ、フェリス様のムチさばき……ライナ様の叩たたかれぶり……考えただけで私はもう……もう……」


　恍こう惚こつの表情でどこかへイってしまうハミン……それに続いて、フェリスはフェリスで、すたすたと部屋の中へと入っていき、壁のムチを手に取って、


「ふむ」


　それを一振り。


　と──


　シュグォア!?


　およそムチがあげるとは思えないような音が響ひびいた瞬間、部屋の壁がまるで鋭えい利りな刃は物もので何度も切りつけられたかのように、ずたずたに切り裂さかれる……


　あと二、三発壁を叩けば、壁が破は壊かいされて、隣の部屋への通路ができてしまいそうな勢いきおいだ……この女がムチを持つと、これだけの威い力りよくを発はつ揮きすることができるらしい。


　それをハミンが見て、


「すごぉい!?　激はげしぃん[image: ]　あんなすごいのに毎晩叩かれてるから、ライナ様はいつも疲つかれ果はてて、気けだるげになさっているんですね!!　あれで死なないなんて、愛の力ってすごい……」


　ンなわけねぇだろ……


　という言葉を言う気力さえ、ライナにはもうなかった。そんなげんなりした様よう子すのライナに、ハミンはなにを勘かん違ちがいしたのか、


「あ、ごめんなさい。夜は二人の時間ですものね。私ったら、女のくせに、お二人の邪じや魔まをしちゃって……」


　そしてなぜか顔を赤らめて、


「今日は野宿じゃなく、ちゃんとしたベッドですし、その……私たちにはかまわず、フェリス様。ライナ様をひいひい言わせちゃってくださいね。じゃあ、あとは若い二人に任まかせて……うふふ。爺じい、いきましょう」


「はい。お嬢様」


　バタン。


　と、部屋の扉が閉められ、ライナはフェリスと二人、この目がちかちかするほどピンクな部屋に取り残された……


「…………」


　なんとなく……


「えーっと……」


　気まずい雰囲気。


　男同士用という、趣しゆ旨しが少し違う部屋だとはいえ、そっち方面のために用意された部屋に、男女二人きり……


　それもフェリスは、文もん句くなく、絶ぜつ世せいの美女だ。こんな状じよう況きようで、平気でいられるような男がこの世にいるわけが……いるわけが……


「ふぁ～。ああ、疲れた……眠ねむい」


　ここにいた。彼はいつもとろんとしている目を、さらにとろんとさせ、もう一度大きくあくびをしてからそのままベッドに横になり、


「んじゃ、まあひさしぶりのベッドだし、俺もう寝ていい？」


　が──そんなライナを、フェリスがなぜか、神しん妙みような顔で見つめてきていた。いつもの無表情とは、どこか違うような、真しん剣けんな表情。そんな顔でライナを見つめ、


「ライナ……」


　これまたいつもと違う、色っぽい声。


　その声に思わず、


「へ？」


　顔をあげるライナに、フェリスは一歩近づいてきて、


「もう、私は我が慢まんできない。ライナ[image: ]」


「って？　我慢？　[image: ]？　ちょ、ちょっと……」


　突とつ然ぜんのことに驚おどろくライナ。


　なんだ？　どういうことだ？　こ、これってまさか、口く説どかれてるのか？　でもなんでいきなり？　いままでそんな素そ振ぶりは全然見せなか……


　しかしそこで、ライナの思考が止まる。フェリスが色っぽい、思いつめたような表情になって──いや、なぜか目だけはいつもの無む感かん情じようだが──一歩、また一歩と近づいてくる。


「いや、あのフェリス？　そういうのは、いきなりはまずいと思うぞ俺は。えっとなんていうか、ほら、一いつ緒しよに任にん務むをこなすからには、そういう関係になるのはちょっと……」


　しかしそんなことにはおかまいなく、フェリスは近づいてきて、手に持ったムチを振り上げ、


「へ？……うわァ!?」


　シュグォア！


　いきなり迫せまってきた殺人ムチから、ライナは逃げるようにベッドから飛び降おりる。


　刹せつ那な。ベッドにあった枕まくらが、綺き麗れいに八等分に切り裂さかれ……


　ライナはそれを見て、


「こ、殺す気か!?」


　思わず叫んだ。


　が、フェリスは止まらない。再びムチを振り上げ、


　シュグォア!?


「ぎゃあ!?　ちょ、ちょっとフェリス!?」


　悲ひ鳴めいを上げるライナを無視して、フェリスが一言。


「ん。なるほど。こうか」


　ゴゥウウン!?


　さっきよりもさらに鋭するどさを増ましたムチが迫る。


「っておいおまえ話を……ぎゃああ!!」


　キュゴウゥ!?


「ふふ。当たれば死ぬぞ。虫けらのように逃にげ惑まどえライナ。これでもか」


　ヒュゴァ!!


「く……ど、どんどんうまくなってやがる……うわぁ!?」


　シュゴブルルルゥグアアアア!?


「って、なんだよいまの音は!?　んな音がムチから出るわけ……へ？……」


　そこで、ライナは絶ぜつ句くした。


　いまの一いち撃げきで、床ゆかにとんでもないほど大きな穴あながあいてしまったからだ。穴をのぞきこんでみると、完全に床が抜ぬけてしまい、下の階が見えている……


　こんなムチを食くらったら、一発で跡あと形かたもなく消し飛ばされてしまうだろう……


「…………って、いくらなんでもこれはやり過ぎだろうが！　さすがにこれ食らったら、俺だって死……」


　しかし、ライナの言葉はそこで止まる。ムチを捨すて、ものすごい勢いきおいで迫せまってきたフェリスがライナの口を手で押おさえ、その上から唇くちびるを重ねてきて、そのまま彼をベッドに押し倒してくる。そして──


「いい加か減げんに気づけライナ。さっきからこの部屋は、あのハミンとかいう変へん態たい女おんなにのぞかれている。あの女から金を巻まきあげるには、それなりの振る舞いをして見せねばならないのだ。いい加減、私のムチの犠ぎ牲せいになれ」


　なんてことを、さっきの色っぽい表情とはうって変わって、いつもの無表情で言ってくるもんだから、ライナは……


「ふご！　ふぐふぉふふ！　ふょふぁふへへふへ!?」


　口を押さえられていてまるで言葉にならなかった。ちなみに伝つたえたかったことは、


「うう！　息ができないって！　とりあえず手外はずしてくれ!?」


　というものだったのだが、フェリスは理解したとばかりにうなずいて、


「ん？　ムチは痛いたいから、とりあえず首をしめて気き絶ぜつさせてから、思う存ぞん分ぶん叩いてくれだと？　そうかわかった。ならそうしよう。おまえの任務達成への熱い気持ちは、ちゃんと王に報告しておくぞ」


　言って、ぐいぐいとライナの首をしめつけはじめる。


「うあ!?」


　とっさに両手でフェリスを押しのけようとしたが、なぜか巧たくみに足で腕うでを押さえつけられてしまっていて、まるで力が入らない。




[image: ]


　その間にも、首をしめつけてくる力はどんどん強くなり……


「あ…………う……」


　意い識しきが遠のいていくのを感じた。


　景け色しきがふぁーっと白んできて、妙みように全身の感覚が鋭くなっていく。いままでのいろいろな思い出が走そう馬ま灯とうのように流れて、ああ、お花畑が、お花畑が……


　夜の静けさの中、いろいろな音が、いつもよりもたくさん聞こえてきた。外から聞こえてくるかすかな虫の音。なぜか天井から聞こえてくる、ハミンの、


「すごいわ!?　激はげしいわ!?　愛なのね！　これが愛なのね!?」


　と言う声。そして、さらに遠い場所から、少しずつ大きくなってくる、聞き覚おぼえのある声。その声はどこか懐なつかしく、失うしなった日々に聞いたことがあるようなないような、大切なような、どうでもいいような……


「……イナ……さないんだから……浮……」


　少しずつ、少しずつ明めい瞭りようになってくる、女の子の声。


「ライナ！　もう許ゆるさないんだからね！　浮うわ気きばっかりして！」


　とそこで、


「求めるは雷鳴〉〉〉・稲光いづち」


　瞬しゆん間かん。


　ドゴォオオオオン!?


　激しい爆ばく発はつとともに、部屋の壁が吹ふっ飛んだ。魔ま法ほうによる、部屋の中にいる人のことなんてまるで考えていない、手加減なしの一撃。


　それにフェリスが反はん応のうして、


「またあの女か」


　やっと首をしめつけてきていた力がゆるむ。


　その隙すきをついて、フェリスの足によって押さえつけられていた腕を引き抜き、フェリスの腕を押しのけて、


「ぷはぁ!?　し、死ぬかと思った!?」


「ん。おしかったな。もう少しで極ごく楽らくを見せてやれたんだが……」


「っておまえ!?　気き絶ぜつは？　まさか本気で殺す気だったん……」


　が、そんなライナの言葉は、突然あがった怒ど声せいに遮さえぎられた。


「な、な、なにやってるのよライナ!?　べ、べ、ベッドで、女と抱だき合って!?」


　その声に、ライナはげんなりした。声の主ぬしはもう誰だれだかわかっている。亜あ麻ま色のポニーテールに、愛らしい童どう顔がん。小こ柄がらな体から溢あふれ出る、異い様ような気き合あい。ライナが疲ひ労ろうしきった顔で声の主のほうを見ると、そこにいたのはやっぱりミルク・カラードだった。彼女は小さな体をいからせて、言ってくる。


「さあ説明しなさい！　私ってばもう許さないんだからね！　私というものがいながら、そんなちょっと美人なだけの女に腑ふ抜ぬけにされちゃって！　ね？　そうでしょルーク！」


　すると、後ろに控ひかえていた、これまたいつも、まるで保ほ護ご者しやかのようにミルクに付きまとっている彼女の部下、ルークが、


「…………というか隊たい長ちよう……だんだん言動が露ろ骨こつになっているような気が……」


　とそこで突然、天井にはまっていた花柄の板が、一枚パコンと抜けた。そしてそこからハミンがするりと降りてきて、きっとミルクをにらみつけ、


「人の屋や敷しきに勝かつ手てに侵しん入にゆうしてきてその振ふる舞まい。何者ですかあなたたちは！」


　もっともな言い分だった。なぜかライナたちを、妖よう怪かい並なみの神しん出しゆつ鬼き没ぼつさで、執しつ拗ように追いかけてきている彼女たちは、どんなところにも現あらわれる。今回もどうやって調べたのか、この館やかたへ不法侵入なんて言葉は存そん在ざいしないかのような勢いで突とつ入にゆうしてきて、


「私はローランド帝国『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部隊隊長でもって、ライナと結けつ婚こんの約やく束そくをした、ミルク・カラードよ！」


　指一本突き出して、どどーんって感じで言い放つ。ハミンはそれに顔をしかめて、


「それは聞き捨ずてなりませんね。ライナ様と結婚？　女の分ぶん際ざいで、なんと畏おそれ多いことを。おまけに『忌いみ破やぶり』追撃部隊とは……確たしかに世間では、男×男は、禁きん忌きを破やぶったものとして後ろ指をさされていますが、それは至し高こうの愛がわからない愚ぐ民みんどもの無知でしかありません！」


「そんなこと言って、あんたもライナをたぶらかそうとしている女の一人なんでしょ！　そうはさせないんだからね!!」


「ふん。たぶらかそうとするですって？　なんて愚おろかな人。女の私が、ライナ様のお相手をできるわけがないでしょう？　ライナ様くらいのレベルになると、女なんて汚けがらわしいものには興味ありません。男一ひと筋すじなのです」


　ライナとしては、そんな高レベルになったつもりはさらさらなかったのだが……そこに突っ込む前に、フェリスが真顔で、


「そうだ。だからあきらめろ。おまえは遊ばれ捨てられた女に過ぎない。幼よう女じよから男だん色しよくまで幅はば広ひろくこなすこの悪あく魔まのような男に……」


「…………はぁ」


　もはやどこを訂てい正せいしていいかわからないほどの言われっぷりに、ライナはとりあえずため息をついた。が──ミルクはそんな次々と繰くり出される、フェリスやハミンの言葉に、なぜかわなわなと震ふるえ……


「幼女？　男色？　お、男もライバルなの？……そうなのライナ？」


　続いて後ろに控えていたルークも震えだし、


「や、やはりこの任務は危き険けんだったんだ……隊長、早く撤てつ退たいしましょう！　このままでは、隊長の身ばかりか、私や、部下たちまであの男の危険にさらされます！」


　言って、ルークが後ろに控えていた三人の部下ラッハ、リーレ、ムーを気き遣づかう。


　それにライナはげんなりして、


「ああもう、そういうことでいいや……」


　投げやりに言った。


　しかし、それとは対たい照しよう的てきに、ハミンは喜き声せいをあげて、


「きゃ[image: ]　美少年三人組を守るその心意気……愛なんですね!?　愛なんですね!?　なるほどそういうことですか。すべてはこの女が元げん凶きようなのですね。ライナ様たちや、青年×美少年三人の愛を妨さまたげてきたその悪あく行ぎよう三ざん昧まい……神が許しても、私は決して許しませんよ！」


　というより、どちらかと言うとハミンのほうが神に許されなさそうな気もしないでもないが……ハミンが続ける。


「フェリス様。ライナ様。外に、旅に必要なものをすべてそろえた馬車を用意してあります。それで逃げてください。私はあとから追いかけますから！」


「いや、追いかけなくていいんだけど……」


　という声はとりあえず小声にしておく。


「んじゃいくかフェリス」


「ん」


　と、窓から逃げ出そうとするライナたちに、ミルクが、


「あ！　待ちなさい！　今度こそ絶ぜつ対たいに逃がさな……」


　しかしそこで、ミルクの言葉は遮られる。ハミンがミルクに殴なぐりかかり、


「女のくせに崇すう高こうな愛を理解できない下げ賤せんな輩やからが！　死し刑けいです!!」


　かなり鋭するどい拳けん打だ。それをミルクはとっさにガードして、一歩後こう退たいする。そして、


「ルーク。ラッハ。リーレ。ムー。この変へん態たい女おんなを突とつ破ぱしてライナたちを追います。援えん護ごして！」


『は！』


　ミルクの部下四人が部屋に突とつ入にゆうしてくる。


　が、ハミンは動じずに、


「爺じい！　援護」


「御ぎよ意い」


　と、また天井から声が響き、板がパコンと外れて老紳士が降りてきた。


　それにライナは半はん眼がんで、


「あんたものぞいてたのか？」


「はい。ハミンお嬢様から離はなれないのが私の仕事ですから」


「あんたも大変だなぁ……」


「いや、けっこう楽しんでおります」


　言ってから老紳士は両手を胸で合わせ、


「天在する神に請こう。憐あわれな我われらに、救すくいの炎ほのおを」


　ルーナ帝国特有の、神に力を請うという形式の魔法だ。瞬間、老紳士の周囲に火炎が生まれ……続いてハミンが叫ぶ。


「爺！　なにやってるの!?　美男子四人にヤケドを負おわしちゃだめ！　彼ら四人は愛しあっているのよ!?　この世の至し宝ほうなのよ！」


「む。これは私としたことが！」


　即そく座ざに老紳士は魔法を解かい除じよする。


　この老紳士は、完全に魔法を制せい御ぎよしきっていた。かなりの腕うで前まえだ。それに対してミルクも、やはり通常の術じゆつ師しよりも数段速い詠えい唱しようスピードで魔法を展開し……


　と、そんな、熱いのかくだらないのかいまいちわからない戦いを繰くり広げているのを横目に、ライナとフェリスは窓から外へと出て、ついでに一階に置いてあった高価そうな宝石やらなにやらを無言でごそごそと物ぶつ色しよくしてから、馬車で去さっていったのだった。





　翌よく朝あさ。


　その日はすばらしく快かい晴せいだった。激しい戦せん闘とうの末すえ、ほとんど破壊されてしまった部へ屋やの窓から降ふり注そそぐ陽光を受けながら、ハミンと爺はせっせと後あと始し末まつをしていた。


　気を失っている男四人。ミルクとかいう女が呼よんでいた名前からすると、ルーク、ラッハ、リーレ、ムーというらしい。なかなかの美形ぞろい。ということは間違いなく、四人は愛しあっている。美形の男はすべからく至高の愛とはなにかを知っているのだから。普ふ段だんは同どう僚りようとして、その気持ちをあらわにしないが、せめて夜だけは、人の目がない、夜だけは肩かたを寄せ合って……


「ふふふ。悪くない。悪くないわ。ねえ爺」


「はいお嬢様」


　そんな会話をかわしながら、気を失っているルークとムーを無理矢理抱き合う形にし、同じようにリーレとラッハも抱き合わせる。


　そして、まるで女め神がみのような微笑ほほえみを浮うかべて、抱き合うルークたちを見つめ、


「もう心配する必要はないんですよ。あの女は始末しました。悪あく夢むは終わったのです。あなたたちのすばらしい愛を世間へ知らしめるためのチラシも完成、街に配はい布ふ済ずみですし。あなたたちはもう、なにも隠かくさず胸を張はって生きていけるのです。そうですよね？　爺」


「はい。ここにまた一つ、お嬢様の力で愛が救すくわれました」


「私は至高の愛を守る者。当然の義務を果はたしたまでです。さ、それでは爺、私たちは、フェリス様とライナ様を追いましょうか」


「御意」


　こうして、ハミン・パティの真実の愛を求める大だい冒ぼう険けんは始まったのだった。





　ちなみに、それから数時間後、まるでぼろくずのように床に捨てられていたミルクが目を覚さまし、そして、抱き合って気き絶ぜつしている部下たちを目にして、


「な!?　る、ルーク!?　あなたたちまでそんな!?　って……なに？　この何枚も落ちてるチラシは……いやぁあああああああああ！」


　一人の少女の世界観が、壊こわれかけたのは、また別の話である。







（えきせんとりっく・かっぷる：おわり）







　やつあたり伝勇伝



　都会は危険がいっぱい








　パルは緊きん張ちようしていた。


　こんなことは初めてだった。


　女の子と付き合ったことがないわけじゃない。それでもなぜか、彼女を前にすると、いつも息が詰つまって、顔が赤くなって……


　なにも言えなくなる。


　彼女、フィー・マリナスがにこりと微笑ほほえむだけで鼓こ動どうが速くなって……


　彼女はかわいかった。好みもあるだろうが、彼は村一番だと思っていた。


　短く切りそろえた黒くろ髪かみ。物静かだが、愛あい想そのいい笑え顔がお。いつも楽しそうにしながら、彼女が両親の仕事の手伝いをしているのを彼は見かけていた。


　派は手でな魅み力りよくはないが、お嫁よめさんにしたらこんなにいい子はいないだろう。


　そんな彼女とのお見合いの話が、自分のところに回ってきたのは奇き跡せきだった。


　こんな、自分に。


　ややクセのある茶色い髪に、中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい。


　とくに目だったところがあるわけでもない無ぶ難なんな容よう姿し。まあ、唯ゆい一いつの取り得といえば、スポーツは昔からわりと得意だったが……二十二歳さいにもなって、スポーツが得意だというのが自じ慢まんになるわけもなく……


　温おん泉せん地ちであるこのクローノ村には珍めずらしくない、しがない観光宿の息子むすこという立場。


　そんな自分に、両親の勧すすめで彼女との見合い話がもちあがった。


　そして今回でもう、彼女とのデートは三回目。


　こんな田舎いなか村むらでは、彼女をシャレた場所へ連つれていくこともできないが……


　村むら外はずれの川原で、彼女は少しも陰かげのない笑顔を彼に向けて、


「ここは……風が気持ちいいですね」


「え？　あ……うん。そうだ……ですね」


　思わず敬けい語ごになる。それに小さく笑うフィー。


　そして、


「…………」


　沈ちん黙もく。


　いつもこの調子だった。


　彼女は、しゃがみこんで川の水の流れを楽しげに眺ながめていて、別べつ段だん不ふ快かいに感じている様子はないが……


「あう……」


　このままじゃ、まずいよなぁ。


　なにか喋しやべらなきゃ……ええと、最近なんかおもしろいことは……


　ってああもう、全然思いつかない！


　まるでだめだった。


　彼女を前にすると、すぐに動転してしまって、喋れなくなってしまう。


　おまけに彼女は、そんな彼に、不満一つ言わずに付き合ってくれていて……


　パルはなんとかなにか喋ろうと……


「あ～と……あの……ごめんね。こんなんじゃ、僕ぼくといてもつまんないよ……ね？」


　あげくに出た言葉がこれ。


　ああ……なんてだめな男なんだ僕は……


　はぁ。


　心の中でため息をついた。


　これで、終わりだ。


　彼女は言うだろう。


『うん、つまんない』


　いや、彼女みたいな優やさしい子は、そんなふうに言わないかもしれない。


『ごめんなさい。あなたはすごくいい人だから、私にはもったいないわ』


　ああ、これっぽいなぁ……


　まあね。


　やっぱり無理があったんだよね。彼女とのお見合いの話がもちあがっただけでも奇跡的なんだし……


　少しでも彼女とデートできたんだから……


　それでよしとす……


　が、彼女が川から顔をあげて、彼のほうを見上げた。


　そして……


「全然！　私……パルさんとこうして川原を眺めるの、すごく楽しいです！」


「ああそうだよね。やっぱりつまんな……へ？」


「綺き麗れいですよねぇ。川って……水の流れに太陽の光が照り返して、ふにゃふにゃに動くの。ずーっと見ててもあきないなぁ……」


「は、はぁ……そういうもんかな？」


　と、パルも川を眺めてみる。


　するとそこには、確たしかに太陽の光が川の流れに歪ゆがめられてふにゃふにゃ動いたが……


　別段綺麗だとも思わなかった。


　それよりは、フィーの横顔のほうが、ずっと綺麗だなぁ……


　なぁんてことがズバ！　っと言えるようなら、苦労はしないんだけどなぁ……


　そんなことを、心の中だけで思ってため息をつく。


　そして、やはりまた、なにも言えないままの、無言の時間が流れて……


　ふと、フィーが川を眺めながら、


「でもね、パルさん。私だって、一人で川を眺めてたら、こんなに長い間ずっと眺めてるなんてことは……できないと思います」


　彼女の声は、なぜか少し震ふるえていた。小さく、呟つぶやくような声で、しかし、ちゃんと聞こえる声で彼女はそう言ってから……


　もう一度、こちらを見上げてくる。


　すると彼女は、うっすら顔を赤らめていて、小さく笑い、それからぺろっと舌したをだした。


「あは。ちょっと、さっきのはぶりっこすぎちゃったかなぁ？　川をずーっと見ててあきないなぁなんて……やっぱりそんなの噓うそです。本当は私、パルさんと一いつ緒しよ……」


　そんなことを言いだす彼女。


　瞬しゆん間かん、パルの頭は真っ白になった。


「って、え？　あの……なにそれ!?　ああ!?　ちょ、ちょっと待って！　そこまで!?」


　彼女の言葉を遮さえぎって、あわててパルは叫さけぶ。


　そのまま後ろを向き、彼女の目から顔をそらして、わけのわからなくなっている頭で必死に考えた。


　なんだ？　いまのなんだ？


　なにが起こってる？


　いまのって、その、そ、そういうことだよな？


　あ、でも、


『川をずーっと見ててあきないなぁなんて……本当は、私、パルさんと一緒……』


　この続きって、パルさんと一緒で、退たい屈くつしちゃってるんですってことじゃないのか？


　ああ、しまった。やっぱり途と中ちゆうで止めないで、最後まで聞いとけば……


「…………」


　しかし、そこでパルは激はげしく頭を振ふった。


　なに言ってんだ。ここで、彼女に全部言わせていいわけない。


　それじゃ、村の笑い者だ。


　僕は……男なんだ。


　もしだめでも……


　彼は決意を固めた。やるしかない。


　一度大きく息を吸すってから……


　パルは勢いきおいよく、彼女のほうを振り返った。


　そして、


「あの……フィーさん！」


　あう……声が裏うら返がえった。


　でも、彼女は笑わない。


　彼のほうを見つめて、


「はい」


　小さく、うなずく。それを確かく認にんしてから、


「僕は……その、たいした取り得もないし、お金持ちでもないし、退たい屈くつな男だけど……もしあなたがいいなら…………結けつ婚こんを前ぜん提ていに付き合ってくれませんか!?」


　言いきった。全然かっこいいセリフとかは言えなかったけど……


　それでも言った。


　あとはもう、彼女しだい……


　そして、彼女の答えは……


「………………わ、私のほうこそ、ふつつかものですが……よろしくお願いします！」


　彼女は少し恥はずかしそうに、でも、めいっぱいに嬉うれしそうな笑え顔がおで、頭をぺこりと下げてきて……


「………………やったああああああああ!?」


　パルは、もうこれ以上ないというほどの、幸せの絶ぜつ頂ちようにいた。








　その幸せが、長くは続かないとも知らずに……





　　　　★





　竜りゆうがいる。


　大地から竜が生はえている。


　そんな異い常じような光こう景けい。


　さらにそれが、とんでもない無む責せき任にんによって放置される光景。





　悪あく夢むのようだった。


　そして世界は、そんな無責任によってなんだかもう、やたら侵しん蝕しよくされ始める……





　　　　★





　時と場所は移うつって。


　パルはクローノ村ではなく、ネルファ皇こう国こくの中でも有数の大都市、ランカースにいた。


　商店街の片かた隅すみに立ち、どこか切せつ羽ぱ詰つまった表ひよう情じようで、


「くそ。くそ……なんでこんなことになっちまったんだ……フィーと、幸せに暮くらすはずだったのに……」


　そううめく。


　彼が……いや、彼らが置かれている状じよう況きようは、最悪だった……


　パルのまわりにはいま、二人の男がいた。


　トランとビート。


　二人ともパルの幼おさななじみで、やはりパルと同じ、クローノ村で観光宿をやっていた。


　おまけに同時期に彼女ができて、それならいっそ、三人同時に合同結婚をしようなんて話になっていた彼らが……


　なぜいま、こんなにも暗い表情で、大都市の片隅に立っているのか……





　その不幸は、あの日にはじまった。





　あの日、まるで観光客が村にこなかった日から……


　クローノ村は観光で食べている村だった。


　それほど有名な温おん泉せん地ちというほどでもないので、普ふ段だんから人出がそうあるわけじゃないのだが……


　それでも、年三回ある観光シーズンには、一年の稼かせぎをほぼ稼ぎだしてしまうほどのにぎわいをみせる。


　というよりむしろ、この三回で一年分稼げなければ、生活していけないと言ったほうがいいかもしれないが……


　そして、彼らが結婚をひかえた一か月前が、ちょうどその、観光シーズンだった。


　当然パルも、トランも、ビートも、大おお勢ぜいの客にそなえて大量の仕入れをし、準じゆん備びに余よ念ねんがなかった。


　今回はフィーも手伝ってくれて、忙いそがしいながらも、パルは幸せを感じたりして……


　なのに。


　シーズンがきても、観光客はまるで村を訪おとずれなかった……


　パルも、トランも、ビートも、いや、村全体が、それに動どう揺ようした。


　いままで、こんなことはなかったのだ。


　異い常じよう事じ態たい。


　いや、異常というよりも、悲ひ惨さんだった。


　観光地に観光客がこない。


　それは、村の消しよう滅めつすら意味した。


　この事態になんとか対たい処しよしようと、温泉宿連れん盟めい──といっても村には三さん軒けんの宿しかないのだが──の各代表、パル、トラン、ビートは、酒場に集まることになっていた。


　最初にパルが酒場に到とう着ちやくした。


　続いてトランが……


「おいパル！　いったいこりゃ、どうなってやがるんだ！」


　酒場に入ってくるなり、叫さけんできた。


　目の下にはくまができている。かなり切羽詰まっているようだった。


　当然だ。


　シーズンを見込んで、大量に仕入れをしてしまっているのだ。


　客がこなければ、その支し払はらいはできない……


　そうなれば、温泉宿は潰つぶれてしまう──どころか、フィーや、トランやビートの彼女たちも、借金のカタにとられかねないのだ……


　こんな状況で、夜、眠ねむれるわけがない。パルだって、ここのところ毎日夜中まで金きん策さくに駆かけ巡めぐっているのだ。


　まるで成果はないが……


　パルは憔しよう悴すいしているトランの顔を見つめてから、


「……メールちゃんはどうしてる？」


　聞いた。メールというのは、トランと結婚する予定の、やはり彼らと幼なじみの、気の強い女の子だ。


　彼女のことを聞くと、トランは顔をしかめて言った。


「…………昨日、出入りの業者の奴やつがきてな。もし金が返せないようなら、メールを連つれていくと脅おどされたよ……それなのにあいつは……俺おれのこと毎日励はげましてくれてな……いつもは文もん句くばっかり言ってる奴なのにな」


「いい子だなぁ……」


「…………」


　パルがそう言うと、トランは無言で彼の前にあった杯さかずきを奪うばって、それをあおってから……


「とにかく、このままじゃまずい……いったいなにが原げん因いんなんだ。原因もわからなきゃ、対処のしようも……」


　と、そのときだった。


　突とつ如じよ酒場にビートが駆かけ込んできて、


「おい、パル！　トラン！　わかったよ！　急に客がいなくなった原因が！」


　その言葉に、パルとトランは顔を見合わせ、勢いきおいよく立ちあがった。





「今日、村を通りかかった行商の人に聞いたんだけどね……」


　ビートは席につくなり、話し始めた。


「この村からネルファの王都をはさんで向こう側にある、ホープネルって村、知ってる？　なんか、そこに、ほとんどの観光客が流れてるらしいんだ」


　それを聞いて、トランが、


「ホープネル？　なに言ってんだよおまえは。なんであんな田舎いなかの村に客がいっちまうんだ？」


　クローノ村も十分田舎なのだが、それはこのさい棚たなあげである。


　続いてパルもうなずいて、


「だな。あの村は確たしか、製せい綿めんで生計を立ててる村だろう？　観光客が流れるほどの目玉商品があるなんて話は聞かないぞ。それにあそこは、ローランド帝てい国こくも近いし、それほど治安がよくないはずじゃないか……」


　そうなのだ。


　この国のずっと南に位置するローランド帝国は、最近エスタブール王国という大きな国も軍事的に制せい圧あつして、さらに巨きよ大だいになった危き険けんな国のはずなのだ。


　トランが吐はき捨すてるように言った。


「まあ、最近になってローランドの王が若わかい奴に変わって、ネルファの王と親しん睦ぼくを結んだらしいが……俺は信じないね。あそこの国は、貴き族ぞくが腐くさってやがる。悪い噂うわさしか流れてこねぇしな。俺はとてもじゃないが、ローランドに近いホープネルの村なんて危あぶなくていく気がしないね。ほんとにあんな村に客が流れてんのか？」


　しかしそれにビートが、


「でも、本当なんだよ。それが、とんでもないことがホープネルの近くで起こってさ……」


「とんでもないこと？」


「なんだよそりゃ？」


　それにビートはうなずいてから、一ひと呼こ吸きゆうおいて……


「うん。なんか、信じられない話なんだけど……ホープネルの村に、竜りゆうがでたらしいんだ……」


　そう言った。


　瞬しゆん間かん、


『………………はぁ？』


　パルとトランはそんな間ま抜ぬけな声をあげた。


　それからパルが、


「竜？……っておまえ、あの……竜？」


「うん。あの竜」


　続いてトランがため息をついて、


「……はぁ……おまえなぁ、いまはそんな冗じよう談だん言ってる場合じゃないんだぞ？　んなもんいるわけないだろうが」


「でも、いるらしいんだよまじで。冗談じゃないんだ」


　ビートが真しん剣けんな表ひよう情じようで言う。どうやら本気のようだ。


　パルは腕うで組ぐみして、


「それは、よくある、あれじゃないのか？　ロッカ湖で、巨大竜ロッシーの影かげを見かけた！　とか、そんな噂が流れて、昔流は行やったことがあったろう？　でもあんなデマの噂なら、すぐに客が戻ってくるな……どうせ、ロッシーなんかいるわけないし……」


　しかし、ビートは緊きん張ちようした、真剣な顔のままだった。


　そして……


「それが……デマなんかじゃなくて、ほんとにほんとなんだって。噂とかじゃなくて、行商の人も、見てきたらしいんだ」


　しかしその言葉に、トランが鼻で笑った。


「は！　それで噓うそだってバレたな。竜を見てきた？　竜ってのは、本とかおとぎばなしどおりなら、すげぇやばい化ばけ物ものだろ？　んな危ねぇもん、そう簡かん単たんに見物できるわけねぇじゃねぇか。喰くい殺ころされちまわぁ」


　が……


　ビートはやはり、緊張した表情のままで、


「それが……危なくないらしいんだよ。なんでも、全然動かないまま、地面に生えてるんだって……」


「…………はぁ？　生えてる？　って、なにが？」


「竜が」


「竜がなにから生えてるって？」


「だから、竜が地面から生えてるんだって」


　それに、パルとトランはまたも顔を見合わせてから、


「って、竜が生えて、なにするんだよ？」


「なにもしない」


「じゃあなんのために生えてるんだ？」


「さぁ？　とにかく、ただ生えてるんだ」


「いったい、なんの意味があんだよそれ」


「そんなのわかんないって。とにかく生えてるんだ」


『………………』


　意味がわからなかった。そんな突とつ然ぜん彼らを襲おそった不幸の原因が、なんの意味があるとも思えない現げん象しようによって引き起こされているとは……


　パルが、最後に確かく認にんするように聞いた。


「それはほんとに本当なのか？」


　するとビートはまじまじとうなずいて、


「間ま違ちがいないよ。もう、古くからうちと取引してる行商の人だから……」


『…………』


　また沈ちん黙もく。


　信じられない話だが、どうやら本当のようだった。


　竜が、意味なく生えて、おまけに観光してくれとばかりになにもしないという……


　そんな……


　トランが叫さけんだ。


「そんなバカな話があんのか!?　竜なんてハタ迷めい惑わくなもんがいたんじゃ、客も帰ってこねぇぞ。このままじゃ、家族を養っていけねぇじゃねぇか」


『……………………』


　トランの言葉に、さらに沈黙が訪おとずれて。


　そのまま、三人は沈ちん痛つうな表情でうつむいてしまった。


　家族が養えない……


　その言葉が、胸むねを刺さす……


　しばらくしてから、パルが言った。


「……落ちこんでても、どうにもならないな。じゃあ、そのはた迷惑な竜が原げん因いんだとしてだ……どうやったら、いまの状じよう況きようを打開できるかを、考えてみるべきだな。その竜のせいで観光客がこなくなったのなら、その竜をどうにかできないかな？　もしくは、竜よりもすごい、名所みたいなのを、この村にも作るとか……」


　が、トランがしぶい顔のまま首を振って、


「そんな悠ゆう長ちようなことやってらんねぇから……深しん刻こくになってんだろ。シーズンを見込んで俺たちは、仕入れをしちまってんだ。その支し払はらいはシーズン明けって決まってる。もちろん先さき延のばしもいままではできたが……今回のこの客がこない状況を見て、業者が先延ばししてくれるとは思えないな。そうなれば……」


　そこで言葉を止める。


　しかし、その先の言葉はもう、三人ともが、わかっていた。


　いますぐにでも支払いの金を用意できなければ、宿は潰つぶれ、フィーは借金のカタに連れていかれる……


　もしくは、彼女を連れて、夜よ逃にげするか……


　どちらにせよ、フィーには辛つらい思いをさせることになりそうだった……


　しかしそれを打開できる方法も、時間も、まるでなかった。


　そこまで考えて、はぁっとパルは小さくため息をつく。


　とそのとき、ふと、ビートが言った。


「……僕は、彼女に辛い思いをさせたくない」


　それにトランが、


「んなもん、俺だってパルだって、そうに決まってるだろうが。でも、どうしようもないことってのもあんだよ。もう、あいつを守るには……夜逃げくらいしか……」


「ううん。一つだけ、方法があるんだよ。昨日、出入りの業者に彼女を連れていくぞって脅おどされたときに、ふと思いついたんだけどね……ああ、でも、すごく危き険けんな話なんだ。すごくひどい話だし。でももしそれが成功すれば、儲もうけもたぶん、大きい……いや、やっぱだめだこんなの。ごめん忘わすれ……」


　が、その言葉をパルは遮さえぎっていた。


　もう、事じ態たいは選せん択たくの余よ地ちがないところまできてしまっていた……


　そして、


「話してくれ」


「…………」


　それに、ビートは話しはじめた。








　そうして再び時は戻もどって、大都市ランカース。


　その活気あふれる商店街の片かた隅すみに、彼らはいた……


　緊きん張ちようした面おも持もちで、人波を眺ながめ続ける。


　あの日、ビートがした話は、こういうことだった。


「借金のカタに、彼女を連れていかれる……その言葉で思ったんだけど、当然、彼女を買い取ってくれる業者がいるってことだよね？　ってことは、僕らがその、買われる人間を調達してきてさ、売れば、すごい儲けになるんじゃないかな？」


　ようは、誘ゆう拐かいして、人買いに売っぱらおうという……


　とんでもない話だった。


　その後、あらためて出入りの業者に話を聞きにいってみると、それなりの素そ材ざいを連れてこられれば、ビートの考えたとおり、かなりの値ね段だんになるらしいことも教えてくれた。





　女。それも綺き麗れいどころなら、場合によってはとんでもない値段になるし……


　他にも子こ供ども。そういうのが趣しゆ味みの金持ちなんかでは、莫ばく大だいな値段で取引されているらしい……


　しかし、その業者はこうも言っていた。


「でもまあ、おたくらは、うちともつき合いが長いですし、アドバイスさせてもらうと……もしそこまでする度ど胸きようがあるんなら、誘拐した人間を人買いに売るより、家族に脅きよう迫はく状じようを送りつけたほうが、全然わりはいいですけどね……人買いなんかに売るよりは、後味もいいでしょ？」


　それで、決まりだった。


　ただ、なぜ宿屋に茶ちや菓が子しを入れている業者がこんなにも裏うら業ぎよう界かいに通じてるのかが不思議……というよりもむしろ不安だったが……


　そんなことを考えている余よ裕ゆうはいまの彼らにはないのだ。





　そういうわけでパルたちは、暗い表ひよう情じようで、街をいく人間を眺ながめていた。ターゲットを捜さがさなければならない。


　最初ビートが、抵てい抗こうする力のない、子供かなんかを誘拐したらどうだろうと言ったのだが……それにはなぜか、トランが反対した。


「そりゃひどすぎんだろう。せめて大人にしようぜ？　もし俺に子供が生まれてたらと思うと……絶ぜつ対たいにそんなひどいことはできねぇよ……親おや御ごさんが心配する」


　するとパルもそれにあっさり納なつ得とくし、


「言えてる。俺も子供はだめだな」


　ビートもそれにうなずいて、


「そうだね。言われてみれば、そんな気もする……」


　変なところで三人とも理り性せい的てきだった。


　そんなわけで、いま彼らは、誘拐して、身みの代しろ金きんをたくさんせしめることができそうな、結けつ婚こんをしていない、ぱっと見、美しく見える女の子が目の前を通るのを待っていた。


　妙みように制せい約やくが多いような気もするが……


　だが、結婚をしていない、見た目の美しい女の子をターゲットにしたのにはそれなりの理由がある。


　まず、女の子は、子供の次に力が弱いだろうし、見た目が美しいということは、アクセサリーやら服ふく装そうやらが凝こっていて、おまけに美び容ようにもお金がかけられてて……


　ようは金持ちであろうという考えからだった。


　ちなみに結婚をしていない、というのは、もし自分たちの嫁よめが誘拐されたらと考えたら、あまりに気の毒でとても結婚している女の子を誘拐することはできないとか、トランが言い出して……


「なるほどそんなような気がしてきた。な？」


「うん」


　と──


　どこか安あん易いな発想で、計画は進む。


　とにかく、そんなこんなで三人は眼がん光こう鋭するどく、商店街をにらみつけていた。


　そのまま、しばらくの時間が過すぎて。


　そして突とつ然ぜん、


「あ……」


　小さく、トランが声をあげた。


　続いてビートもトランが見ているほうを向いて、


「うわぁ……なにあれ……」


　最後にパルが、その言葉につられてそちらを見て……


「……………………」


　言葉を失った。


　そこには、信じられない生き物が歩いていた。


　人……には見えない。


　あれは……


「女め神がみか……？」


　パルは思わずそう呟つぶやいていた。


　街を、若わかい女が歩いていた。


　日差しに輝かがやく、流れるような、長い金色の髪かみ。異い常じように整ととのった顔に、スタイル抜ばつ群ぐんの華きや奢しやな体。


　その顔に表情はなく、なぜか、ひどく冷たい印象を受けるが……


　切れ長の青い瞳ひとみは、神しん秘ぴ的てきな魅み力りよくをたたえている。


　そして。


　彼女が歩くだけで、人ごみが割われていた……


　男たちは欲よく望ぼうの眼まな差ざしで、女たちは羨せん望ぼう……どころか、陶とう酔すいの眼差しで彼女を見つめ……


　そして全すべての人が振ふり返っている。


　信じられない美び貌ぼうだった。


　完全に、人にん間げん離ばなれしている……


　と──


　一人の、笑え顔がおが異い様ように爽さわやかな、それでいて、ひどく頭の軽そうな男が、彼女に声をかけた。


「よう姉ちゃん。すげえ美人だなぁ。一人？　もし暇ひまだったらどこかで食事でもしない？」


　瞬しゆん間かん。


「失せろ」


　美女がまったく抑よく揚ようのない口く調ちようで言い捨すてた。


　容よう赦しやなし。


　ナンパなんかは絶ぜつ対たいに無理そうだった……


　しかしそう言われた男は、なぜか満足げだったが……


　それはともかく。


　続いて二人組の、黒いスーツを着込んだ、妙みように日に焼けた感じの男が美女に近づいていく。


　健康的な黒い肌はだと、胸むねをはだけたスーツが妙にミスマッチで、気持ちが悪い。


　男の一人が、黒い顔の中から、きらりと白い歯を光らせて、言った。


「ちょちょちょっとちょっといいかなぁ～？　君、すごいかわいいねぇ～。君なら絶対、うちの店のトップになれると思うんだ。うちにきてくれない？」


　その言葉に、ふと、美女が足を止める。


　そして、やはり抑揚のない声で、


「……店？　なんの店だ？」


　瞬間、なぜか周囲から落らく胆たんの声があがった。


　それを気にせず、黒スーツの男が言う。


「ナイトクラブなんだけどね……君くらいのレベルなら、待たい遇ぐういいよー。いや、うちの社長に気に入られれば、働かなくてもすごい暮くらしができるかも。とにかく一度きてみて」


「……ふむ。ナイトクラブ……か。そこは、だんごと茶はでるのか？」


「はぁ？　だんご？　茶？……ってなにそれ。ずいぶんと、渋しぶい趣しゆ味みだねぇ。まあ、それはないけど……でもうまい料理はあ……」


　途と端たん、


「興きよう味みない」


　再びすたすたと歩き出す美女。


　それにほっとする周囲の群ぐん衆しゆうたち。


「え？　あ、ちょっと待てって。酒もあるよ？　これがまたうまい酒なんだから！　だから……」


「……黙だまれ。耳みみ障ざわりだ。それ以上喋しやべれば、殺ころす」


「…………あう……」


　もう、ミもフタもなかった。


　そのまま美女は、路ろ地じ裏うらへと入っていった。





　と同時に。


　トランが言った。


「あの子にしよう」


　それにパルは、


「へ？……って、誘ゆう拐かい、するのか？　あの子を……？」


「ああ。あの子は美人だった。ってことはきっと、美容に相当金をかけてるだろう。なんか、あんまり美人すぎて、服装とかに目がいかなかったけど、あんだけ美人に見えたんだ。きっと服にも金かけてる。金持ちだぞ」


　が、その意見にパルは首をかしげて、


「そうかぁ？……なんか、そういうのとはもう、根本的に次元が違ちがうような気がしたけどなぁ……なんか微び妙みように、性せい格かくも悪そうだし……」


　すると今度はビートが、


「性格悪い＝金持ちの証しよう拠こじゃない？」


「ああ……それはあるかもしれないけど」


　などなど、妙みように偏へん見けんに満ちた会話をしながら……


　トランが言った。


「よし！　そうと決まったら、さっそくいくぞ！　路地裏からまた商店街にでられると、やっかいだ。じゃあ、手はずどおりに」


『おう』


　そして、彼らは美女を追って、路地裏に入っていった。





　彼らが立てた計画はこうだった。


　まず、ターゲットを取り囲んで、ついてくるように脅おどす。そしておとなしくなったところで、布ぬの袋ぶくろをかぶせる。それで周まわりを見えなくしてから、す巻まきにし、かついでここのところ毎まい晩ばん野宿に使っている広場までつれていく……


　もしも、もしも万が一、相手が激はげしく抵てい抗こうした場合は、奥おくの手てとしての、脅すための刃は物ものも購こう入にゆうしてあるし……


　もちろん、極力使いたくないが……


　準じゆん備びはすでに万ばん全ぜんだった。


　あとはやるだけ……





　路地裏には美女が歩いていた。


　そこに一直線にトランとビートが駆かけていき、彼女の前と後ろに立ちふさがる。


　そして側面にパルがつく。


　女が前、後ろ、どちらに逃にげようとしても、対たい応おうできる位置。


　男が三人も取り囲んでいるのだ。これでもう逃にげ道はない。


　なのに……


　女は立ち止まらなかった。


　さも、彼らが見えてないかのように、まっすぐと歩いていこうとして、


「っておい！　俺らが見えてねぇのかよ！」


　トランが叫さけんだ。


　すると美女はふと、足を止め、トランを見つめてきた。そして、


「……見えている。で？」


「いや……で？　って言われても……その、じゃあ、俺たちと一いつ緒しよに、きてくれないか？」


「……だめだ。これからだんごの特売があるのだ。私は急ぐ」


「あ、急ぐのか。そうか。それじゃあ……」


　と、なぜか急に気弱になって、女に道を譲ゆずろうとするトランに、パルとビートは慌あわてて、身み振ぶり手振りで抗こう議ぎした。


『なにやってんだよ！』


　するとトランは肩かたをすくめる。あれは、


『だって、この女、全然俺たちをびびんねぇんだもんよぉ』


　の意だ。


　それにパルが頭を抱かかえてから、


「ったくトランの役立たずが。おい、ちょっとあんた。こっち見ろ」


「ん？」


　それに女がこちらを向く。やはり、とんでもない美人だった。


　氷のようにまったく感かん情じようを映うつしていない瞳ひとみ。


　それがこちらを向いてきて、一いつ瞬しゆんたじろぐが……


　パルはがんばった。


　懐ふところから刃物をチラリと出して、


「そういうわけだ」


　言った。こんな野や蛮ばんな方法は使いたくなかったのだが……


　これで、この女も少しはおとなしくなるだろう。こんな人気のない路地裏で、男に囲まれて、刃物まで見せられたのだ。


　女は当然恐きよう怖ふにおののいて……


　美女が、いまおかれている状じよう況きようを理り解かいしたのか、うなずいて言った。


「……ふむ。包丁なら必要ないな。私は料理をしない」


「……は？　いやあの……」


「……ではもう用がないのなら、私はいくぞ」


　そうして再び歩き出そうとする美女。


　それに……


　ビートがうんざりしたような声で言う。


「ああもう！　二人ともだめだなぁ！　この子ちょっとズレてるみたいだから、強行手しゆ段だんでいくよ！　ほら、トラン、布袋！」


「お、おう！」


　トランが気弱げに言った。やはり、女の子相手に、男三人が力ずくでというのは、いまいち気が引けるのだ。


　でも、仕方ない。


　パルも意を決して、懐から刃物を完全に取り出した。それを美女へ向けて、


「これからおまえを誘ゆう拐かいする。おとなしくしないと、痛いたい目みるぞ！」


　相手の気き勢せいをそぐように、怒ど鳴なりつけた。


　すると女は、こんどこそやっと事じ態たいを理解したのか、


「……ああ、なるほど。誘拐か。世界が崩ほう壊かいしてしまうほどの私の美び貌ぼうをはく製にして、保ほ存ぞんしたいというおまえたちの気持ちもわからないではないが……」


　そこにトランが布袋を持って襲おそいかかった。


「なにわけのわかんねぇことを言ってやが……」


　が……その瞬しゆん間かん。


　女の姿すがたがかすんだ。そのままトランの手が、空くうを切る。


「え？」


　トランが振り下ろした場所に、女はいなかった。


　そして……


「だが、はく製になってしまっては、だんごの特売に間に合わないからな……あきらめてくれ」


　いつのまにやら、彼女の姿は、路ろ地じ裏うらの出口にあった。


　信じられない動きだった。


　動きが速いとか、そんな次元じゃないのだ。


　動きが……まるで見えない……


　おまけに、パルが持っていた包丁はいつのまにか奪うばわれており……


　化ばけ物ものだった……


　言ってることは、だんごの特売だ、美貌をはく製だと、いまいちわけがわからなかったが……


「い、いったい……何者なんだあいつ……」


　パルがうめくように言った。


　続いて、トランが、


「くそ！　あきらめてくれって言われて、あきらめられるほど、俺おれらは余よ裕ゆうねぇんだよ！」


　と、やはり懐から刃物を取りだし、女に襲いかかろうとする。


　が──


　女は包丁を軽く、振り回した。


　途と端たん、左右にあった建物の壁かべが、噓うそみたいにすぱすぱと切り裂さかれ……


　壁が、そのままくり貫ぬかれて倒たおれてくる。


「と、トラン！　逃にげろ！」


「うわ、わわ!?」


　瞬間、危あやうくトランはその瓦が礫れきに押しつぶされそうになりながら、地面を転がってそれを避けると……


「う、噓だろ……」


　呆ぼう然ぜんと言った。


　パルも、ビートも、もう言葉もなかった。


　いや、恐怖に見入られて、声が出せなくなってしまっていた。


　こんな包丁で……壁を切り裂くなんて……


　ありえなかった。


　自分たちは、とんでもない化物に手をだしてしまったのだ……


　殺される。そう思った。もうだめだ……


　が、女はそんな彼らを見て、満足げにうなずいて、


「……なるほどな。そのしつこさ……おまえたちの正体はつかめた。おまえたちも、特売だんごを狙ねらっている輩やからだな。だが、相手が悪かった。私のだんごへの情じよう熱ねつは、もはや誰だれにも止められないのだ。そして私はいく。もし、もう一度私のだんごへの道を止めたいと思うのなら……次は、命をかける覚かく悟ごをしろ」


　そしてなにやら満足げにうなずくと、歩き去ってくれる美女。


　その美女の後ろ姿に、命をかけようと思う者など、いるがわけなかった……





　数分後。


　彼らは再び、商店街の隅すみに立っていた。


　トランが言う。


「って、聞いてねぇぞ！　なんなんだあの化物は!?　都会の女は、みんなあんななのか？　そうなのか？」


　よほどショックが大きかったのか、半泣きだった……


　続いてビートもぶるぶる震ふるえながら……


「うう……おまけにこっちは誘拐するぞって言ってるのに、わけわかんないことばかり言うし……だんご？　特売？　何語なの？　僕たちが田舎いなかもののせい？　それともあれが、都会語なの？」


　ひどく混こん乱らんしているようだ。


　計画は完全に失敗。


　パルも動どう揺ようを隠かくせなかった……


「まさか、都会の女があんなにも危き険けんな生き物だったとは……」


　さっきの、冷たい美貌を持った女とは対たい照しよう的てきな、フィーの優やさしく笑った顔が頭に浮かぶ。


　そして心底、自分は都会に生まれなくてよかったと、パルは思った。


　いくら尋じん常じようじゃないほどの美人だといっても……


　あれじゃあ……


　命あってのものだねという言葉もあるし……


　パルはさっきの恐きよう怖ふの後こう遺い症しようが残る、震える声こわ音ねで言った。


「と、とにかく……ターゲットを選び間違えたな……やっぱり……『都会の女』なんていう、レベルの高い獲え物ものを最初に狙ったのが、間違いだったんだ」


　するとトランもそのとおりだとばかりにうんうんうなずいて、


「た、確たしかに……まさか、都会の女が、あれほどイっちゃってるとは思ってなかったしな……なんかめちゃくちゃマイペースで、ほとんど、会話も通じなかったし……」


「だね。あれが都会でよく言われてる、イけてる女ってやつなのかな……？」


　そのビートの言葉に、


『都会の奴やつらの考えは、わかんねぇなぁ』


　パルとトランは首をかしげた。


　まあ、それはともかく、ビートが続ける。


「だけど、僕ぼくらはこんなことで、誘拐をやめるわけにはいかないよ？　もう、これが成功しなきゃ、明日はないんだ」


「……わかってるよ」


「じゃあ、もう覚かく悟ごを決めよう。もともと、選えり好ごのみできるような状じよう況きようじゃなかったんだ。今度こそ、ちゃんとやるよ。いいね？」


　それにパルとトランはうなずいて……





　そんなわけで、彼らは商店街の片かた隅すみで、またまた目を光らせていた。


　今度のターゲットは、子こ供どもだ。


　やっぱり、誘ゆう拐かいといえば子供と相場が決まっているのだ……


　もう、子供を誘拐したら、親おや御ごさんが心配してかわいそうなどと甘あまいことは言ってられない。


　やるときゃやるぞと闘とう志しを燃もやして、三人は目標を探さがした。


　少しでも、金を持っていそうな子供。


　そしてなるべく純じゆん粋すいそうな──悪く言えばあっさり騙だまされそうな、世間知らずな子がいいと話し合っていた。


　おまけに今度は、刃は物もののかわりに、ちゃんと対子供戦用のアイテムも用意してあるし。


　準じゆん備びは万ばん全ぜんだった。


　あとは、ターゲットを見つけるだけ……





　とそこで。


「あ……」


　あの、危き険けんな美女を見つけたとき同様、またも小さくトランが声をあげた。


　続いてビートもトランが見ているほうを向いて、


「あ、かわいいね……」


　最後にパルが、その言葉につられてそちらを見て……


「ほんとだかわいい」


　思わずそう呟つぶやいた。


　そこには……


　一人の少女が、妙みようにご機き嫌げんで、ふんふん♪　と鼻歌をうたいながら商店街を歩いていた。


　つぶらな赤い瞳ひとみに、きめの細こまかい肌はだ。


　たまに、鼻歌にあわせて軽く頭を振ふると、そのたびに左右に揺ゆれる亜あ麻ま色いろのポニーテールがまたかわいらしい……


　そして、幼おさなさ炸さく裂れつの容よう姿し。


　それを見て、


「あれで、どうだ？」


　トランが言った。


　続いてビートも、


「うん。あれなら、いけるかも」


　が、パルはその二人の意見に、少しだけ疑ぎ問もんを感じて、言った。


「だけど……あれほんとに子供……か？　いや、そりゃ僕らよりは年下だろうけど……背の高さからして、僕らが狙ねらってる年ねん齢れい層そうよりは少し高……」


　しかし、パルがそこまで言いかけたところで突とつ然ぜん！


　少女が、鼻歌のノリが極きよく限げんまで高まったのか、


「ふんふふーん♪　ふんふふーん♪　いえい♪　いえい♪　いえーいっ!!」


　腕うでをぶんぶん振ってリズムを取りながら、大声で熱唱しはじめた。


　ちなみに場所は、人で溢あふれ返っている商店街のまっただ中である……


　こんなことをだいの大人がはじめれば、すぐに奇き異いの目で見られ、ある人は無む視しし、ある人は自分の子供に、


「見ちゃいけません」


　などと言って、遠とお巻まきに通り過すぎていくだろう。


　しかし……


　なぜか道行く人々の反はん応のうは違った。


　そんな少女の姿すがたをまるでほほえましいものでも見るような目で見て、


「お嬢じようちゃんお歌が上手だねぇ～」


　だの、


「ほんとかわいい子。でも、こんな街まち中なかに一人ででてきちゃ危あぶないよ」


　だのとちやほやして。


　それに少女は、


「えへへ」


　と、一点の曇くもりもない、純真な笑え顔がおで微笑ほほえんで……


　かわいかった。かわいすぎた!?


　あんな子供が欲ほしい。


　パルは心底思った。


　トランがこちらを見てきた。


　ビートもこちらを見てきた。


　それに応こたえるように、パルは重々しくうなずいた。


「ああ、僕が間違ってた。誰だれがなんと言おうと、あれは子供だ……」


「だろ。じゃ、あれで決まりでいいな？」


　そう言うトランに、ビートが、


「でも、ちょっと待ってよ。いくらあの子が、いまどきちょっといないくらい純粋で騙しやすそうだとしてもさ、お金持ちじゃなきゃ意味がないんだよ？」


「あ、そうだよな。危ねぇ。あのかわいさに、危あやうく騙されるところだったぜ。で、どう思う？　パル」


「ふむ」


　問われてもう一度、パルは少女を見た。


　少女は、


「クマクマクマーがクマってるー♪　ミ、ミ、ミルクとあそぼーよー♪」


　平へい均きん年齢六十歳さい以上の観客たちのアイドルと化して、絶ぜつ好こう調ちようだったりする。


　それに、


「う～ん。どうだろう。すごく性せい格かくはよさそうだよな……お年よりにも優やさしいし……」


　パルがそう言うと、ビートが、


「じゃあ、金持ちじゃないよきっと。だって、金持ち＝性格悪いでしょ？」


　即そつ決けつする。


　パルとトランはその言葉に顔を見合わせて……


「……おまえ、なんかさっきから、金持ちに妙みように偏へん見けん持ってないか？」


「持ってるよ」


　今度も即そく答えが返ってくる。


　それにパルは、


「いや……まあ……うん。あえて深くは追求しないけど……でもじゃあ、あの子を誘拐しても意味ないな」


　が、トランがそこで、


「待て。あれを見ろ」


「え？」


　言われて、パルは再び少女の姿に目をやる。


　すると、いつの間にやら少女のワンマンリサイタルは終わっており……


　彼女は、四人の男たちに囲まれていた。


　その中でも、ひときわ長身の、パルと同じくらいの年とし恰かつ好こうをしているくせに、なぜか白はく髪はつの男が、


「しかし、ミルク隊長はどこへいっても、人気者ですねぇ。楽しかったですか？」


　もうかわいくてたまらないというような、優しげな微笑ほほえみを浮うかべて、少女を見る。


　それに少女も大きくうなずいて、


「おじいちゃんたちも、おばあちゃんたちも、みんな優しいんだもん！」


「よかったですね」


「うん！　ところで、ルークは食料買えた？」


「いえ、それが、なかなか安いところを見つけられなくてですね。ポーラ商店街では飲料水の三割わり引びきセールをやってるんですが……」


　などと、ルークと呼よばれた男は、見た目若わかいくせに、妙みように所帯じみたことを言う。


「でももう少し安い場所を、これからリーレに調ちよう査さしてもらう予定です」


　それに、


「はい。あと少しで、ルーク先せん輩ぱいに言われた通り、この街の価か格かく情じよう報ほうは調べ終わります」


　リーレと呼ばれた、四人の中では、一番クレバーな雰ふん囲い気きの男が言う。


　それに、少女はうんうんとうなずいてから、


「私は、なにか手伝わなくてもいいの？　ミルク荷物持ちとかできるよ！」


　が、ルークは軽く首を振ふって、


「いえ、隊長は少し休んでてください。普ふ段だん、全然遊べてないんですから。荷物持ちなら、ラッハと、ムーにさせますから」


　それに残りの若じやつ干かん年ねん齢れいの低い、少年と青年のあいだのような二人組が、


「おう！　俺たちに任まかせとけって」


「ミルク隊長はいっぱい遊んでてください！」





　そんな会話がなされていた。


　それにトランが言った。


「あんなにいっぱい使用人がいるんだぞ？　やっぱり金持ちなんじゃないか？」


　が、パルは腕組みして、


「う～ん。でも、金持ちが、三割引セールがどうこう言うかなぁ」


　しかし、最後にビートが、


「いや、金持ちは金に汚きたないからね。ああやって、節約節約で、小金をためこんでるんだよ」


「いや、節約は別にいいことだと思うけど……でもまあ、そうだな。金持ちだからって、節約しないわけじゃないしな。あれだけ使用人がいるんだ。きっと金持ちだろう」


　それにトランがうなずいて、


「じゃあ、決まりだな」


「あの様よう子すだと、使用人たちは、いなくなるみたいだし……」


「あの子が人気のないところへいったら、決行だ！」


　そうして、彼らは、使用人たちがいなくなるのを待った。


　そして少女が、いまいちおぼつかない足取りでとことこと商店街を抜ぬけ、公園に入り、五、六歳さいの子こ供どもたちと目め一いつ杯ぱい遊んでから、蝶ちようをふらふら追いかけて、人気のない草むらに入っていくまで待ち続けた。


　そしてついに！


「いくぞ！」


　決行した。


　パルとビートが、なるべく少女を驚おどろかせないように、少女の目の前に回り、ビートは少女が逃にげられないように後ろにつく。


　そして……


「お嬢じようちゃんかわいいねぇ～」


　ビートが、猫ねこなで声で言った。


「ほえ？」


　それに、少女は顔をあげた。そしてしばらくパルとビートの顔をきょろきょろ見てから、


「おにいちゃんたち、誰だれ？」


　聞いてくる。


　本当に、警けい戒かい心しんというものがまるでない、無む垢くな表ひよう情じよう。


　これから、この子を騙だまして、誘ゆう拐かいするのかと思うと、パルは妙に胸むねが痛いたんで、


「あ、いや、えっと、そのぉ…………」


　思わず言葉がたどたどしくなる。


　するとそれにビートがため息をついてから、パルのかわりに言った。


「あのね、お嬢ちゃん。今日はお嬢ちゃんが、いつもいい子にしてるから、お兄ちゃんたちが、ご褒ほう美びをあげようと思ってきたんだよ」


　と、少女の目が輝かがやいて、


「ご褒美!?　なになに？」


「うん。いつもいい子の君には、これをあげよう！」


　言って、ビートは、対子供誘拐用に用意していた、秘ひ密みつアイテムを懐ふところから取り出す。


　瞬しゆん間かん。


「アメちゃんだぁ!!」


　少女が叫さけんだ。


　もう、彼女の目は、ビートが手にしたアメに釘くぎ付づけだった。


　それに、パルは思わずため息をついた。


　あまりにも、あっさり引っかかってしまったから……


　そして、


「ほーらアメちゃんだよぉ。甘あまいんだよぉ」


　と、少女をアメで釣つって誘ゆう導どうしようとするビートをパルは見つめて……


　思った。


　自分にもし子供ができたら、絶ぜつ対たいにこんな怪あやしげな大人についていったらだめだぞと、教育しようと……


　それはともかく。


　ビートが続けた。


「このアメちゃんは、いい子にしかあげることができないアメちゃんなんだ。君は、いい子かな？」


　その問いに、


「うーんと、うーんと。わかんない。いい子かなぁ？　んと、アメちゃんは食べたいけど、でもでも、ミルクはいい子かどうかはわかんないし……」


　そう、戸と惑まどう少女に、ビートは最後の、とどめの一言を言う。


「じゃあ、君がいい子かどうか、テストをしよー。これから、お兄ちゃんの言うことをよぉく聞くんだよ？」


「うん！」


「じゃあ、いい子の君は、お兄ちゃんたちに、おとなしくついてくるよね？」


　本当に、子供を騙だますのは簡かん単たんだった。あとはこのまま、少女を連つれ去って、で、家族に脅きよう迫はく状じようを送る。


　あまりに簡単だった。これは、子供が誘拐の餌え食じきにされるわけだ。これからは、村の子供たち全員を集めて、誘拐に対する防ぼう犯はん意い識しきを高める教育をもっとしないと……


　とか、いま自分がやろうとしていることから目を逸そらすかのように、パルがそんなことを一人考えていたときだった……


　突とつ然ぜん、少女から声があった。


「って…………ああ！　思い出した!!」


「へ？」


　それに驚おどろく三人。


　ビートがあわてて、


「えっと……なにを思い出したのかな？」


　しかし彼女はもう、さっきまでの無警戒な表情ではなくて、敵てき意いのこもった視し線せんで、彼らを見つめていた。


「ルークが言ってたもん！　知らない人から、アメちゃんあげるよとか言われても、絶対ついていっちゃだめだって。その人たちは悪い人だからって。お兄ちゃんたち、悪い人たちでしょ！」


　と、少女はそんなことを言ってくる。


　その言葉に、ビートがあわてて、


「そ、そんなことないよ！　なぁパル。お兄ちゃんたちは、すごくいい人たちだよな？」


「へ？　おまえ、こんなときばっか振ふってくるなよ……えーと、うん。まあ、そうだね。いつもいつも、振られるときは女の子に、いい人なんだけどねって言われ続け……」


「バカ！　んなこといま誰も聞いてねぇよ！」


「あ、あ、そうか……」


　動どう揺ようしてわけのわからないことを言い出したパルに、トランが怒ど鳴なってくる。


　そんな彼らに、ますます少女は不信感を募つのらせた表ひよう情じようで、


「ああ！　やっぱりそうなんだ！　悪い人たちなんだ！　よーしこうなったら、ミルク頑がん張ばっちゃうぞー!!」


　なんてことを言い出す少女に……


　トランが、


「ああくそ。もうだめだ。やっぱ、力ずくでいくしかねぇよ。このままもし逃にげられでもして、あの使用人四人も連れてこられたらやっかいだしな」


「だけど、こんな子供相手に……」


「ぐずぐず言ってる暇ひまはねぇ！　怪け我がさせやしねぇよ！　あの美人の姉ちゃんのときみたいに、頭に布ぬのかぶせて、す巻まきにして連れてきゃいいんだからよ！」


「ああもう、仕方ないか」


　そうして、パル、トラン、ビートは身み構がまえた。


　なぜかそんな大人三人を見ても、少女は余よ裕ゆうしゃくしゃくの表情で、


「ミルクが悪い子たちを、やっつけちゃうんだからねー！　いっくよー！」


『いくぞ！』


　そうして、パルたちは少女に飛びかかった。


　刹せつ那な。


　信じられない出来事が起きた。


　最初につかみかかったトランの右みぎ腕うでを、少女が軽く触さわったかと思うと、いつのまにやら、トランの体が、


「うわ!?」


　宙ちゆうに舞まっていた。


　いや……放ほうり投げられたのだ……


　続いてビートがそれに驚いて、思わず放はなってしまった蹴けりを……


　少女はさらに下から蹴り上げて、体ごとひっくり返す。


「ぎゃあ!?」


　そのままビートは地面に頭をぶつけて気絶。


　最後にパルの目の前に、とんでもない速さで突とつ進しんしてきた少女が、


「もう、悪いことしちゃ、めっ!!」


　かわいらしい声と同時に、みぞおちに強きよう烈れつな拳けん打だをたたき込んできて……


「ぐぁ」


　そのままパルは崩くずれ落ちて……





　あっさり意い識しきを失ってしまった。





　しばらく後。


「って、なんなんだよあの化ばけ物ものは!?　またか、またなのか!?　都会ってのはいったい、どうなってやがる!?」


　トランはもう、半泣きどころか、すでに泣いていた。


　場所は再ふたたび商店街の片かた隅すみ。


　続いてビートもうずくまって頭を抱かかえ込こんで、


「やだ……もうやだよ……」


　震ふるえながら呟つぶやいている。


　パルも蒼そう白はくな顔で言った。


「いま、思い出したよ…………昔母ちゃんが、『都会は危き険けんだから、近ちか寄よっちゃだめだよ。村の若わかいもんたちは、みぃんな都会に憧あこがれてでていくけど、幸せになったなんて話は聞かないんだから』なんて言ってたけど……こういう意味だったのか……」


　もう、恐きよう怖ふだった。


　フィーの存在がなければ、女性恐怖症しようになってしまうんじゃないかと思うほど、最初の美女も、あの幼おさない少女も、異い次じ元げんな存在だった。


　こんな、魔ま物ものたちが巣食う都会のジャングルで、自分たちにはたして、誘ゆう拐かいなんてだいそれたことが、できるのだろうか？


　はなはだ不安だった……


　ここは少し、話し合わなければならなかった。


　パルは、決意を固めた表ひよう情じようで、言った。


「おい。僕たちには、こんな街の片隅で、震えてる暇ひまなんてないんだぞ。もう、どうするかを決めないと」


　その言葉に、ビートが抱え込んでいた頭をびくびくと上げ、パルを見ると、


「き、決めるってなにを？」


「そんなの決まってるだろう。これからどうするかだよ」


「これから……？　そんな……パルはまだ、あんな化物たち相手に、誘拐を続けるつもりなの？　あんなのもう、誘拐できるレベルじゃないじゃん。あの傍若無人めちやくちやぶり。あの唐突あたりかまわずぶり。おまけにこっちの言うことなんてまったく無む視しで突つっ走るし……むしろ化物というより、災さい害がいレベル？　ああ、もう絶ぜつ対たい無理だって。自然には逆さからえないよ」


　言って、再び卑ひ屈くつにうずくまるビート。


　その横で、トランは難むずかしげな表情で、なにか考え込んでいて……


　しかし、彼が考えていることはパルにもすぐにわかった。誘拐が無理なら……残る選せん択たく肢しは、村に急いで帰って、彼女たちを連れて、夜よ逃にげするということ……


　だが、その将しよう来らいはあまりにも暗い。住む場所も、お金も、故こ郷きようも、全部失ってしまう。おまけに借金した相手は、平気で人を売買できるような輩やからなのだ。すぐに追っ手がかかるだろう。それも生なま半はん可かな追手じゃない……


　その道のプロだ。


　殺される可か能のう性せいまであって……


　瞬間、パルは自分が後ろから突とつ然ぜん刺さされて、おまけにフィーを連れていかれてしまう様よう子すを思い浮うかべて、


「ああ、だめだだめだ。やっぱりあきらめるわけにはいかない！」


　頭をぶるぶる振って言った。


　が、そんな彼とは反対に、ビートはあきらめきった表情で、


「でもパル。そりゃ、僕だって夜逃げはしたくないけどさぁ……でも、やっぱ無理だって。あきらめて素す直なおに村に帰ろうよ」


「だが……」


「だがもくそもないよ。あの最初の美人が言ってたろ？　次は、命をかけるつもりでこいって……夜逃げと命……天てん秤びんにかけたら？」


「…………」


　言うまでもなかった。


　やはり、自分たちに残ってる選択肢は、夜……


　が、そこでさっきから無言で考え込んでいたトランが、突然言ってきた。


「なぁ……ちょっと名案がひらめいちゃったんだけど、聞いてみないか？」


　しかしその言葉に、パルとビートはいまいち反はん応のうしなかった。もう、いまさら名案がひらめいたところで、状じよう況きようが覆くつがえるとは思えなかった。このまま、誘拐も成功させられず、といって、彼女を守ることもできず……


「……もうだめだ……」


　すでにほとんど、放心状態だった。


　だからトランの言葉も、最初のうちは聞き流してるだけで……


　トランが言った。


「ちょっと考えたんだけどさ、俺おれら、男じゃんか？」


「うん」


「そうだね」


　パルとビートは適てき当とうにあいづちをうつ。


　トランがそれにうなずくと、


「うん。で、俺らが男ってことは、女のことはよくわかんねぇんだよな？　だって、男なわけだし」


　それに、


「ああ、まあ、そりゃそうだな」


　パルはうなずいた。続いてビートも、


「だね。確たしかにわかんないことは多いよ。僕ぼくなんか、彼女がなんで月に一回必ず同じ時期にあんな機き嫌げんが悪くなるのかとか、理由が全然わかんないもん」


　パルはビートのその意見に、


「あれびっくりするよな。なるべく優やさしくしてあげると、落ちついてくれるけど」


　なんて話が脱だつ線せんしていく二人に、トランが声を大きくして、


「ああもうそんなことはどうでもいいんだよ！　で、だな。ってことは、俺ら男だから、女のことはわかんないわけで、ってことは、女がどんな超ちよう人じん的てきな能力を男たちに隠かくして持っているか……それを俺たちは見ぬけないわけだ。だが、じゃあ、男だったらどうなる？　男だったら、どんな男が弱そうで、どんな男が強そうかくらいは、一目でわかるだろ？」


　そんなトランの説明に、


「な、なるほど」


　パルは思わず納なつ得とくしてまった。


　ビートも急に目を輝かがやかせはじめて、


「それで、弱そうなにいちゃんを見つけて、誘ゆう拐かいしちゃえばいいってことだね！」


　それにトランはうなずいて、それから、


「そのことなんだがな、俺は、あいつなんかどうだろうと思うんだ」


　言って、商店街を指さした。


　その指さしたほうへ、パルとビートは顔を向ける。するとそこには、一人の男がいた。


　微び妙みように寝ね癖ぐせのついた黒い髪かみが、どこか間ま抜ぬけそうな男だった。まだ、日の光が頂ちよう点てんから少しだけ傾かたむいたという真昼間なのに、異い様ように眠ねむそうな黒い瞳ひとみ。


　長身瘦そう軀くの体を、かったるそうにひきずるようにして彼は街をいく。


　パルは、これほど脱力した人間を、いまだかつて見たことがなかった。


　若わかさや、覇は気きというものがまるで感じられない。


　すべてのことがめんどくさそうで、見てるこっちまで、なぜかやる気が吸すい取られてしまうような気がする。


　と──ビートが言った。


「ああ、なんか、あいつ見てると、いま僕ぼくらがやってることがすげぇめんどくさくなってきたんだけど……なんでだろう」


　するとトランがにやりと笑って、


「それだけ、奴やつが逸いつ材ざいってことだよ」


「逸材？　なんだそりゃ」


「見りゃわかるだろ？　あの、なんの能力もなさそうな、やる気なさそうな顔。あれこそ俺たちが求めていた、理想的な誘拐のターゲットだ！」


「ふむ」


　言われてみれば、いままでのあの化ばけ物ものたちとはまるで正反対のタイプだし……


　これならやれるかもしれない。パルもそう思った。残りの問題は……


　パルは言った。


「だけど、あいつが金持ちじゃなきゃ意味ないんだぞ？」


　が、それにトランは、


「それも大だい丈じよう夫ぶだと思うぜ。だって、あんなやる気なくぼやぼやしてる奴が生きてられるなんて、よっぽどの金持ちの家に生まれたに決まってるしな」


「……なんか、ずいぶんとひどい言われようだな……」


　そう言ってから、パルは再び、気だるげという言葉がぴったりの男に目を向けた。


　と──


　男は、いつのまにやらオープンカフェのテーブルに突つっ伏ぷしており、注文もせずに昼ひる寝ねしていたりして……


「ああ……いや、もっとひどく言ってやったほうがいいのかもしれない……」


　パルはそう、言いなおした。


　さらにビートが、


「だけど、こんな真昼間から昼寝してるなんて、やっぱりどこぞのボンボンだよきっと。これは僕たちにも、運が向いてきたんじゃない？　いこ！　もう、こんなこと、ちゃっちゃとやって、ちゃっちゃと終わらせちゃおうよ！」


　それに、


『おう！』


　今日、もう何度目かの『おう！』を言って、三人は駆かけ出したのだった。





　目標は、気持ちよさそうに寝ていた。


　三人はとりあえずそのだるそうな男……略りやくして怠たい惰だ男おとこのそばに近ちか寄よるために、カフェに入り、しかしこのカフェは商店街からも中が丸見えなため、人目につきすぎるという問題が発生し……しかし、刃は物もので後ろから脅おどして、静かにさせてからつれていけばいいということになってと……


　彼らはたっぷり時間をかけて相談しあい、そういう結果に達した。


　今度こそ失敗しないよう、どんな状況にも対たい応おうできる、複ふく雑ざつな計画もたてた。


　相手がどんなふうに騒さわごうとも、すぐに刃物で威い嚇かくして、黙だまらせる方法。すみやかに、目標を押おさえ込こんで、カフェから出る方法。


　すべては準じゆん備び万ばん端たん。


　あとは実行するだけ。


　と──


　ビートとトランが、怠惰男を囲んだ。パルだけ、後ろの位置についた……


　怠惰男は、いまだ目を覚さまさない。もう、カフェに入ってから彼らが計画を立てている間、かれこれ二時間はたっているのに……


　やはり注文一つしないまま、寝つづけていて、迷めい惑わく千せん万ばんな奴だった。


　トランがパルを見つめ、それからうなずいてくる。それが合あい図ずだった。


　パルは懐ふところから刃物をとりだし、怠惰男に覆おおい被かぶさるよう、後ろから羽は交がい締じめにした。


　そして刃物を首くび筋すじにあて、


「おい……いいか？　いまおまえの喉のどには、ナイフが突きつけられている。もし死にたくなかったら、僕ぼく……じゃなくて……えっと、オレたちの言いなりになれ。いいな？　ちょっとでも騒いだら、すぐぶっ殺ころしてやるからな」


　パルはできる限かぎりの低い声で言った。


　すると、怠惰男は薄うす目めを開けて……


　彼らを見つめてきて、


「んぁ？……ん～なに？　朝か？」


　どうも、まだ意い識しきがはっきりしないようだった。しかし、こんな調子で妙みような抵てい抗こうをされるわけにもいかないので、パルはわざと刃物を見せるように掲かかげてから再び、


「寝ぼけてんじゃねぇ。これが見えねえのか？」


　すると怠惰男があっさり、


「あ～、なんか眠ねむくて見えないわ」


「え？　いや、それじゃ困こまっ……じゃない!?　眠いとか眠くないとか、そういう問題じゃないだろうが！　てめぇの命がかかってんだよ！」


「……………………命？　なんで？」


　その問いに、


「……え……な、なんでって言われても……なんでだっけ？」


　そう、パルが振ふりかえると、


「えっとぉ、そりゃそのぉ………」


　一いつ瞬しゆん、トランもきょとんしてから、


「……って！　だからそうじゃないだろうが！　状じよう況きよう見ろ状況！　だらだらだらだらしやがって、ぜんっぜん自分がおかれてる状況を把は握あくしやがらねぇ！　とりあえず、目を開けろって！　そうすりゃ、自分がいかにやばいことになってるかがわかるから！」


　それに怠惰男はうっとうしげに耳を押さえながら、


「……ああもう人が気持ちよく寝てるのにうるさいなぁ。なんだよもぉ。そうじゃなくても俺は、あの暴ぼう力りよく凶きよう悪あく悪あく魔ま女おんなにいつもからまれて、ろくに安心して寝れてないのに……で、なに？　なにを見て欲ほしいって？」


　目を開けた。


　しかし、開けたのにもかかわらず、怠惰男はなぜか眠ってるんじゃないかというほどに、緩ゆるみきった表ひよう情じようをしているが……


　だが、目を開けた。


　そうなれば、こっちのものだ。


　この男は、いまの状況がわかってないから、こんな緊きん張ちよう感かんのない様よう子すでいられるのだ。しかし、ナイフが自分の喉元に突きつけられているのを見て、驚おどろかないものがいるはずがない。


　パルはそう、確かく信しんを持って、そのナイフを怠惰男に見えるように掲かかげた。


　そして、一つうなずく。


「そういうわけだ」


　すると怠惰男にも、やはり反はん応のうが現あらわれた。


　いままでにない、神しん妙みような表情になって小さくうなずいて、


「ん。わかった。そういうわけか。じゃ、見たから俺は寝るぞ。おやすみ～」


「え、あ、おやすみ～」


　パルが言うと、怠惰男はそのまま目を閉とじ、小さく寝息をたてはじめたと……


　同時！


「ってちょっと待てぇい！」


　ついにパルもキレていた。


「だからなんでそうなるんだよ！　おまえナイフ見たんだろ？　じゃあ、他にもうちょい反応があるだろうが!?」


　すると怠惰男もまた薄うす目めを開けて、


「なんだよもう。俺はちゃんと見てやっただろ？　他にまだ用があんのか？　寝ねかせてくれって……」


「だーかーらー！　そういう問題じゃないだろ！　刃物だぞ？　刃物が突きつけられてんだぞ？　恐こわくねぇのかよ!?」


　刹せつ那な。


　その言葉に、今度こそ怠惰男が激はげしく反応した。


「刃物……」


　そう、一言呟つぶやいてから、ひどく疲つかれ切ったようなため息を一つ。そして悲しげな、気けだるげな表情で、


「ああ、あの女にいじめられ過すぎて、もういまさら、喉にナイフ突きつけられたくらいじゃあ、全然平気になっちゃってるなんて……やっぱだめだこのままじゃ。俺、このままじゃ絶ぜつ対たいあの性せい格かく死し亡ぼういじめっこ女に殺されるって。なんとかしないと……」


　なにかショックを受けているようだった。それから思い出したように急にぶるぶる震ふるえ始めたり……


　トランがそれを見てにやりと笑って、


「ふん。やっと、俺たちの恐さがわかったか」


　なんてことを言う。


　どうもなにか、いまいち違ちがうような気がしないでもないが……


　とりあえずは、なにかに怯おびえているようなので、成功としよう。あとはこいつを、カフェから連れ出せば……


　が……


　パルがそう思った矢先、怠たい惰だ男おとこは急に再び脱だつ力りよくして、


「あぁ～でもまあ、考えてもどうにもなんないから、いいや。寝ねよ」


　そのままテーブルに再び突つっ伏ぷしてしまった。


　パルやトラン、ビートはそれを呆ぼう然ぜんと見つめて……


　ビートが突とつ然ぜん言った。


「あーあのさ、思ったんだけど……別に起こさなくても、このままつれてっちゃえば、手間かかんないんじゃない？」


　それに、


『あ……』


　パルとトランは正しよう真しん正しよう銘めいの間抜けな声をあげて、顔を見合わせたのだった。





　場所は少し変わって、彼らが野宿している人気のない公園。


　日はもうだいぶ傾かたむいて、夕方になりかけている。


　黄昏たそがれどきだ。


　パル、トラン、ビートは、縄なわで拘こう束そくした怠惰男を中央に囲んで、地面に座すわり込んでいた。


　怠惰男は、いまは目を覚ましている。


　というよりも、彼は目を覚ますなり、周りをぼやーっとした緊張感ゼロの目で見まわし、それから今度はパル、トラン、ビートの姿すがたを確かく認にんしてから、


「あ～。寝ててなにがどうなってるかはわかんねぇんだけど……あれか？　これは……なんなんだ？」


　その問いかけに、誘ゆう拐かい四時間目にして、いまさらながらに、怠惰男のおかれている状況をパルは語った。


　自分たちには金がいること。そして、怠惰男を人ひと質じちに、身みの代しろ金きんを奪うばうということ。大事な人質だから、言うことを聞いててくれさえすれば殺さないし、大切な人質だからちゃんと食事もだすしということ。


　最後にトランが、


「だが、いくら大切な人質だからといって、おまえが俺たちに逆さからったら、その瞬間は、命がないものと思え。いいな」


「そうだぞ。俺たちは冷血漢だからな。いつキレておまえを殺すかわからないってことも、ちゃんと覚えとけ」


　と、そんな脅おどしも忘わすれない。


　今度こそ、うまくいったはずだった。怠惰男が寝ている四時間もの間、ずっと相手をうまく脅す練習をしてたんだから……


　そして、三人は満足げにうなずきあって、それから、いまの脅し文もん句くが、どれくらい相手に効こう果かを与あたえているかを確かく認にんした。


　しかし。


「へぇ～」


　怠惰男が感心したような声をあげた。


　それから彼はなぜか、パルたちがいままで見たことがないような生き生きとした表ひよう情じようで目を輝かがやかせて、


「すげぇ！　人質ってのには、飯がちゃんとだされんのか。贅ぜい沢たくだなぁ。ってことはあれか？　こうやってなんというか、あんたらにぼけーっと捕つかまって、んでもって飯食って、寝て、飯食って、寝てるのが、俺の仕事ってわけだよな？　それだけをしてりゃ、俺はいいんだよな？」


「え……いや、ぼけーって……ま、まあ、そうだけどさ……その抵てい抗こうとかしないでくれれば……」


　が、怠惰男は心外だとばかりに首を振ふってから、


「抵抗？　なんで俺がンなめんどくさいことするんだよ。こんなチャンスめったにないぜ？　だってただたんに、食って寝てればいいんだってさ……すげえよ人質！　こういうのがきっとエリート職しよくって言うんだな。うん。これで俺は、晴れてあのいじめ錯さく綜そう女おんなに剣けんで脅されたり、しちめんどくさい遺い物ぶつ探さがしをやらされたりの旅からも解かい放ほうされて……誘ゆう拐かい犯はんの人質という、安定した職についたわけだ。ああ。思えばここまでの道のりは長かった。だが、俺はついにこのレベルまでたどりついたんだな。神様は俺を見み捨すててなかった……人質最高！」


　なんてことを、言う。


　人質最高……


　はじめて聞く言葉だった。なんか聞いた瞬しゆん間かん、頭がくらくらして異い次じ元げんに飛びそうになったが……


　それはもう、この街まちにきてから、いまに始まったことじゃない……


　ここで負けるわけにはいかないのだ。もう、どんなことがあっても、あともどりはできない。


　パルは大きくため息をついてから、再びはやくも眠ねむる態たい勢せいに入ろうとしている怠惰男に言った。


「君は、夕食が欲しいか？」


　すると怠惰男は、パルを眠たげな半はん眼がんで見つめて、


「ん。そだな。今日は寝過ぎて、朝飯しか食べてなかったしなぁ。でも、夕食でるんだろ？　なんてったって俺、人質なんだし」


　なぜか、その人質という言葉を、さも誇ほこらしげに言う。


　パルはそれに顔をしかめて、


「もちろん出るよ。でも、君が僕らに協力してくれなければでない。わかるね？」


「ふむ。協力ね。たとえば？」


「簡かん単たんだよ。君の保ほ護ご者しやのいる場所を教えてくれればいい。誘拐したからには、その人から身みの代しろ金きんをとらないといけないからね。それだけだ。あとはもう、君の好きにしていい。どうだ？　答えられるか？」


　が、それに怠惰男はちょっと考えるようにして、


「ふむ。保護者？　保護者ね…………って俺は、両親いないしなぁ……おまけにこの国じゃ、知り合いっていえば……………………」


　とそこまで呟つぶやいてから、怠惰男の声が急に止まった。


　なぜか蒼そう白はくになり……それから怯おびえた声こわ音ねで、


「ああ……あの女か……やっぱ、やめたほうがいいぞ。たぶん、脅きよう迫はく状じようなんかだしたって、俺のためになんかでてくるような奴やつじゃないし…………でも、でも仮かりにその、でてきたりした日には……殺ころされちゃうぞ。ああもうだめだめ。なんていうかー、他の人にしようぜ？　誰だれか、俺のこと知らないでも身代金だしてくれそうな奴を脅おどすとか……」


　するとそれにトランが相手をバカにしたような声音で、


「そんな奴やついるわけねぇだろうが。そんな奴がいるんなら、俺がとっくに金借りてるよ。さあ、バカなことばっか言ってないで、さっさと吐はけ」


　言われて、怠惰男は渋しぶ々しぶ、その住所を口にした。そして、


「あーあ…………俺、知～らない……」


　そんなことを呟いてさっさと横になってしまうが……


　そんなことはどうでもよかった。


　パルたちはその住所に届けるべく、すぐに脅迫状を作成した。


　内ない容ようはこうだ。


　人質はもう、瀕ひん死しの状じよう況きようにある。もし、生きて人質を返して欲ほしければ、明日の夜、郊こう外がいにあるポーブ橋に金を持ってこい。


　そんな文面だった。


　それを今度は、金で雇やとった街の若わか者ものに手て渡わたし、目的の住所へと運ばせた。


　そう……


　ついに彼らは、脅迫状をだすところまでたどりついたのだ。


　今朝の化ばけ物ものみたいな強さの美女や、純じゆん粋すいそうに見えてやっぱり化物だった女の子に殺されかけたことを考えれば、信じられない快かい挙きよだった。


　もう、ここまでくれば、勝ったも同然。そう思えるほど……


　今日一日の道のりは……ひどく長く、険けわしいものに感じられた。


　だが、それもむくわれるのだ。大金が入る。宿が救すくわれる。


　そして彼女を……大切な人を守ることができる。


「俺たちはやったんだ！」


　トランが言った。パルもそれにうなずいて、


「ああ！　もう少し、もう少しで全すべて終わる！」


　ビートも涙なみだぐんで、


「…………長かった……長かったよ……」


　三人は、ぎゅっと抱だきあった。友ゆう情じようを確たしかめあうように。そして、自分たちの手にした成功を味わうように。


　ひさしぶりの幸せな、穏おだやかなときが彼らに訪おとずれたかに思われた……





　なのに……





「こ、殺される!?　殺される!?」


　突とつ如じよ切せつ迫ぱくした悲鳴が、あたりに響ひびき渡わたった。


「え？　なんだ？」


　それに驚おどろいて三人は周りを見まわす。


　と──パルは、目の前に駆かけてくる、一人の若者を見つけた。


　さきほど金を少し渡して、手紙──もとい脅迫状を届とどけてくれるように頼たのんだ若者だった……


　若者の顔面は真まっ青さお……目からは涙を流し続けて、全力疾しつ走そうしてくる……


　それを見て、


「いったい、なにごとだ？」


　トランが言った。そのときには、若者はすでに彼らのすぐそばまでたどりついており、息を切らしながら、なにかをビートに無む理り矢や理り押おしつけてきて、


「こ、これ。この手紙、渡しましたよ？　渡しましたからね？　あとで渡してないとかいっても、絶ぜつ対たい、僕のせいじゃないからな？　僕はこんなところで死にたく……」


　そこまで言ったところで、急になにかに怯えたかのようにぶるぶる震ふるえだして、わあああ！　っと逃にげ出す若者……


　その光こう景けいは、尋じん常じようじゃなかった。


　いったい、なににあんなに怯えていたのか……


「なにか、とんでもない目にあったようだが……」


　パルが呟くように言った。


　そのときだった。


　彼の横で、ビートがガタガタと震え始めたのは……そして、


「なにこれ……やばい、やばいよ……どうしよう……」


　ビートは、さっき若者から手渡された手紙を手に、恐きよう怖ふでかすれた声で、そんな言葉を繰くり返す。


　それにトランが、


「なんだよ。どうしたんだよビート。その手紙になんか書いてあったのか？」


　手紙を奪うばい取って、目を走らせた。


　瞬しゆん間かん、トランの顔も蒼そう白はくになって……


「なんだよトランまで。いったいなにが……」


「よ、読んでみろパル。まじで、やばいことになるかもしれない……」


　そしてついに、手紙がパルのところにまわってきた。彼はそれを受けとって、開く。


　するとそこには、こんなことが書かれていた。




[image: ]


　人ひと質じちに手をだしたら殺す。


　いままで誘ゆう拐かいで稼かせいだ金を全すべて渡さなければ殺す。


　今夜私がいくまでに、金を用意できていなければ殺す。


　皆みな　殺ごろ　し　だ





　文章は……殺すばかりだった。


　簡かん潔けつに、恐怖が目から飛び込んできた……


「み、皆殺しって……」


　パルはうめくように言った。


　そんな言葉、生まれてこのかた、実じつ際さいに使われたのを見るのははじめてだった。


　自分たちが出した脅きよう迫はく状じようとは、格かくが違ちがう。簡潔に意い志しを伝え、相手を恐怖に陥おとしいれる……


　プロの技わざだ。


　犯はん罪ざいのプロ……いや、悪あく魔まだ。これは悪魔が書いた、脅迫状だ……


　はったりじゃないのは、あの泣きながら逃げてきた若者の姿すがたを見ればわかる。


　尋じん常じようなことじゃ、あんなふうにはならないだろう……


　いったい、どんなモノに脅迫状をだしてしまったのかはわからなかったが、いまの状況がひどく危き険けんだということは、理り解かいできた。


　ビートが我が慢まんの限げん界かいに達したのか、言った。


「もうやだ。無理だよ！　女も子こ供どもも男も、ここの街まちはとんでもないのばっかりだ!?　村に帰る。そして、アンネを連れて夜逃げしたほうが、よっぽどましだ！」


　そして、走りだしてしまう。


　それをパルとトランは呆ぼう然ぜんと見つめてから……


　パルが言った。


「……ど、どうする？　確たしかに、やばいのは間違いないよな……？　その上、そもそも誘拐なんか成功してないんだから……僕たちに払はらえる金もないし……でも、そんなこと絶対信用してもらえないぜ？　そしたら……金払えなかったら……どうなるんだろう……」


　するとそれにトランも震える声で、


「そ、そりゃ、やっぱり、皆殺……」


　言葉はそこで終わりだった。


　もう、二人の心も決まっていた。


　彼らはそのまま……


　その場所から、自分の故こ郷きようがある方角へと、駆け去っていた。








　日は完全に落ちていた。夜の帳とばりが降おり、空に月が、星がまたたきはじめる。


　それを、地面に寝ね転ころがったままぼへーと眺ながめながら、ライナ・リュートは一つあくびをした。


「あ～あ。俺おれの華はなやかな人質人生の夢ゆめも、あっけなかったなぁ」


　なんてことを呟つぶやいて、縄なわでぐるぐる巻まきになっている体を、ちょっとだけねじってみる。同時に手首も軽く、微び妙みような力ちから加か減げんでねじってから、軽くゆする……


　すると信じられないことに、きつく縛しばられていた縄を、簡単にほどいてしまって……


「っふう」


　上半身だけ、起きあがった。そのままもう一度、伸のびとともにあくびをして……


「あ～疲つかれた。寝疲れたな。こう、なんていうか、起きるタイミングが微び妙みようなんだよなぁ。まあ、今日はでも、フェリスに邪じや魔まされずにいい息いき抜ぬきがで……」


　しかしライナが言葉を言い終わる前に、突とつ如じよ、ひゅっ！　という、空を切る、耳みみ慣なれた甲かん高だかい音が聞こえた。そしてぴたりと背はい後ごから首くび筋すじに、鋭するどい剣けんの切っ先がそえられたのを感じて……


　ライナは疲ひ労ろう度ど四割わり増ましの深いため息をついた。剣は、彼の喉のどを、少し動かしたら、切れてしまうという、絶ぜつ妙みようの力加減でそえられており、ライナはまるで動けない。


　そこに、その剣の主ぬしの声が響ひびいた。


　聞き覚えがありまくる、まるで抑よく揚ようと感かん情じようというものが感じられない女の声……


　フェリス・エリスの声だ。


　彼女は淡たん々たんとした口調で、言ってくる。


「さあ、時間だ。金は用意できているんだろうな？」


　その言葉に、


「………………え？…………はぁ？　あー、ちょっと待ってくれ。おまえが言ってる意味が、いまいちわかんないんだが……」


　すると彼女は、ライナの目の前に回ってきて、やはり愛あい想そのない、冷れい淡たんな青い瞳ひとみで彼を見下ろす。


「私は手紙で、今夜までにいままで誘拐で稼かせいだ金を用意しておかなければ殺すと書いて、ここに届とどけさせた」


「…………あ……なんか、おまえが言いたいことがわかってきたぞ……でも状じよう況きようを見ろって。俺は人質だったんだぞ？　で、誘拐犯は、もう、ほら、どこにもいないだろ？　逃げたんだ。だから……」


　が、そこまで言ったところで、閃せん光こうが走った。フェリスの剣が信じられない勢いきおいで彼の顔のすぐ目の前に現あらわれ、


「うわ!?　な！　ちょ、ちょっと待てって。だからなんでそう──」


　しかしそれもさらに遮さえぎられる。


「……わざわざ私がこうして出向いてきたのに、金がないとは言わせないぞ。用意できていなければ、皆殺しだと私は言った……そして──」


「おまえな……だから状況を考え……」


「……皆殺しだ……」


「だああああああ!?　だからなんでおまえは俺を殺そうと……ぎゃあああああああ！」


　と、そんないつもの悲鳴が夜の街にこだまして……





　再び夜。


　本当に、綺き麗れいな月夜だった。


　にもかかわらず、いつもどおりライナは地面にぐったり倒たおれ伏ふしているが……


　当然、フェリスの剣に殴なぐり倒されたのだ……


　そのかたわらでは、剣を収おさめて月を眺ながめているフェリスがいて。


　言った。


「まあ、皆殺しなどという冗じよう談だんはさておき」


「…………おまえなぁ、きっちり殴り倒しといて冗談もくそもねぇだろうが。だいたい、なんでおまえは俺ばっかりいじめ……」


　が、その言葉をフェリスが遮ってきた。


　彼女は小さな声で、


「…………私は………………おまえが瀕ひん死しの状況だと聞いた」


「……へ？」


　突然のその言葉に、ライナは間ま抜ぬけな声をあげた。


　って、それはその……


　つまり……


　ライナが驚おどろいた表ひよう情じようで、


「まさかおまえ……俺のこと、心配してたのか？」


　がしかし、フェリスはすぐさまそれに、淡々とした、抑揚のない声こわ音ねで続けた。


「……それなのになぜ死んでいない？　まったくもっておまえは期待を裏うら切ぎる。そのほうがおもしろ……」


「おもしろくないわ!!」


「ふむ。まあ、生きてたのなら、いくぞ。もう十分寝ただろう？」


　そう言って歩き出すフェリスの後ろ姿すがたを、ライナは眺めてから、


「っておまえなぁ……」


　と、文もん句くを言おうとした瞬しゆん間かん……


「ん？」


　風に舞まって、一枚まいの紙切れが、彼の顔に引っかかってきた。彼はそれを引き離はなし、開いてみる。


　するとそこには──ライナの見覚えのある字体で、いくつかの言葉が書いてあって……


　その中の最初の一行に、ライナは目を止めた。


　その言葉を、彼は半はん眼がんで……


　しかし、どこか優やさしげな瞳でしばらく眺めてから……


「ふうん」


　小さく、うなずいた。


　それから、再びフェリスを追いかけながら、


「で、こんな夜中から、どこへ向かうって？」


「うむ。新しい情じよう報ほうが入った。以前に遺い物ぶつらしきものから竜りゆうが生え出したことがあったろう？」


「ああ、あの地面から生えた、無意味に物騒あぶなげなやつね」


「そうだ。そしてあの竜が、でてきたときと同様、今度は突とつ如じよ姿を消したらしい」


「ほぉ。で？」


「調べにいく。さっさとこい」


　瞬しゆん間かん、


「え～。でてきた仕組みもわかってないのに、消えたからって調べにいくのは、おかしいだろ。どうせなんもわかんないと思……」


　が、ライナの言葉はそこで止まった。


　フェリスが振ふり向いて、腰こしの剣に手をかけたところで、


「ああはいはい。わかりましたよ。そうですね。絶対いくべきですねーだ。ったく！」


　ライナはふてくされたように言った。


　しかしフェリスはそれをまったく無む視しして、


「ん。急ぐぞ」


　そうしてまた、フェリスは歩き始めた。


　ライナはそんな彼女の後ろ姿を眺め、それからもう一度、再びさっきの紙切れに書かれている、一行目を見つめてみて、


「…………まあ、いっか」


　彼はその紙を、風に乗るようにふんわりと宙ちゆうに放った。


　すると今度は風にうまく乗り、ぐんぐんと空高く舞っていく。


　やがて紙が空の彼方かなたに消えるころ……


　彼らの姿はもう、なかった。








　ちなみにその二か月後のこと。


　パル、トラン、ビートがあのあと村に戻もどってきたら、いつのまにやらホープネルの竜がいなくなっており、あれよあれよという間に再び観光客が戻ってきていて……


　それぞれの彼女との合同結けつ婚こん式しきもとり行われたりして……


　いつのまにか三人は、幸せの絶ぜつ頂ちようにいた。


　地じ獄ごくから一転、天国だった。


　新婚アツアツの生活が続き、あの、どん底の日々のことを徐じよ々じよに忘わすれることができはじめたある日……





　それは届とどいた。





　パルが、今日も日課の散歩をフィーと一いつ緒しよに、妙みようにべたべたしながら公園を歩いていたときのこと。


　突とつ然ぜん、彼の顔に、風とともに一枚まいの紙切れが舞い下りてきて、


「ん？　なんだこれ？」


　彼はそれを、手に取って、開いてみた。


　するとそこには、





　人ひと質じちに手を出したら……





　一行目のそこまで読んだ瞬しゆん間かん。


「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああ!?」


　ちなみに。


　その日平和なクローネ村に、さらに二度の悲ひ痛つうな叫さけびが響ひびき渡わたったそうだ……





　　　　★





　そうして世界はまた、動きはじめる。


　無む責せき任にんから竜が生まれ……


　そして、なにかが再びそれを消した。





　それらの話が語られるのは……


　また、別の物語である。







（都会は危険がいっぱい：おわり）







　あとがき







　というわけで、『とりあえず伝説の勇者の伝説[image: ]』は、いかがでしたでしょうかー？


　いやー大変だった!!


　え？


　なにが大変だったかって？


　それはいままでで一番大変だった作品が、この本には収おさめられているからです。


　と、まあ、それを説明する前に、この本について。


　これは、ドラゴンマガジンという雑誌で、現在連れん載さいさせていただいている短編をまとめたものだったりします。


　タイトルでは『とりあえず』などと言っておきながら、この本の一番最初の話が、『伝勇伝』が生まれるきっかけになった……


　そして、一番最初にみなさまの前に登場させていただいた作品だったりするのです。


　というのも、この本の第一話『すたーてぃんぐ・れじぇんど』が、ドラゴンマガジンにて開かい催さいされている、作家さん六人で短編をだしあって競きそい合うというとんでもない企画、『龍りゆう皇おう杯はい』において、読者のみなさんからのアンケートによって選ばれるという奇き跡せきを引き起こし、そんなこんなでこの『伝勇伝』という作品が生み出されたからなのですが……


（詳しよう細さいはすでに刊行されている長編シリーズ『伝説の勇者の伝説１』のあとがきにて）


　あ、選んでくださった方たち、どうもありがとうございました！


　これからも頑がん張ばりますんで、よろしくお願いしますね！


　っと、話が少し脱だつ線せんしたところで……


　まあ、だからようは、これは短編集なわけです。


　ということは、もう、すでに一度雑誌に掲けい載さいされているわけで、僕ぼくがそれほど手を加えずとも、楽～に一冊の本ができるはずなわけです。


　いや、毎月毎月短編を書くのは、けっこう大変ではあるんですが、でもやっぱり、本になるときは、楽でしょ？


　そんなわけで。


　やったぜいえーい！


　とか、思ってたのも束つかの間ま!!


　短編集には、雑誌には載のっていない、書き下ろし短編というものを付け加えなければならないということが判明して！


　そこで僕の敏びん腕わんスゴウデ担たん当とうＭさんが言いました。


「せっかく付け加えるんだから、いつもとはやっぱり、ちょっと違ちがうものにしてよね」


「違うもの？　例えば？」


「そんなの自分で考えてよ」


「そりゃごもっとも……」


　そんなこんなで書き出した書き下ろし『やつあたり伝勇伝』……


　やばかった……


　つらかった……


　なかなか気に入ったものができなくて、何度も何度も何度も何度も違う案で書きまくったあげくに……


　最初に指定されたページ数、


「原稿用紙五十枚くらいで書いてよ」


　を大幅に超こえた、原稿用紙一〇三枚……


　一〇三枚って!?


　指定された枚数の倍以上!!


　長編小説の約三分の一!?


　あほだ。


　書きすぎ。


　でも、おかげでいつもとはちょっと趣しゆ向こうの違う作品ができたと思います。


　楽しんでもらえたら、嬉うれしいです。





　まあ、そんなこんなもあって、今回はスケジュールも詰つめ詰めだったり……


　あとがきを書く時間も、


「あと一時間以内に書かなきゃ殺す！」


　とか言われる始し末まつだったりするんですが……


　ということで、いま、超特急であとがき書いてます。


　だから、変なテンションだったらごめんね！





　んじゃ、あとはなにか言うことあったかなぁ……


　あ！


　そうそう。


　この短編集の位置づけについて話しとかなきゃいけないんだった！


　えーと、長編『伝説の勇者の伝説１』は、この短編集よりは過去の、けっこうシリアスな話からスタートしています。


　そして『伝勇伝２』によって、この短編集の時間軸じくに追いつき、そして次に出る予定の、『伝勇伝３』で、この短編集の時間軸に並ぶことになります。


　え？　並ぶってどういうこと？


　長編は過去話じゃないの？


　と、思った方。


　もしくは、短編が、長編の続きじゃないの？


　と思った方。


　僕もそうしたほうが楽だろうなぁとは思うのですが、そうはなりません。


　なんかもう、えらい大変な手法を選んでしまって……


　あ、まあそれは、この短編集と、これから出る三巻を読んでくれれば……


『こんな大変なことして、鏡かがみ貴たか也やはアホだなぁ』


　と思っていただけると思いますが。


　でも、そのぶん絶対楽しんでもらえるようがんばりますから、よろしくお願いしますね!!


　なんて、謎なぞっぽいことを言いつつ……


　でもこんなことを言ったら、三巻でなにをしようとしてるのか、気付いちゃった人もいるだろうけどねー……


　この短編集の書き下ろし分を読んでもわかっちゃうだろうし……


　言っちゃったからにはやらなきゃだめだろうなぁ……


　ああ、三巻書くの怖こわいなぁ……





　とそんな僕の愚ぐ痴ちはともかく。


　どうしよう……


　もうとっくに言われてた一時間過ぎてるよ……


　やっぱ殺されるのかなぁ……


　もうあの敏腕スゴウデ担当Ｍさんの敏腕によって、何人も言うことを聞かない作家が暗殺されているのは、あまりにも有名な話だし……


　って、あ……


「プルルルルルルルルルル！」


　なんか電話が鳴ってるのは、気のせいでしょうか？


「プルルルルルルルルルル！」


　……あうあうあ。


　そ、そんなわけで、あれです。これからもよろし……


「ガチャ。ただいま、留る守すにして……おーい鏡くーん。怒おこらないから電話に出てみるといいよー」


　うそだ！　絶対怒る気だ!?


　だって、留守電のメッセージが終わる前に話し始めてるし!?


「ほらほら。でてごらんよ。きっといいことがあるからさー。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。きっと電話でれば幸せになれるから。受話器とらないと一秒ごとに十年ずつ寿じゆ命みようが減へっていくよー。はい十年、二十年……あ、もう死んだ？」


「………………」


　そ、そんなわけで、これから僕は死地へと向かいますが……


　絶対に言っておかなければならないことを最後に。


　みんな、いつもありがとう！


　これからもよろしくね!!


　次回は……


「ほらほら、はやく電話にでなさいって。このあと来月でる分の武ぶ官かん弁べん護ご士しエル・ウィン七巻のあとがき書いてもらわなきゃいけないんだから」


　と……そ、そういうわけですので……


　それではまた来月お会いしましょう!!







鏡　貴也





　　　初　出





すたーてぃんぐ・れじぇんど




　　月刊ドラゴンマガジン２００１年８月号




とらっぷ・ばすたー




　　月刊ドラゴンマガジン２００１年11月号




えきさいてぃんぐ・ちぇいさー




　　月刊ドラゴンマガジン２００１年12月号




らぶ・みっしょん




　　月刊ドラゴンマガジン２００２年１月号




えきせんとりっく・かっぷる




　　月刊ドラゴンマガジン２００２年２月号




やつあたり伝勇伝




都会は危険がいっぱい




　　書き下ろし
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とりあえず伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ[image: ]


脱だつ力りよくのヒロイック・サーガ





鏡かがみ　貴たか也や
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